
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──それは、今よりずっと昔のお話。




　子供の頃ころ、両親は仕事が忙いそがしく、家を空けることが多くて。だから、学校が休みになる夏や冬は、祖父母の家で面めん倒どうを見てもらうのが常だった。




　海と山に囲まれた、自然豊かな町並み。都会育ちの子供には何もかもが珍めずらしく、当時は休みが近付くたび、祖父母の家に遊びにいく日を心待ちにしていたものだった。

　けれど、不満なことが一つだけ。

　何しろよそから泊とまりに来ている身だから、近所に住んでいる子供達はみんな知らない子ばかり。仲間に入れてもらおうにも、幼い頃の自分は何かと人見知りしがちで、自分から輪に入っていくことがどうしてもできなかった。




　仕方なく、楽しそうな地元の子供達を避さけるように、一人で遊び場を探す毎日。最初のうちは秘密基地を見つけたようで面おも白しろかったけれど、それだって、秘密を分かち合う友達がいないなら寂さびしいばかりだ。




　あれほど楽しみだった祖父母の家への『お泊まり』が、いつしか憂ゆう鬱うつに感じられ始めていたその年の夏。

　いつものように山の中の秘密の場所を訪おとずれると、驚おどろいたことに、そこには先客がいた。




　自分と同い年くらいの、男の子と女の子。

　優やさしいお兄ちゃんと、お兄ちゃんのことが大好きな妹の──とても仲のいい、『兄妹きようだい』。








第一章　姉なのか妹なのかそれが問題だ









「親愛なるお兄ちゃん諸君。梅つ雨ゆが明けて最近すっかり暑くなったな。つまり夏だ。夏といえば海！　そして水着イベント!!　というわけで我らが『レンタルお兄ちゃん』もこのビッグウェーブに乗ることにした!!　その名も、『レンタルお兄ちゃん・海の家出張所』!!」




　ドーン！　とか効果音が聞こえてきそうな勢いで、高々と拳こぶしを掲かかげる野の中なか主任。

　暦こよみは七月。一学期の終しゆう了りようも間近に迫せまる中、圭けい太たは今日も今日とて労働に精を出していた。つまり『お兄ちゃん』である。

　見慣れた店内には、先日晴れて『シスターズ登録』を果たした二人の『妹』、初はつ葉はと仁に奈な。そして後こう輩はいお兄ちゃんである瑞みず希きと、お馴な染じみのメンバーが勢せい揃ぞろいしている。そんな中での、野中主任の先さき程ほどの発言だった。

「というわけで、夏休みの数日間、浜はま辺べで海の家を開くことになった。お兄ちゃんである真ま島じまくん達にも当然来てもらうのでそのつもりでいてほしい」

「唐とう突とつにも程がある！　こっちにだって色々と予定ってものがですね！」

「あるのか？」

「ありますよ!!」

　夏イベ周回という、外すことのできない超ちよう重要な予定が。

「まあ、そこは安心してくれ。これでも色々とコネはあるからな。ある程度融ゆう通ずうは利きかせられる」

「はあ、コネ……」

　早くも不安しかない圭太をよそに、仁奈が「はい！」と勢い良く挙手。

「その『海の家』というのはいつ頃開かい催さいの予定で!?　定員などは決まっていますか!?」

「よくぞ聞いてくれた、早はや川かわさん。これはここだけの耳寄りな情報だが、専属契けい約やく中の妹様だけに、特別ご招待コースを用意している。申し込んでいただければ、移動手段も宿しゆく泊はく先も全すべてこちらで手配しよう。もちろん、有料プランにはなるが──」

「行きます」

　そう言った仁奈は早くも財さい布ふを握にぎり締しめていた。フンフンと鼻息を荒あらくする妹（幼おさな馴な染じみ）の姿に、圭太は多大な不安を禁じ得ない。こいつ将来壺つぼとか買わされたりしないだろうな……。




　一方、もう一人の『妹』はというと。




「うぅ……お兄ちゃんと旅行……！　行きたい、けど！　行きたいけど……うぅぅぅ……!!」




　わなわなと体を震ふるわせながら、初葉はお財布の中身を見つめていた。その表情はガチャで追い詰つめられたソシャゲユーザーのごとく、苦く悩のうそのもの。「うっ……！」と、圭太は古傷が痛むのを感じた。

「は、初葉！　気持ちはわかるがよく考えるんだ！　課金は一日一万円までだぞ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!!　もう夏休みになるし、その間目め一いつ杯ぱいお店手伝って、バイトとかもして、あと節約もすればなんとかなる!!　はず!!」

「本当か!?　本当にそうか!?　ちゃんとお兄ちゃんの目を見るんだ初葉!!」

　わざとらしく目を逸そらす初葉の肩かたを掴つかみ、がくがくと揺ゆさぶる。

「そうだな……ではこういうのはどうだろう？　海の家を開く間、片かた瀬せさんには店の臨時スタッフとして裏方を手伝ってもらうというのは」

「ホントですか!?」

「片瀬さんは記念すべき第一妹様だ。そのくらいの融通は利かせるさ」

「行きます！　お皿洗いでもなんでも、私、一いつ生しよう懸けん命めいやりますから！　やったー！　お兄ちゃんと海だー！」

　はしゃぐ初葉の笑え顔がおを見ながら、圭太もまた、じわじわと心が浮うき立つのを感じる。

（旅行……か）

　考えてみれば、泊まりがけでの旅行なんて、もう随ずい分ぶんとしていない。夏休みにどこかへ出で掛かけるなんて、本当に久しぶり……それこそ、子供の頃以来だ。

　それも今年は、『妹』と一いつ緒しよに過ごせるという。もちろん、『レンタルお兄ちゃん』のバイトの一いつ環かんとして行くわけだから、お遊び気分ではいけないのだろうけれど……それでも今は、急な話への戸と惑まどいより、純じゆん粋すいに『楽しみだ』という気持ちが勝った。

　その気持ちのまま、圭太は隣となりにいた瑞希に声をかけようとして──気が付く。

　彼女がなんだか、困った顔をしていることに。




　　　　◆◆◆




「え？　行けそうもない？」

「はい……」

　閉店後のバックヤード。『さっきはどうかした？』と尋たずねた圭太に対し、瑞希の答えはそれだった。話を聞くと、夏休みの間はずっと、妹達と共に祖父母の家に厄やつ介かいになるのが通例なのだという。

　そういえば、瑞希の家は母子家庭だという話だ。その上、妹きよう弟だいも多いのなら、瑞希だけで面倒を見るというのも大変なのだろう。学校が休みの間だけでも、親類の家で世話になるというのはありそうな話だった。

「なるほどな……。瑞希ちゃんは専属契約している『妹様』が多いから期待していたんだが、そういう事情なら仕方がないか」

「すみません、ご迷めい惑わくお掛けして……」

「いや、気に病やむことはない。家庭の事情なんだ。優先して当然だろう」

「そうだよ、瑞希ちゃん。こっちのことは気にしないでいいから、妹さん達とゆっくりしてきなよ」

「……ありがとうございます」

　安あん堵どしたように、瑞希が笑みを浮かべる。

　しかし、瑞希も、全く寂しさがないというわけでもなさそうで。癒いやし効果満まん載さいの笑顔はしかし、いつもより少しだけ元気がないように見えた。

　なので。

「……夏休みの間は会えないかもしれないけど。瑞希ちゃんが帰ってきたら、その時はまた、みんなでどこかに出掛けようか」

「え？」

　そっと手を伸のばして、瑞希の頭をぽんぽんと撫なでる。

「その時は、お土産みやげも渡わたすよ。妹さん達の分も買ってくるから」

「……はい！　楽しみにしてますね」

　ふにゃり、と、瑞希がいつもの笑顔を取り戻もどす。

「しかし……瑞希ちゃんが参加しないなら、行くのは真島くんと、片瀬さん早川さんだけになるな」

「そうですね……」

　夏イベと言いつつ、結局、普ふ段だん店で過ごしているのとあまり変わらない感じになりそうだった。……まあ、海に行けるというのは、とても楽しみだけれども。




　　　　◆◆◆




　──そうして今日も、バイトの時間は終わりを告げる。




　いつものように自宅へと戻ってきた圭太は、玄げん関かんのドアを開けて『あれ？』と思った。というのも。

（珍めずらしいな……親父おやじ、帰ってきてるのか）

　上がり框がまちには、履はき潰つぶしてくたびれた革かわ靴ぐつが一足。廊ろう下かの奥を見れば、リビングから明かりとテレビの音が漏もれている。

　……と思っていたら、リビングへ続くドアが開いて、当の父親がひょこっと顔を覗のぞかせた。

「お帰り。遅おそかったな」

「ああ、うん……親父も、お帰り」

　圭太の言葉に、父は「ん」と短く頷うなずき……しばらく、そのまま動きを止める。何かを、必死に言い出そうとしている空気。

「その……夕飯を、買ってきたんだが。……すぐ食べるか？」

「え？　えーっと……じゃあ食べるわ」

「そ、そうか」

　圭太が頷くと、父は明らかにホッとした顔をした。……何も、夕飯の話を切り出すくらいで、そんなに緊きん張ちようしなくても。

「ってか、もしかして俺のこと待ってたのか？　先食べてても良かったのに」

「ひ、久しぶりに、一緒に食べたいと思ったんだが……迷惑だったか……？」

「いや、そういうんじゃないけどさぁ……」

　父はどうも押しに弱いところがあって、息子むすこである圭太相手にも下手に出がちだった。元々の性格プラス、離り婚こんの件で負い目があるせいだろうとは思うが……『逆にやりにくいから普通にしてくれ』と、今までにも何度か言っているのに。

　オロオロする父を『とりあえず飯にしよう』と促うながし、荷物を置きに一いつ旦たん部屋へ。

　戻ってくると、父は買ってきた惣そう菜ざいをレンチンしようとしているところだった……のだが。

「あー、その皿はレンジだめなんだって！　前も言っただろ～……」

「うっ……！　そ、そうだったか……？　いや、すまん、忘れていて……」

　怒おこったわけではなかったが、焦あせってつい大きな声が出てしまい、父がびくりと肩を竦すくめる。

「まあ、次から気をつけてくれればいいよ。あと俺やるから、座っててくれ」

「わかった。その……すまん」

「別に、謝らなくていいって……」

『普通にしてくれればいいんだけどなぁ』と、申し訳なさそうな父を見ながら思う。

　食べ始めてしばらくは、互たがいに黙もく々もくとおかずを口に運ぶ時間が続いた。とはいえ、父の口数が少ないのはいつものことなので、圭太もあまり気にしない。




　圭太の両親が離婚したのは、圭太がまだ幼い頃だった。当時は子供だった分ショックだったし、何かと反発した時期もあったが、今はもう、二人なりの事情があったのだろうと受け入れている。

　正面切って言うのは照れくさいが、父には本当に感謝しているのだ。仕事が忙いそがしく、あまり家にはいないけれど、それも、圭太に金銭面で不自由をさせないためなのだと知っている。……まあ、もう少し堂々としててほしいとは思うが。

　とはいえ、いつまでも甘えてもいられないから、早いうちに自立を考えないとと思ってはいるが──。




「……最近どうだ」

「へ？」

　あまりに急に話を振ふられたので、一いつ瞬しゆん空耳かと思った。

「いや、その……こうしてきちんと話をするのも久しぶりだろう。もうじき一学期も終わるだろうし……学校ではどうなのかと」

「いや、『どう』って言われても……」

　思い浮かんだ言葉をそのまま返したら、父は「そ、そうか……変なことを聞いてすまん」と見るからに落ち込んでしまった。『コミュ障か』というツッコミは胸にしまいつつ、圭太は慌あわてて言い直す。

「あー、いや、聞かれたくなかったわけじゃなくて……。うん、まあその、あれだ。普通だよ、普通」

　もぐもぐ、とおかずを咀そ嚼しやくしながら、無難にそう返す。

　……いや、冷静に考えなくても、今の圭太の学校生活が普通なわきゃないのだけれども。しかしだからといって、『バイトでクラスメイトのお兄ちゃんやってるよ』なんて馬ば鹿か正直に答えるわけにもいかない。

（……そういや、親父にバイトの話してなかったな）

　何しろ滅めつ多たに帰ってこないものだから、つい話しそびれていた。……いやまあ、仮に毎日顔を合わせていたとしても、『バイトでクラスメイトのお兄ちゃん（ｒｙ）』なんて現状、絶対に正直には言えなかっただろうけども。

　けれど、バイトを始めたことぐらいは、伝えておいたほうがいいかもしれない。例の『夏イベ』が始まれば数日家を空けることになるし、説明するなら今だろう。

　そう思い、圭太が口を開きかけた時だ。

「……実は、今日はお前に、話したいことがあってな」

「は？」

　あまりにも唐とう突とつに話が飛ひ躍やくしたので、普通に幻げん聴ちようかと思った。

　ぽかんとする圭太をしばし見つめ、父は再び口を、

「…………」

「…………」

「………………、……………………、……いや、やはりまた今度に……」

「いや言えよそこは!!」

　そっと目を逸そらされて、思わず叫さけんでしまう。

「それで、話って」

「実は……お見合いをして」

　あまりに唐突なカミングアウトに、圭太は『ゴフッ!?』と白米を噴ふいた。

「ゲホ、ゴホッ……は？　な、なんて……？」

「だからその……お見合いを」

　どうやら幻聴ではなかったらしい。口からこぼれそうになっていた惣菜を飲み込んで、圭太はなんとか声を絞しぼり出す。

「え？　は？　待っ……お見合い？　え、お見合いってあのお見合いか？　親父が？」

「ああ。……まだ数回しか会っていないんだが、穏おだやかで良い人でね。もし先方が受け入れてくれるなら、再婚したいと思っている」

「いや待った！　待ってくれよちょっと!?　急すぎるだろ!?　何も聞いてないぞ俺!?」

「驚おどろかせてすまん。今までにも何度かこういう話はあったんだが、結局流れてしまうことが多くてな。お前には、ある程度話がまとまってから伝えようかと」

「初耳の情報が多すぎるんだけど!?　そういう大事なことは最初から教えといてくれよ頼たのむから!!」

「すまん……」

「いや責めてんじゃないけどさぁ!!　しょんぼりするなよ息子相手に!!」

「はぁー……！」と、思わずクソデカため息が漏れる。




「それでその……どうだろうか」

「どうって……再婚の話？」

　聞き返せば、こくり、と頷く父。

『どうも何も急すぎるわ!!』というのが正直な感想だった。この流れでいきなり『どう思う？』と聞いてきて、賛成してもらえると本気で思ってるんだろうかこの親父は。圭太がインドア派のオタクだったからいいようなものの、一歩間ま違ちがえば殴なぐり合いの親子喧げん嘩かに発展してもおかしくないと思うのだが。

　しかし、じっとこちらを見つめる父の表情は真しん剣けん以外の何物でもなく、いっそ緊張すら滲にじませながら圭太の答えを待っていて。圭太は再び、「はぁぁ……」とため息。

「……実際会ってみないことには、なんとも言えないけどさ。まあ、親父が『いい』って思う人なんだったら、いいんじゃねーの」

　圭太だって、父の再婚について、今まで考えなかったわけではない。切り出す機会がなかっただけで、聞いてみようと思ったことは何度もあった。

　幼い頃ころから今日まで、男手一つで自分を育ててくれた父だ。そんな父が『結婚したい』と思える人に出会えたなら、それを邪じや魔ましようとは思わない。

　とはいえ、いきなり過ぎてびっくりしているのは本当だし、もうちょっとちゃんと説明しておいてくれとは思うが。

「親父の自由にしたらいいよ。この家で一いつ緒しよに暮らすとか……そういう話になるんだったら、その時は相談してほしいけど」

「……そうか。いや、わかった。ありがとう。そういうことなら、近いうちに紹しよう介かいする」

「ん、わかった。……てか親父。相手の人に俺のことちゃんと話してるよな……？」

「ああ、もちろんだ。向こうにもお子さんがいてな。そういう点でも話があって──」

「だからそういうことは最初に言っといてくれっての！！！！！」

「す、すまん……」

　改めて話を聞くと、向こうのご家庭は四人きょうだいなのだという。姉が二人に、幼い男女の双ふた子ご。

「一番上のお嬢じようさんは高校生だそうでな。学年はお前の一つ上らしいんだ。二番目のお嬢さんは一つ下で、いま中学生らしい」

「へえ……」

　話を聞きながら、瑞希の家と同じだなと思った。母子家庭なところまでそっくりである。妙みような偶ぐう然ぜんもあるものだ。

（…………あれ。ってことはつまり、その人と親父が再婚したら俺に妹ができるってことか……？）

　──気付いてしまった、重大な事実。

　しかし、その事実を噛かみ締しめる前に。より重大で衝しよう撃げき的な一言が、父の口からのほほんと発せられる。

「……そうだ。相手の方の名前なんだがな、妹せの尾おさんと言うんだ」

「────へ？」

「『妹尾さん』だよ。『妹』に尻尾しつぽの『尾』と書いて、『妹尾』だ」

　さながら惑わく星せいのように、『妹』と『尾』という二文字が、圭太の頭の中をぐるぐると回る。その中心にはにっこり笑え顔がおの瑞希がいて、『母がお見合いをするんですー』とのたもうていた。




　母子家庭で、長女と次女と双子の四人きょうだいで。一番上の子は圭太の一つ年上の『妹尾さん』。




　……いやまさか。そんな偶然があるわけない。あるわけないと、思うのだけれども。




　固まる圭太をよそに、父はいそいそとスマホを取り出した。そして言う。

「写真を送ってもらったんだ。ほら、この子達だよ」

　そんな言葉と共に差し出された画面。そこに写る写真を見て、圭太は文字通り頭が真っ白になった。




　もしかしたら圭太の家族に──『妹』になるかもしれないのだという人達。その写真の、一番端はし。

　遠えん慮りよがちに肩かたを窄すぼめて、隠かくれるように写っていたのは、どこからどう見ても、瑞希だったのだから。




　　　　◆◆◆




　長かった一学期もいよいよ終わり、今日は待ちに待った終業式。

　じっとりと汗あせばむような暑さの中、圭太は他のクラスメイトと共に体育館に集まって、今学期最後となる苦行の行事に耐たえていた。

　とはいえ、大人しく整列しているのは形ばかりで、圭太の頭の中は昨夜から、父の再婚問題でいっぱいいっぱいである。

　なんたって。

（瑞希ちゃんのお母さんと、俺の親父おやじが再婚…………）

　昨夜見せられた写真は、やはりどう見ても、瑞希に間違いなさそうだった。撮とられたのが昔だからか今よりずいぶん幼かったけれど、他人の空似にしては似すぎている。

（いやでも、そんな偶然あるか!?　ＳＳＲの排はい出しゆつ率のほうがまだ高いだろ!?）

　いっそ、思い切って瑞希に聞いてみたほうがいいのだろうか。しかし、万が一それで『はい、そうなんです！』と言われてしまったら、それこそどうしたらいいのか──。




『──それでは、これより授じゆ与よ式を行います。二年Ｃ組、妹尾瑞希さん』




「へっ？」

　瑞希のことを考えていた矢先に名前が聞こえてきて、思わず声が漏もれる。

　反射的に顔を上げると、ちょうど瑞希が壇だん上に立ったところだった。

『妹尾瑞希さん。あなたは今学期中に行われた『全国統一高校生試験』において、大変優ゆう秀しゆうな成績を修めました。よってここにその栄えい誉よを讃たたえ、表ひよう彰しようします』

　先生が賞状を読み上げると、生徒達の列からパラパラと拍はく手しゆが起こる。

「妹尾先せん輩ぱい、すごいんだってね。去年も賞状もらってたって、お姉ちゃんが言ってたよ」

「なんか、キリッとしててかっこいいよね。貰もらい慣れてる、って感じ」

　隣となりのクラスの列から、ヒソヒソ、と小声で話すのが聞こえてくる。それも一人二人じゃなく、何人かの話し声。どうやら瑞希は、一年生の間でもそれなりに有名人だったらしい。なにそれ初耳。

（み……瑞希ちゃんって、そんな噂うわさになるほどすごい子だったのか……？）

　お店ではドジっ子な面しか見たことがなかったので、圭太はなんだか信じられない……と一いつ瞬しゆん思いかけて。

（いや、そんなこともないか）

　先輩ということで、何度か瑞希に勉強を見てもらったことがあるのだが、一年生の範はん囲いだというのに、瑞希は内容をよく覚えていて、わからないことがあるとスラスラと答えてくれていた。

　そのときにも、『成績はいいのかもしれないな』と思ったりはしたのだ。それ以外の場面でのドジっ子ぶりが際きわ立だちすぎて、すっかり忘れていたけれども……。

　とはいえ、まさか表彰されるほどのレベルだとは思わなかった。どうしても『あの瑞希ちゃんが？　本当に？』という気持ちが拭ぬぐえなくて、賞状を手に歩き出す瑞希のことを、つい目で追ってしまう。

　てくてく、と階段を降りてくる瑞希は、取り立てて緊きん張ちようしている風でもなく、誰だれかが言っていた通り慣れている様子だった。いつもだったら、転んでしまわないかとヒヤヒヤする階段も、危なげなく降りきってしまう。

（……まあ。お店では慣れないバイトで緊張してるだけで、そんないつも転んでるわけじゃないか）

『でも終わったと思ってホッとした途と端たんに転んだりするからなぁ瑞希ちゃん……』と、そう思った矢先だ。

「──ひゃっ」

　ちょうど、圭太達一年生の列の真横に差し掛かかったところで。瑞希が足をもつれさせ、バランスを崩くずす。

「あ……！」

　考えるよりも早く、体が動いていた。とっさに腕うでを伸のばして、転びかける瑞希の体を抱だきとめる。

「瑞希ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「え……？　に、兄さん？」

　圭太の腕の中で、瑞希は目をまん丸にしていた。何が起こったのかまだわかっていない、という顔。

　おかげで圭太と瑞希は、抱き合うような格好のまましばらく見つめ合う羽目になり……周りにいたクラスメイトやら他のクラスの一年生やらが、一いつ斉せいにざわつき出す。

「え？　あれさっき表彰されてた先輩じゃない？」

「真島と知り合い……？　つーか抱き合って……？」

「なんか『兄さん』とか言ってなかった？」

　ヒソヒソざわざわと聞こえてくる声に、圭太と瑞希は『ハッ！』と我に返った。あっという間に顔を赤くし、瑞希がバッと体を離はなす。
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「ご、ごめんなさい！　ありがとうございます、兄さ──じゃなかった！　ええと、ま、真島くん……？」

「え、ええと、うん、いや、はい！　怪け我ががなくて良かった……です！　その、せ、妹尾先輩？？」

　お互たがいに、ぎこちなく頭を下げあって。先ほどよりはるかにギクシャクとした足取りで去っていく瑞希を、呆ぼう然ぜんと見送る。

　そそくさと列に戻もどってきた後も。クラスメイト及および同級生からの訝いぶかしげな視線と、ヒソヒソゴニョゴニョという囁ささやき声は、一向にやむことはなかった──。




　　　　◆◆◆




　違ちがう意味で地じ獄ごくのようだった終業式がすぎて、教室。

「まあ、みんな言われなくてもわかってるとは思うけど……夏休みだからって羽目外しすぎるのは禁止。くれぐれも面めん倒どうごとは起こさないよーに」

　だるそうに教きよう卓たくに手をついて、担任の深み山やま志し穂ほがぞんざいに注意事じ項こうを述べていく。

「……ホントお願いだから、私の仕事増やさないでよ。ただでさえキョートー先生から『深山先生のクラスは監かん督とくが不十分だ』って小言言われてるんだから……誰かさんのせいで」

　はぁ、とため息をついた彼女は、『じとー……』とした目で圭太のほうを見み据すえた。

　先日の『真島圭太飲酒でっち上げ騒そう動どう』のことは、まだ記き憶おくに新しい。圭太自身未いまだに反省文を書かされている身で、今日もこの後、最後の一枚を提出することになっていた。

　初葉のためにしたこととはいえ、志穂を始め、色んな人を驚おどろかせたり、迷めい惑わくをかけたのは事実だ。その点はしっかり反省しなければならないと、圭太も思う。妹のためならなんでもするのが『お兄ちゃん』だけど、お兄ちゃんだから何をしてもいいというわけではないのだから。

「……まあ、何かやらかしたらどういうことになるかっていうのは、皆みなこの前の一件でわかったと思うし。問題起こしたら結局損するのは自分なんだから、あんま馬ば鹿かな真ま似ねはしないこと」

　言いながら、じろり、と志穂が軽く圭太を睨にらむ。申し訳ないやら周りの視線が痛いやらで、圭太はぎこちなく俯うつむいた。

「先生からはいじょーです。はい、ホームルームおしまい」

　最後まで覇は気きを感じさせない態度のまま、志穂は一学期ラストとなるＨＲを締めくくった。そのまま教室を出ていく彼女を、圭太も追いかける。

「深山先生！」

　呼び止めると、彼女はのろのろとこちらを振ふり向く。ただ立ち止まって振り返るだけなのに、動作の一つ一つが異様に億おつ劫くうそうだった。いかにも面倒くさげな仕草は、暗に『なんでわざわざ呼び止めたの？』と言われているようで、圭太は気まずさを感じながらも、持っていた反省文を志穂に差し出す。

「あの、これ……最後の一枚、書いてきました。本当に、迷惑かけてすみませんでした！」

「ああ、なんだ……。別に、わざわざ手て渡わたししなくても、職員室の机に置いといてくれれば良かったのに」

「そうなんですけど……最後だし、もう一度ちゃんと謝ろうと思って」

　もう一度、深く頭を下げる。志穂がこちらを見下ろしているのが、なんとなく気配でわかった。

「……もういいよ、頭上げて。まあ、君のせいで大変な目に遭あったのは事実だけど……なんとなく、事情は想像ついてるし」

　そう言う声は、いつになく優やさしげだった。そろりと顔を上げると、圭太を見つめる志穂は少しだけ微笑ほほえんでいて、その表情にドキリとする。

　だって、普ふ段だんの彼女は陰いん鬱うつな表情で俯いているばかりで、笑え顔がおどころか、明るい話題一つ口にしたことがないから。

　初めて見る笑顔は、大人っぽいとか綺き麗れいとかいうより、素そ朴ぼくで可愛かわいらしかった。見慣れた担任の先生の顔が別人のように見えて、圭太はそわそわと目を泳がす。

　……その矢先。

「た・だ・し。これ以上面倒ごと起こすようなら次はもう庇かばってあげないから肝きもに銘めいじること……わかった？」

「わ、わかりました……」

　ガシッと顔を掴つかまれ、指がめりめりと頬ほおに食い込む。圭太は必死に頷うなずき返した。

「ホント、お願いだからね。こっちにだって色々と予定ってものがあるんだから、呼び出しだけはほんっと勘かん弁べん……」

「へ、へえ……えっと、どこかに旅行とかですか？　いいですね！　楽しんできてください！」

「へ？　あ……えーっと、うん、まあ。そんな感じ」

　なんとか話題を変えようとしたのだけれど、志穂はハッと息を吞のむと、気まずそうに視線を泳がせた。……もしかしなくても、余計なことを聞いただろうか。

「と、とにかく！　そういうことだから。……まあ、色々言ったけど、面倒ごとさえ起こさなきゃ、普通に遊ぶ分には好きにしたらいいと思うし。夏休みがあるのなんて学生のうちだけなんだから、後こう悔かいないようにちゃんと楽しんどきなよ」

「……はい。ありがとうございます、先生」

『じゃ、また登校日にね』と言い残して、志穂は去って行く。その背中に、圭太はもう一度、ぺこりと頭を下げた。




　　　　◆◆◆




（……ん？）

　志穂と別れ、教室に戻ってきて。圭太はふと首を捻ひねった。ＨＲはとっくに終わっているはずなのに、なんだか騒さわがしい。

『何かあったのか？』と不思議に思いながら教室に入ると。

「あ、兄さん！」

「!?　瑞──ハッ!?」

　瑞希ちゃん、と、驚くよりも早く、圭太は言葉を止めた。さっきまであんなに騒がしかった教室が、今は静せい寂じやくに満ちている。

　理由はもちろん、考えるまでもない。

「い、いや！　今のは違──」

　次の瞬しゆん間かん、『ガタガタッ！』と席を立つ音が、教室のあちこちから鳴り響ひびいた。

「『兄さん』……!?」

「『兄さん』って言ってたぞ今……？」

「え、まさか兄妹きようだい……？　でも先せん輩ぱいなのに……？」

「ひょっとしてそういうプレイ──」

「弱みを握にぎって……」

「変態的行こう為いを強要……」

「なんてエロゲだ……？」

　クラスメイトとの心の距きよ離りが、マッハの速度で開いていくのを、圭太は感じる。

「いや、違！　今のはそういう意味じゃ……！」

「そ、そうです！　今のは、ええと、間違いで……！　私と兄さんはただお店で一いつ緒しよに──」

「「「店!?」」」

『イメクラ……』、『コスプレバー……』とかいうおよそ高校生に相応ふさわしくない単語が、ひそひそボソボソと聞こえてくる。

「違う!!　ただのバイト!!　バイトだから！　ですよね瑞希ちゃ──先輩!!」

「は、はい、そうです！　私と兄さ──ま、真島くんは、バイトの先輩と、後輩で！　お見合いとか、結けつ婚こんとか、そんなことはちっとも！」

「結婚!?　結婚ってどういうことお兄ちゃん!?」

「そうです説明してください!!」

「二人ともどっから出てきた!?」

　瑞希が爆ばく弾だん発言をぶっ込んできた矢先、初葉と仁奈がすごい勢いで話に割り込んでくる。加速するざわつき。廊ろう下かにまで聞こえる騒ぎに、他のクラスの生徒まで教室を覗のぞき込んでくる。圭太は悲鳴を上げそうになった。

「よしわかった!!　一いつ旦たん場所を変えよう!!　冷静になって話をしようここじゃない場所で!!!!」

　騒ぐ妹達の首根っこを掴むようにして、圭太は逃にげるように学校を後にするのだった。




　　　　◆◆◆




「というわけで、私の母と兄さんのお父さんが再婚するかもしれないんです」

「なるほど、話はわかった」

「いや、主任関係ないですよね？　なんでそんな前のめり？」

「私は店での保護者のようなものだからな。二人のご家庭のことと聞けば放ってはおけないさ」

　圭太のツッコミに対し、玲れいは真ま面じ目めな顔でそんなことを口にする。

　場所を変えると言っても、このメンバーで人目を気にせず話せる場所というと、どうしてもこの店になる。

　結果、たまたま居合わせていた玲も交える形で、圭太と瑞希は改めて、初葉達に両親の再婚の件を説明していた。

「し、知らなかった……。まさか瑞希ちゃんが……」

「確かに、いきなりこんなこと言われてもびっくりするよな。俺も驚いたし」

「まさか、アタシ達より年上だったなんて！」

　そっちかい。

「まあでも、そういうわけだから、結婚がどうとかっていうのは誤解なんだって。そんなに騒ぐようなことじゃないから」

「誤解じゃないじゃん!?　大変じゃん！」

「いや、なんで初葉がそんなに慌あわてるんだよ……」

　この世の終わりのような顔をする妹達を前に、圭太は困こん惑わくするしかない。

「だ、だって、お父さんとお母さんが再婚するってことはさ、瑞希ちゃ……妹尾先輩が、お兄ちゃんの妹になるってことじゃん!?　アタシ達みたいに『レンタル』じゃなくて、ホントの妹に……」

「いえ、片瀬さん。大だい丈じよう夫ぶです。私はお兄ちゃんですから、妹にはなりません！」

「お兄ちゃん……妹……おに……いも……」

　瑞希が自信満々に胸を張るが、初葉は無反応だった。瑞希が悲しそうな顔でこっちを見てきたので、とりあえず頭を撫なでる。

「初葉、心配いりませんよ。妹尾先輩は私達より一つ年上ですから。お兄様の妹にはなりません」

「そっか！　じゃあ安心だねー。さすが仁奈姉!!」

「とはいえ、姉になるというのもそれはそれで一大事です……。これを機に『姉』の魅み力りよくに目覚めてお兄ちゃん卒業、『普通の弟に戻もどります』なんてことにならないとも限りません……！」

「いや、お兄ちゃんに卒業とかないから。妹がいる限り、俺はずっとお兄ちゃんだよ。二人とも、変な心配するなって」

　そう言って、圭太は二人の妹の頭に手を乗せる。途と端たん、妹達は嬉うれしそーに、「ふにゃり」と顔を綻ほころばせた。

「そ、そうだよね！　お兄ちゃんは、何があってもお兄ちゃんだもんねっ。えへへ」

「ですよね！　私達のお兄様が、義理の姉ごときに誑たぶらかされるはずがありません！　私としたことが、無用な心配をしてしまいました。お許しくださいお兄様……んふふ」

　ぎゅむー、と圭太の両りよう腕うでに抱だきついて、えへえへうふふと笑う初葉と仁奈。妹達が幸せそうで何よりである。

　──と。

「……しかし真島くん。瑞希ちゃんには妹がいるわけだろう？　ということは、結局、真島くんに義理の妹ができることに変わりはないんじゃないか？」

　話を聞いていた玲が、ふと、そんなことを口にする。

　瞬間、幸せそうに圭太に抱きついていた初葉達が、『ピキッ』と音を立てて凍こおりついた。そのまま、がっくりと床ゆかに崩くずれ落ちる。

「は、初葉!?　仁奈も……二人ともしっかりしろ！」

　仁奈はぱったりと床に倒たおれ伏ふして完全に屍しかばねの図。初葉に至っては口から泡あわまで吹ふいている。さっきまであんなにニコニコ喜んでいたというのに、妹達の変わり果てた姿に、圭太は動どう揺ようを禁じ得ない。

「だ、大ピンチだよ仁奈姉……！」

「確かに……しかしいくらなんでも結婚の邪じや魔まはできません。ここは私達も妹として対策を練る必要があります……！」

　起き上がった二人は、顔を寄せ合って何やらゴニョゴニョと内緒話。やがて、「準備があるので私達はこれで！」と、慌ただしく店を出て行ってしまった。

「な、なんだったんだ、一体……」

「……お二人は、やっぱり、結婚には反対なんでしょうか」

　静かになった店内に、瑞希の声がぽつりと落ちる。

「いや、そんなことはないって。急な話でびっくりさせたかもしれないけど、ちゃんと話せばわかってくれるよ」

「すみません……私がもっと立派なお兄ちゃんだったら、きっとお二人も認めてくれたのに」

「や、そういう話でもないと思う。……えーと。でも、それにしても偶ぐう然ぜんだよね。まさか、うちの親父おやじと瑞希ちゃんのお母さんが、なんてさ」

　瑞希がしょんぼりしてしまったので、圭太は話題を変えることにした。努めて明るい声で、「世間って狭せまいんだなー」と続ける。

「でも瑞希ちゃんのお母さんだったら素す敵てきな人だろうし、安心したよ。最初に再婚するなんて聞いた時は、やっぱりびっくりしたし、どんな人なのか気になったし」

「いえ、私のほうこそ！　最初に聞いた時はびっくりしましたけど、兄さんのお父さんがお相手で本当に良かったと思います。どうか、これからも末長く、よろしくお願いします」

「いやいや、こちらこそ……」

　お互たがいに、ペコペコと頭を下げ合う。

　別に他意はなかった。瑞希だって圭太だって、ただ自分の親の再婚の話をしているだけ。

　なのに、どうしてか妙みように気き恥はずかしくて、圭太は少し視線をさまよわせる。ちらっと見れば、瑞希の顔も少しだけ赤い。

「え、ええと……な、なんだか照れちゃいますね。変ですよね。わ、私達が結婚するわけじゃないのに」

　誤ご魔ま化かすように、瑞希が笑う。

　けれど、うっすら頬ほおを染めてそんなことを言うものだから、照れくささは薄うすれるどころかむしろ増してしまった。それは瑞希も同じだったようで、おたおたと視線をさまよわせている。

　これじゃあまるで。親じゃなくて、圭太達がお見合いをしているみたい──。

「……なんだか君達自身がお見合いしているみたいなやりとりだな」

「ちょっと！　言わないでくださいよそういうこと!!」

　おかげで、余計に変な空気になってしまった。せっかく考えないようにしていたのに。

「そ、そういえば！　兄さんは、学校でも有名人なんですね！　私、びっくりしちゃいました！」

　微び妙みような空気に耐たえかねたのか、瑞希が急に、そんなことを言い出す。

「えっと……そ、そんなことはないと思うけど。な、なんで急に？」

「はい。ほら、今日、終業式の時に助けてもらったじゃないですか。私のクラスの列は離はなれてましたけど、そのことを部活の後輩から聞いたっていう人が何人かいて。『あの真島圭太と知り合いなの!?』って、すごく驚おどろかれたんです。二年生にまで名前が知られているなんて、兄さんはやっぱりすごいです!!」

「へ、へえー……」

『それは俺がとんでもない不良だって噂うわさになってるからだよ』、とは、口が裂さけても言えない。

「中には、『兄さんとどういう関係なのか』って、尋たずねてくる人もいて」

「そうなの!?……え、それは、ちなみになんて答え方を……？」

「バイト先でお世話になっている人で、もしかしたら家族になるかもしれないと……」

「誤解しか生まない表現!!」

「あと、もし休み中に籍せきを入れるなら、私の苗みよう字じが変わるかもしれないので、クラスのみんながびっくりしないよう、『二学期になったら苗字が真島になっているかもしれないけど驚かないでね』と──」

「もう誤解じゃ済まない！！！」

　明日から夏休みで本当に良かった。もしもいつも通りに学校があったら、一体どんな噂が広がっているか考えるだけで恐おそろしい。

（どーかこの夏休みの間にみんなの記き憶おくが風化してますように!!）

　必死に祈いのりを捧ささげていたら、ふと、玲の横顔が目に入った。さっきから妙に静かだと思ったら、何か考え込むような顔で黙だまりこくっている。

「主任？　どうかしたんですか？」

「……いや。ちょっとな」

　それだけ言うと、玲は不意に立ち上がった。

「すまないが、私は本社に戻るよ。急いで準備しないといけないことができたんでな。ここの鍵かぎは預けていくから、後で本社のほうに届けておいてくれ」

　言うが早いか、玲は足早に店を出て行ってしまった。

　主任が何かと突とつ拍ぴよう子しもないのはいつものことだが、今日はなんだか、普ふ段だん以上に慌てていたように見えた。

「……兄さん？　私達は、どうしましょうか？」

「え？　あー……じゃあ、俺達も後片付けして帰ろうか」

　夏イベ準備期間ということで、今日はお店を開けていない。初葉達も玲も帰ってしまったし、ここに留とどまる理由も特になかった。

「お掃そう除じですね！　任せてください！　せっかくですし、夏の旅行に出かける前にピカピカにしましょう！」

「いや、そんなに張り切らなくていいからね？　ほどほどにね？」

　早くもドジの気配を醸かもし出す瑞希にハラハラしつつ、二人で片付けに取りかかる。

「……そうだ。今度、瑞希ちゃんの妹さん達にも会わせてよ」

　元々、瑞希がこのバイトを始めたのは、妹に『お兄ちゃんがほしい』とねだられたのがきっかけだったという。瑞希からもよく話を聞くことがあったし、どんな子達なんだろうと、気になっていたのだ。

　さっきの主任の言葉ではないが、もし本当に親同士が再さい婚こんすることになれば、彼女達は圭太にとっても妹や弟になる。正式に話がまとまればいずれ紹しよう介かいされることになるだろうけれど、自分と瑞希は元々知り合いなのだし、その前に一度会っておいたっていいだろう。

　まあ別に、『気が早いですよ、兄さん』と笑われるならそれでもいい。その程度の軽い気持ちで尋ねたこと。

　しかし。それに対する瑞希のリアクションは、思っていたのとは少し違ちがって。

「──え？」

　テーブルを拭ふいていた手をピタリと止めて、瑞希が圭太の顔を見返す。困ったような顔で。

「あ！　いや、ごめん！　まだ再婚するって決まったわけじゃないのに、気が早かったよね!?」

　まさかそんな、本気で困惑した顔をされるとは思わなかった。慌あわてて謝る圭太に、瑞希もまた、焦あせったようにわたわたと両手を振ふってみせる。

「い、いえ！　迷めい惑わくとか、嫌いやだとかそういうことではないんです！　ただちょっと、突とつ然ぜんだったので驚いてしまって……」

「そうだよね、ホントごめん。なんか俺、すっかり瑞希ちゃんと家族になれる気になってて……」

「い、いいんです！　私だって、そうなりたいと思ってますから！　だから謝らないでください！　妹達のことも、はい、いずれ、紹介できたら……きっとみんな、兄さんのことを好きになると思います。下の子なんか、『お兄ちゃんがほしい』っていつも言ってるから──あ！」

　急に大きな声を出したと思ったら、瑞希が焦った顔で時計を見上げる。

「すみません！　私、そろそろ行かないと……！」

「いいけど……何か用事？」

「はい。今日は妹が部活で遅おそくなるので、私が代わりに、下の子達を迎むかえに行こうかと思っていて……その、妹には、『大だい丈じよう夫ぶ』とは言われているんですけど……」

「あ、そういうことなら、掃除は俺がやっておくから、瑞希ちゃんはお迎えに行ってあげなよ」

　どうせもう、たいした作業は残っていない。申し訳なさそうにする瑞希を急せかして、やや強ごう引いんに帰り支じ度たくをさせる。

「すみません、兄さん……」

「いいってこのくらい。掃除は俺にだってできるけど、その子達にとって『お姉ちゃん』は瑞希ちゃんだけなんだから。そっちが優先に決まってるって」

「はい……」

　大人しくカバンを手にしながらも、瑞希はまだ、何か言いたそうな顔をしている。きっとまだ、申し訳ないという気持ちが捨てきれないんだろう。

　でも、瑞希の妹達をこれ以上待たせてはいけないから、圭太はそれには気付かなかったふりをして、「転ばないようにね」と声を掛かけて、その背中を送り出した。




　　　　◆◆◆




　瑞希を見送った後。手早く残りの掃除を済ませて、圭太も店を後にする。

（えっと……前送ってもらった住所……あったあった）

　預かった鍵を手に、四月ぶりとなる本社ビルに向かって歩き出す。

（えーと。ここ真っ直すぐ行ったら、曲がってすぐか）

　若じやつ干かん迷いそうになりながらも、順調に目的地へと向かっていた途と中ちゆう。




「うーん……」




　……急にそんな声が聞こえて、圭太は顔を上げた。

　道の真ん中。セーラー服の女子高生（あるいは中学生）が、スマホを掲かかげて何やらうんうん唸うなっている。

「あれ……おかしいな……。この道がこっちで……あのビルがこれで……んんん？」

　何度も首を捻ひねり、女の子はくるくるくると手にしたスマホを回転させている。どこからどう見ても、道に迷っていた。

（………………）

　そのまま立ち去るのも気が咎とがめて、とりあえず立ち止まる。

　しかし、相手は全く知らない人。しかも女子だ。いくら困ってる風だからと言って、気軽に声を掛けられるかというと……。

「……あの。何かお困りですか？」

「はい？」

　……正直ものすごく迷ったが。無視していくのは気が咎めて、圭太はその子に声を掛ける。

「……え？　あの……何か？」

　女の子は明らかに警けい戒かいした様子で、数歩、圭太から距きよ離りをとった。圭太は慌てて付け足す。

「いや！　道に迷ってるみたいだったから、何か助けになれないかと思って！　決して不ふ審しん者では！」

「仮に本当に不審者だったとして、それを自白する不審者はいないと思うんですけど。『自分から声を掛けてくるような男には気をつけろ』って、母からも散々言われていますし」

「や……なんか、すみませんでした……」

「……とはいえ」

　じっ、と圭太の顔を見て、その子が一歩、近付いてくる。

「本当にナンパ目的の不審者だったら、もっと堂々としていそうなものですしね。その、『陰いんキャが慣れないことして頑がん張ばってます』感に免めんじて、信用します。とりあえずですが」

「ど、どうも……」

　とりあえず、疑いは晴れたようで良かった。微み塵じんも嬉うれしくないが。

「私、ＳＧＯ社本社ビルってところに向かっていたんです。地図だとここにあるらしいんですけど、ここからどう行ったらいいかわかります？」

「え？」

「『え？』って……なんですか」

「いや、偶ぐう然ぜんだなってびっくりして……俺も今から行くところだったから。良かったら、一いつ緒しよに──」

　途と端たん、少女はビクッと身を震ふるわせ、ズザザーッとすごい勢いで後退していった。どうして。

「やはり不審者……道案内すると装よそおってどこかへ連れ込もうと……エロ同人みたいに……」

「ち、ちが!!　違うんだって！　本当に純じゆん粋すいな偶然で!!」

　どこかへ電話を──おそらくは一一〇番──しようとする彼女を、大慌てで止める。

『バイトをしていて鍵を届けに行くところなんだ』と必死に説明したら、女の子はとりあえずスマホを下ろしてくれた。だがその目は『ジトー……』と細められていて、疑いが完全に晴れたわけではないらしい。

　話しかけたことをうっすら後こう悔かいしながらも、圭太は「こっちだよ」と先導して歩き出す。

「……ところで、君のほうこそ、あそこの会社になんの用が？」

「どこの馬の骨とも知れない男性に明かす個人情報はありません」

「ごめん……」

「というのは冗じよう談だんで」

　明らかに冗談に聞こえないテンションで、女の子は改めて言う。

「母が勤めているんです。今日は会社に泊とまると連れん絡らくがあって、色々と届けに」

　ひょい、と、彼女は手に持った紙かみ袋ぶくろを掲げてみせた。

　着き替がえとかお弁当とかかな、とちらっと思う。ソシャゲの現場は特に、忙いそがしいときは泊まり込みも珍めずらしくないというから。

（主任も、忙しいときは会社に泊まり込みとかしてんのかな）

　……そこまで考えて、圭太は『ハッ!?』と息をのみ込んだ。以前主任が、『娘むすめがいる』と言っていた事実を思い出したのだ。

　もしかして、彼女の言う『母』というのは……。

「……あ、あのさ？　変なことを聞くんだけど、君、名前はなんて──」

「──もしもし警察ですか。助けてください。見知らぬ男性にしつこく話しかけられて身の危険を感じています」

「違ちがいます誤解です!!　今の質問には訳があって、決していかがわしい意味は!!　本当なんです!!　信じて!!」




　　　　◆◆◆




「──はい。ここだよ」

「……本当にちゃんと案内してくれましたね。もし『近道なんだよ』とかそれらしいことを言って変な路地とかに入ろうとしたら、母から預かったこの催さい涙るいスプレーが火を噴ふくところでしたが」

　変に警戒されないよう、多少遠回りになっても大通りを行くことにして本当に良かった。

　ひっそり背筋が寒くなる圭太をよそに、少女は「ありがとうございます」と丁てい寧ねいに頭を下げた。

「色々と失礼なことを言ってしまって、お詫わびします。……お兄さんは、いい人ですね」

「えっ」

「……何な故ぜそこで驚おどろかれるんでしょうか」

　若干不満そうに、女の子が顔を顰しかめる。

「いや、違……急に『お兄さん』とか言われるから、びっくりして。そんな歳としも違わない感じなのに」

　お互たがい制服なのだから、向こうだって圭太が同年代だとはわかるだろう。少なくとも圭太の目から見て、彼女が特別大人びているとか、逆に子供っぽいとか、そういう雰ふん囲い気きは感じない。……まあちょっと男性に対する疑いが過か剰じようすぎるとは思うが。

「あ……い、言われてみればそうですね……。すみません、なんだかつい」

「ついって……ひょっとして、実際お兄さんがいるとか？」

「いえ、一人っ子です。……『お兄さん』なんて呼んだ人、あなたが初めて」

　自分でも不思議なのか、彼女は目を丸くし、何度も首を捻った。そして、圭太の顔をじっと見つめてくる。

　そのとき、携けい帯たいのバイブ音が聞こえた。彼女が慌てた様子で、カバンのポケットから携帯を取り出す。

「あ……！　お母さんから……ごめんなさい、もう行かないと。……どうも、ありがとうございました」

　ぺこりともう一度頭を下げて、彼女はビルの中へと入っていった。

　印象的な言動とは裏腹に、その別れ際ぎわがあまりにもあっさりしていたので、圭太はしばらく、その場に立ち尽つくしてしまう。

（……俺も、帰るか）

　まだどこか、夢を見ているような気持ちのまま、圭太は駅へ向かって歩き出す。




　玲に鍵かぎを届けるのをすっかり忘れていたことに気付いたのは、家に帰ってきてからだった。










　──それから数日は、例年通りの夏休みが過ぎ。来きたるイベガチャのため祈いのりを捧ささげていた圭太の元に、玲から連絡が入る。




『レンタルお兄ちゃん　海の家出張所』、すなわち『夏イベ』の、開かい催さい日時決定のお知らせだった。




　　　　◆◆◆




　──出発の日の朝。圭太が集合場所である店の前に着くと、そこには見慣れないワンボックスカーが停とめられており、傍かたわらには私服姿の玲が立っていた。どうやら、今日はこれに乗っていくらしい。

「おはよう真島くん。昨夜はよく眠ねむれたか？」

「まあ、それなりに。初葉達は？」

「ああ、二人ならもう──」

「──おっはよー！　お兄ちゃん！」

「お、おう……おはよう」

　がーっと車の窓が開いて、初葉が元気よく身を乗り出してくる。

「朝からテンション高いな、初葉……」

「だって楽しみだったんだもん！　もーアタシ、楽しみすぎて昨夜全然寝ねられなくって。ほぼ徹てつ夜やー」

「その割には元気だな」

　……いや、これはいわゆる徹夜テンションというやつか。今からこの様子で、現地に着いた途と端たん燃え尽きるとかにならなければいいのだが。

「……逆に仁奈は異様にテンション低いな。……ひょっとして体調悪いのか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……。ああいえ、体調が万ばん全ぜんかと聞かれれば、遺い憾かんながら首を横に振ふらざるを得ないのですけれども……」

「仁奈姉も昨夜は徹夜だもんねー。アタシとずーっとラインしてたし」

「あなたが寝かせてくれなかったんじゃないですか！　あれほど『明日は早いんだからいい加減寝てください』と言ったのに！」

「えっへー、ごめんねー。でも最後まで付き合ってくれた仁奈姉優やさしい！　大好き！」

　ぎゅむ、と、初葉が仁奈に抱だきついていく。そう言われると仁奈もまんざらではないのかされるがまま──。

（いや。単に眠いだけだなこれ……）

　まだ旅行は始まってもいないというのに、早くも先行き不安な妹達だった。ここはお兄ちゃんである自分がしっかりしなければならないと、圭太は一人気合いを入れ直す。

「……でも。妹尾先せん輩ぱい、一緒に来れなくて残念だったね」

「そうだな。けど、こればっかりは仕方ないよ」

　何しろ家庭の事情だ。あまり無理も言えない。

　けれど、残念だという気持ちはやはり拭ぬぐえなかった。瑞希も、本心では『一緒に行けたら』と思っていただろうから、余計に。

　しかし。顔を曇くもらせる圭太達をよそに、玲は「フフッ」と意味深に笑った。

「それなら心配はいらないさ。色々とフォローは考えている」

「え？　そうなんですか？」

「まあ、その辺りは着いてからのお楽しみだ。……それじゃあみんな、用意はいいか？　──さあ！　『夏イベ』の幕開けだ！」

「おー！」

　玲の宣言に、初葉のはしゃいだ声が重なる。




　それぞれに逸はやる気持ちを抱かかえて、圭太は車に乗り込んだ。








第二章　妹の夏休み









　主任の運転するワンボックスカーに揺ゆられ、東京を発たつこと数時間。

　高速を降りてさらにしばらく走ると、やがて道沿いに、青く輝かがやく大海うな原ばらが見えるようになる。

「わあー!!　すごいすごい！　海だ海！　すっごいキレー!!　光ってる！　お兄ちゃん、海！」

「わかったって！　はしゃぐのはいいけど、窓開いてるんだから気をつけろよ？　スマホ落とすぞ？」

「だいじょぶだってば！　起きて仁に奈な姉！　海だよ、ねえ!!　海!!」

「わかっ、わかりました、わかりましたってば……！　わかったから揺らさないでくださっ……うぐ」

「に、仁奈!?　しっかりしろ！　ほら、エチケット袋ぶくろここにあるから！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……！　大丈夫です何も問題ありません……！　お、お兄様の前で、そんな品のない姿は見せられない──うぷ……」

　初はつ葉はは窓の外にスマホを向け、『カシャシャシャシャシャ!!』とひたすら写メ。一方、仁奈は寝不足のせいで車酔よい気味らしく、車内はすっかり天国と地じ獄ごくの様相を呈ていしている。

「へへ～、イモスタに写真上げとこっと」

　揺れる車内にもかかわらず、初葉は慣れた手つきでスマホを操作。ちらっと見えた画面には、『海着いた！　めっちゃきれ～』とコメントつきで写真が上げられている。

「どお、どお、お兄ちゃん？　よく撮とれてるくない？」

「おー、確かに」

「えっへへ～」

　にっこー、と初葉が笑ったところで、その手のスマホが『ピロロンッ』と鳴った。

「あ、電話。ミヤからだ」

「ミヤ……？」

「美み也や子こだよー、おんなじクラスの」

　と言われても、名字ならともかく、女子の下の名前なんてきちんと覚えていない。

『誰だれだっけ……？』と圭けい太たが首を捻ひねっていると。

「はーい、ミヤ？　うん、おはよ～」

「ちょっ──!?」

　初葉が普ふ通つうに電話に出るものだから、圭太はギョッとしてしまう。

（お、おい、初葉!?　隣となりに俺がいるんだぞ!?　一いつ緒しよだってバレたらどうするんだよ!?）

　ボディランゲージで必死に『切ってくれ!!』と訴うつたえるが、初葉は窓の外を見ていて全く気付いてくれない。隣に座っているのに。

「うん、そうそう！　ちょぉ～キレーっしょ？　着いたらまた写真上げるね。ミヤはそっちどう？　ガイコクでスキーとかめっちゃウラヤマー！」

　テンション高く話す初葉は楽しそうで、圭太はそれ以上邪じや魔まをするのはやめた。

（まあ、俺が声出さなきゃいいだけだしな）

　……そう思った矢先、車が急なカーブに差し掛かかって、ぐんっ、と体が横に引っ張られた。

「うわっ……!?」

「きゃ──！」

　シートベルトはしていたが、それでも体が傾かたむく。圭太は三列がけシートの真ん中にいたため、横にいた初葉に思い切りもたれかかってしまった。

「すまない。一応速度は落としたんだが……大丈夫か？」

「あ、はい。なんとか……」

　運転席から、玲れいの気き遣づかう声。それに返事をしようとして、ハッと気付く。いつの間にか、すぐ間近に、初葉の顔があったから。

　目が合い、一いつ瞬しゆん遅おくれて、初葉の頬ほおがぶわっと一気に赤くなる。圭太も自分の顔が熱くなるのを感じつつ、慌あわてて体を起こした。

「わ、悪い……！」

「ううん……で、でも、びっくりしたよね。ちょっとジェットコースターみたいで楽しかったし……」

　赤くなっているのを誤ご魔ま化かすみたいに、初葉が早口に言う。




　──直後。




『……え？　はっちー？　いまなんか、男の人の声しなかった？』




　いつの間にかスピーカーモードになっていた携けい帯たい。そこからクラスメイトの声が聞こえて、初葉と圭太は『ビクゥ!!』と固まる。

『えー、ひょっとしてカレシ!?　なーんだー！　友達と出かけるとか言って、やっぱそうだったんじゃーん！　……でも今の声、なんか真ま島じまに似てなかった？』

「ち、違ちがうってー！　今のはお兄ちゃん！　カレシとかそんなんじゃないってー！　ね、ねえ？　お兄ちゃん？」

『そこで俺に振るなよ!!』と、危あやうく叫さけんでしまいそうになった。

　が、初葉がすっかり困り果てた顔でこっちを見ているので、圭太はぐっと言葉を飲み込む。

「ゴ、ゴッホン……あ、ああ。初めまして、俺が初葉のお兄ちゃんだ」

　出せる限りの低い声で、必死にそれらしい演技をする。……バレませんように。

「と、というか初葉？　スピーカーは切ったらどうだ……？」

「あ！　そ、そうだよね！　ア、アタシ、全然気付かなくってー。ごめんねお兄ちゃん！」

　初葉が慌ててスピーカーをオフに。圭太はようやく、ホッと一息つく。とりあえずこれで、自分達が一緒だとバレることはないだろう……多分。そうであってほしい。

　と、そこまで考えて、圭太は気がつく。横に座っている仁奈が、のっぴきならない顔色でうずくまっていることに。

「に、仁奈!?　大丈夫か!?　しゅ、主任！　車止めてください！　ちょっと緊きん急きゆう事態が!!」




　　　　◆◆◆




　……などと。途と中ちゆう若じやつ干かんのハプニングはあったものの。




「──さあ、到とう着ちやくだ」

「やたー!!　着いたー!!」

　未いまだ徹てつ夜やテンション状態の初葉が、我先にと車を降りる。

　周辺にはロッジ風の建物がいくつか建ち並び、いわゆるペンション村のようなところになっていた。近くには開けたスペースもあり、バーベキューなんかもできるようになっているらしい。聞けば会社の保養所も兼かねているそうで、言われてみれば社員らしい人がちらほらと歩いているのが見えた。

「うぅ……なんだか、まだ体が揺れている気がします……」

「大丈夫か……？」

　初葉とは対照的に、仁奈は未だに立ち上がれないようで、ぐったりとシートに身を預けている。背中をさすってやっていると、玲が様子を見にやってきた。

「すまない。部屋の用意がまだできていないらしいんだ。中に入れるようになったら呼びに来るから、早はや川かわさんはそれまで、車で休んでいるといい」

「すみません……うぶっ……」

「主任。俺も仁奈についてるんで、初葉には車にいるって伝えといてください」

「ん。了りよう解かいした。必要なときは呼んでくれ」

　去って行く玲を見送り、圭太は改めて、仁奈の顔色を見る。さっきのクライマックス具合に比べればだいぶマシにはなっているが、それでも、やはりまだ辛つらそうだ。

「仁奈。無理しないで、横になってたほうがいい。俺は前のシートに移るから──」

「い、いえ……そうしたいのは山々なのですが、枕まくらがないので……。頭の位置が下がると、余計に気分が悪くなってしまいますから……」

　青い顔をしながら、仁奈が弱々しく首を振ふる。

「そっか。そういうことなら、何か枕になりそうなもの……」

　とはいえ、そう都合良く見付かるものでもない。

　いっそ、窓にもたれかかったほうがまだ楽かもしれない、と思ったところで。

「そうだ。だったら俺が肩かたを貸すから、こっちに寄りかかってきていいぞ。それなら楽になるだろ」

「ふぇ!?」

　青ざめていた仁奈の顔に、急速に生気が戻もどった。……どころか、生気を通り越こして、今度は熱でも出たかのように真っ赤になる。

「い、いえ！　それは、あの！　嬉うれしいですが！　でもその！　あの！」

「なんだよ。ここは『学校』じゃないんだし、誰も見てないんだから、頑がん張ばって優等生することないだろ？」

　ほら、と、圭太は仁奈の肩に腕うでを回し、自分のほうに引き寄せた。もちろん、気分が悪い仁奈に配はい慮りよはして。

　瞬間、「はうっ!?」と、仁奈の口から悲鳴のような声が漏もれる。

「あ、ああ……お兄様が私の肩を……！　こんな強ごう引いんに！　これが俗ぞくにいう夏休みマジック……！　夏は兄を開放的にするのですね……！　カクッ──」

　何やら猛もう烈れつな早口でまくし立てたかと思ったら、次の瞬間、仁奈は胸の前で両手を組み、安らかに瞼まぶたを閉じた。チーン、と、ご臨終の音がどこからか聞こえる。

「に、仁奈!?　しっかりしろ、死ぬな仁奈ー!!」

　思わず、圭太は仁奈の体調も忘れ、ガックガクとその肩を掴つかんで揺さぶった。必死に呼びかけると、『ハッ!?』と、その目が見開かれる。

「す、すみません……。ちょっと、お花畑に旅立っていました」

「それだめなやつだよな!?　大だい丈じよう夫ぶか!?　医者に行くか!?」

「い、いえ！　もう大丈夫です、万ばん全ぜんです！　でも枕は貸してください!!」

「それは、もちろんいいけど……本当に大丈夫か、仁奈……？」

「はい!!…………あ。あ、あの……でも、ですね？」

　もじもじ、と、頬を赤くした仁奈が、上うわ目め遣づかいにこちらを見つめてくる。

「良かったら……肩ではなくて、膝ひざを、貸してもらえませんか……」




　──というわけで。




「これでいいか？」

「はい……」

　膝の上。圭太の腿ももにぺとっと頬を押し付けて、仁奈が微笑ほほえむ。

「気分悪くなったりしたら言えよ」

「はい。ありがとうございます、お兄様。ふ、ふふふ……お兄様の膝枕……ふふふふ……すんすん、スゥー……ハァー……」

[image: ]

　なんだか妙みように鼻息が荒あらい気がするが、本当に大丈夫だろうか。

「……すみません」

「え？」

「せっかく、旅行に来ているのに。私がこんな有様なばかりに、迷めい惑わくを掛けてしまって……。これじゃあ、昔と変わりませんね」




　──その言葉に思い出すのは、まだお互たがいに、子供だった頃ころのこと。




　その日。圭太は仁奈に誘さそわれて、彼女の両親と共に遊園地へ遊びに行くことになっていた。だが、当日になって仁奈が体調を崩くずしてしまい、予定はキャンセルとなってしまったのだ。




『遊園地、行けなくてごめんね……お兄ちゃん……』




　ベッドの中。自分だって熱で苦しいだろうに、しきりにそう言って泣きべそを掻かく仁奈を、圭太はずっと励はげまし続けていたのだった。




「気にすんなよ」

　あの日と同じ言葉を、同じ笑顔で口にして、圭太はぽんぽんと仁奈の頭を叩たたく。

「言っただろ。何があったって、俺は仁奈の『お兄ちゃん』だって。変わらなくたって、変わってたって、どっちの仁奈も、俺にとっては大事な『妹』だよ」

「……そうでしたね。はい、そうでした……ありがとうございます、『お兄様』」

　ころり。膝の上で寝ね返がえりを打って、仁奈がこちらを見上げる。遠いあの日と違って、その顔はもう泣いてはいない。幸せそうに、笑ってくれていた。

　しかし、仁奈は笑みを浮うかべたまま、圭太の膝から体を起こしてしまう。

「仁奈？　どうしたんだよ。もう少し寝て──」

「はい。もうしばらくは、休ませていただこうと思います。……でも、お兄様はもう行ってください。初葉が、きっと寂さみしがっていますから」

　そう言ってにっこりと微笑む仁奈は、幼い頃の甘あまえん坊ぼうだった彼女とは確かに違う。

　頼たよるばかりでなく、自分の足でしっかり立とうと頑張ってきた、『今の仁奈』──圭太のことをお兄様と呼んでくれる、大事で、そして自じ慢まんの、『妹』だった。

「……わかった。仁奈は偉えらいな。自分が大変なときに、『妹』のことまで考えられて」

「な、なんですか。子供じゃないんですから、そんなことで褒ほめなくたって──」

「だって俺は、仁奈の『お兄様』だからな。妹が頑張ってたら、ちゃんと気付いて、褒めてやらなきゃ」

　──今まで、してやれなかった分まで。

　そこまでは口に出さなかったけれど、仁奈は何かに気付いたように目を見開いた。

「……もう、こんな時に、そういうことを言わないでください」

「え？」

「だって、せっかく、しっかりしたところを見せようと思ったのに……『行かないでください』って、言いたくなるじゃないですか」

　拗すねたような顔でそんなことを言われ、つい、ドキッとしてしまった。

「ほら！　私が甘えん坊に戻ってしまう前に、早く行ってください！　私なら大丈夫ですから！」

「わ、わかった！　でも、本当に具合悪くなったらすぐ呼べよ？」

「わかっています！」

　半ば追い出されるようにして、圭太は車を後にするのだった。




　　　　◆◆◆




　初葉の姿を探して、圭太はペンションの周囲を歩く。

　しばらく行くと、建物の角を曲がったところで玲に出くわした。どうやら、どこかへ電話を掛かけていたところだったらしい。

「真島くん？　どうかしたのか？　早川さんは？」

「いや、仁奈はもう大分良くなったみたいなので、初葉を探しに……主任は何を？」

「『海の家』を開くための準備だよ。ちょうど、隣となり町まちの砂すな浜はまでイベントをやっていてな。そこでちょっとした屋台を出すことになっているんだ。ここにいるのも、大半はイベントのスタッフだよ」

「あ、一応そういうのちゃんと考えてたんですね」

　最初に『海の家を開くぞ!!』と言い出した時には、「本当に大丈夫か……？」と思ったものだが。一見むちゃくちゃなバイトでしかない『レンタルお兄ちゃん』も、実は裏ではちゃんと真ま面じ目めに運営していたりするのかもしれない。

　……と、別のペンションから、若い男の人が小走りにこちらへやってくるのが見えた。

　その男性に見覚えがあるような気がして、圭太は思わず二度見。しばらくして思い出した。初めて本社に行ったとき、圭太の応対に出てきてくれたあの男の人だった。

「お疲つかれ様です、野の中なかさん」

「うん。君も羽を伸のばせているようで何よりだ」

　真っ直すぐに主任のところまでやってきた彼は、玲に向かって軽く会え釈しやくをした。親しげながらも丁てい寧ねいな物もの腰ごしは、玲が上司として一目置かれている事実を感じさせる。

（本当にちゃんと社員なんだ……）

　意外というか、驚おどろいたというか、詐さ欺ぎとかじゃなくて安心したというか。

「……でも、野中さんがこっちに来られるなんて珍めずらしいですね。まあ、いいことだと思いますけど。主任が休んでくれないと、俺達もゆっくりできませんし」

「いや、まあ……本当は、来る予定じゃなかったんだがな」

　ぽつり、と、玲がそんな言葉を漏らした。「え？」と相手の男性社員が聞き返す。

　しかし玲は、不思議そうにする彼を「なんでもない」と言って誤ご魔ま化かした。

（え。なんだその意味深な誤魔化し方……）

　暢のん気きに『いいところだなー』と思っていたけれど、実は何か裏があったりするのだろうか。圭太はにわかに不安になり始めるが。

「ほら、そこの真島くんは突つっ立ってないで、早く片かた瀬せさんを探しに行ってやれ。近くを見て回ると言っていたから」

「あ、ありがとうございます。探してみます」

　ぺこりと頭を下げ、言われたとおりにその場を離はなれる。

　林のほうに足を向けると、初葉の姿はすぐ見つかった。どうやらペンションの写真を撮とっていたようで、圭太に気付くと、「お兄ちゃん！」と、はしゃいだ様子で駆かけてくる。

「ねえ、ねえ！　お兄ちゃん！　すごいね、ペンションだって！　アタシ初めて来た！　ガイコクみたい、ねえ！」

「わ、わかったって……そうだな。俺も初めて来たよ」

　勢いに押されるように、ぎこちなく頷うなずく。

　妹モードでは甘えたがりになる初葉だが、今日はいつにも増してはしゃいでいる……というか、子供返りしている感がなくもない。徹てつ夜やでハイになっているだけかと思っていたが、どうもそれだけでもない気がする。

　じっと見つめていたら、初葉は「あ……」と呟つぶやいた。

「ご、ごめんね？　さすがにはしゃぎすぎてたよね、アタシ」

「いや、そんなことは…………まあ、確かにテンション高いなとは思ったけど」

「だよね……仁奈姉にも悪いことしちゃったし、後で謝んなきゃ──」

「待てって。勘かん違ちがいするなよ。迷惑だとか、そんな風には思ってないって」

「……ホント？」

　しょんぼりと落ち込みかけていた初葉が、ぱっと顔を上げる。

　さっきまではしおらしく反省していたのにもうこれなのだから、現金というか、単純というか。でもそれが、初葉という妹の可愛かわいいところなのだ。

「けど、今日はホントに楽しそうだよな。さっきとか、海初めて見たみたいなリアクションだったし…………え？　初めてじゃない……よな？」

「さ、さすがに見たことはあるよ！　チューガクんときとか、臨海学校も行ったし！　……ただ」

　もにょもにょ、と初葉が口元をもごつかせる。

「……うちさ、お店があるじゃん？　だから、家族旅行とかあんま、したことなくて」

「……そうなのか」

　それだけで、言いたいことは伝わった。

　旅行に行けないことに、不満があるわけじゃないのだろう。初葉はお店のことも、両親のことも大好きだから。

　でも、それで寂さびしい気持ちまで抑おさえ込めるかといったら、違うはずだ。仮にできたとしたって、そんなことする必要はないとも思う。

　だったら今は、初葉が、この旅行を目め一いつ杯ぱい楽しめるように。

「……俺も楽しいよ」

「え？」

「ほら、こないだ話しただろ？　俺の家、両親離り婚こんしてるって。親父おやじも忙いそがしいから、旅行どころじゃなくてさ。こういうとこ来るの、子供の頃以来なんだ。だから今、すげーはしゃいでる」

　……子供の頃は、何度も考えた。もしも自分に妹がいて、その子と一いつ緒しよにどこかへ出かけられたら、一緒にどんなことをして遊ぼうかって。

「『妹』と旅行に行けたら、やってみたいことがたくさんあったんだ。良かったらさ、付き合ってくれるか？　初葉」

「……うん！」

　満面の笑えみで、初葉が頷く。

　その顔が見られただけでも、圭太は今回の旅行に参加して良かったと思った。初葉が来られて良かったとも。

「二人とも、部屋の準備ができたそうだ。車から荷物を取ったら移動しよう。説明しておきたいこともあるしな」

「はーい！　お兄ちゃん、早く行こう！」

　言うが早いか、初葉は玲の元へと駆けていく。圭太も後に続いた。




　……それにしても。




（……なんか懐なつかしいな）




　ぐるり、と周囲を見回して、景色を確かく認にんする。緑生おい茂しげる森の木々と草いきれ、そしてうるさいほどのセミの声。

　両親が離婚して以来、旅行にはとんと縁えんがなかったけれど。それより前、まだ普ふ通つうの家族だった頃ころは、家族旅行だって当たり前にしていたのだ。

　特に印象深いのは、夏休みのたびに訪おとずれていた母の実家。あそこもちょうど、海があって山があって、こんな風なところだったと思い出す。




　父と母が離婚して以来、母方の親しん戚せきとは一いつ切さい交流がない。母の実家があったあの港町も、果たしてなんという地名のところだったのか、圭太はもう覚えていなかった。




　……父に尋たずねたら、教えてくれるのだろうか。ふと、そんな考えが浮かび、すぐに首を振ふる。せっかく再婚の話がまとまりつつあるのに、そんな話をするべきじゃない。




「──お兄ちゃーん！　何してるのー？　早川さんも待ってるよー！」

「っ……悪い、ぼーっとしてた！　今行く！」

　初葉に呼ばれて、圭太は雑念を振り払はらうように、小走りにペンションへと向かった。




　　　　◆◆◆




　圭太達にあてがわれたのは、敷しき地ちの外れのほうにある小さめのペンションだった。

　部屋数は五つで、トイレとお風ふ呂ろは共用。聞けば玲も一緒にここに泊とまるらしく、二階の客室が初葉と仁奈の『妹組』、一階の二部屋を圭太と玲が使うことに決まった。

「言うまでもないと思うが、夜間にお互たがいの部屋を行き来するのは認められないからな。妹恋こいしくても我が慢まんして自分の部屋で休むんだぞ、真島くん？」

「なんで俺に向かって言うんですか」

「いくら兄妹きようだいとはいえ、ここでは人の目もある。『レンタルお兄ちゃん』の今後の活動のためにも、勘違いされかねない行動は控ひかえてほしい」

「だからなんで俺に」

「まあでもどうしても夜一人で眠ねむれないというなら仕方がない。私の部屋であればいつでも訪ねてきて構わないからな。親戚のおばさんだと思って存分に甘えてくれていいぞ？」

「いや構うに決まってんでしょ!!」

　マジツッコミする圭太を横目に、「それはまあ冗じよう談だんとして」、と玲。ごそごそ、とカバンから取り出したのは、『レンタルお兄ちゃん　～海の家出張所～』とでかでか書かれた冊子だった。

「こちらは妹様達に。真島くんにはこっちだ。受け取ってくれ」

　すっ、と、差し出されたのは、手のひらサイズの紙箱。開けてみると、中には『Ｎｏ．１お兄ちゃん　ケータ』と書かれた名めい刺しがぎっしりと詰つめ込まれている。

「……なんですかこれ」

「今回の夏イベ用に特別に作った君の名刺だ。裏にはＳＧＯのフレンドコードも入れてある。妹みを感じる出会いがあれば、ぜひこれを活用してほしい」

　正直、絶対に使いどころなんてないと思うが。玲のドヤ顔に負けて、圭太はとりあえず、渡わたされた名刺をポケットにしまう。

「今日のところはみんな移動で疲れているだろうし、『レンタルお兄ちゃん』の業務に専念してくれればいい。明日からは本格的に『海の家』を手伝ってもらう予定だからな。そのつもりでいてくれ」

「はーい」と、渡されたしおりをパラパラしながら、初葉が手を挙げる。

「ああ、それと。ここの敷地を離れて街へ行ったりする時は、出かける前に私に連れん絡らくを入れること。戻もどってきた時も必ず報告してくれ」

「わかりました。……けど、なんか、いつになく徹てつ底ていしてますね」

「保護者だからな。よそのお子さんをお預かりするからには、このくらい当然だ」

　玲の口調は、自身もまた母親であるという事実を感じさせるものだった。

（……そういえば、主任の娘むすめさんも、もしかしてこっちに来てるのか？）

　泊まっている社員の中には家族連れで来ている人もいるらしいし、あり得ない話ではない気がする。

　聞いてみようかと思ったが、玲はこの後も別件で仕事があるらしく、話が終わると早々にペンションを出て行ってしまった。

　残されたのは、お兄ちゃんである圭太と、二人の妹達。

　つまりは……『レンタル』開始のお知らせである。

「ねえねえ、せっかくだし泳ぎに行こうよ！　海には明日行くみたいだけど、この辺川遊びもできるってしおりに書いてあるし！　早さつ速そく出発──」

「──認めません。まずは今日の分の宿題を終わらせてからです」

　立ち上がろうとする初葉の肩かたを、仁奈が背後から掴つかむ。あるいは押さえ付ける。

　初葉は数秒ほど、この場を切り抜ぬけるナイスな言い訳を考えるように黙だまっていたが、やがてすごすごとその場に座り直した。すかさず、仁奈が勉強道具をその前に並べていく。

「お兄様もですからね？　今日の分のノルマが終わるまでは、一歩たりともこの部屋からは出しませんから。覚かく悟ごしておいてください」

「と、トイレは？　トイレは行ってもいいよね、仁奈姉？」

「お兄様に限り認めます。あなたは我慢しなさい」

「どうして!?　ひどいよ!!　ゴーモンだよこんなの!!」

「あなたが『ちょっとトイレ』などと言ってはお手洗いに携けい帯たいを持ち込み、巧こう妙みように勉強をサボろうとするからでしょう!!　いつまでも戻ってこないから体調でも悪いのかと心配していれば全く!!」

「ごめんなさい反省してますでもだって仁奈姉厳しすぎるんだもん！！！」




　　　　◆◆◆




　──それから。仁奈の猛もう烈れつな指導の下もと。無事宿題を終わらせた圭太達は、晴れてペンションを後にする。

「どうする？　どこ行こっか？　海は明日、主任さんが連れてってくれるんだよね？」

「この『しおり』によるとそういう予定になっていますね」

　ペラり、と几き帳ちよう面めんにしおりを確認しながら、仁奈が言う。

　海水浴のできる砂すな浜はまは隣となり町まちにあるようで、歩いても行けなくはないが時間がかかる（らしい）。どこかで遊ぶにしても、今日のところは、近場で済ませるのが良さそうだ。

　とりあえず山道を下って街まで戻ることにし、圭太達は歩き出す。

　だが、そこで早速。

「お兄ちゃん。手、繋つないでいーい？」

『いい？』と聞いてきたくせに、圭太の答えを聞く前に、初葉がぎゅっと手を握にぎり締しめてくる。

「もう繋いでるじゃないか」

「えへへ。お兄ちゃんなら、『いい』って言ってくれるかなーって。……だめだった？」

「わかってるくせに聞くなよ」

「えへへー」

　ふにゃり、と、初葉が頬ほおを緩ゆるめる。

　──途と端たん、今度は反対側の手に、そっと指が添そえられた。

「仁奈？」

「……私もいいですか？　お兄様」

「そりゃ、もちろん……」

　妹と手を繋ぐのを嫌いやがるお兄ちゃんなどいない。

　ただ、仁奈は初葉に比べて、こういう甘えるようなことはあまりしないイメージがあったから、少し驚おどろいた。

「……おかしいですか？　私が手を繋ぎたがったら」

「え!?　いや、そんなことは……」

「言っておきますけど、私は別に、初葉のように甘えたいわけではありませんよ？　ただ、大好きな人に少しでも触ふれていたいって、それだけですから」

　そっと、仁奈が体を寄せてくる。腕うでに肩に触れる体温と、『大好き』という言葉に、圭太の心しん拍ぱく数はにわかに上じよう昇しよう。

　すると、今度は初葉のほうまでぐぐっと体を密着させてきた。というか、手を握るのをやめて抱だきついてきた。

「むっ。そういう言い方、ずるくない？　私だって、お兄ちゃんが大好きだから、手繋いでたいんだもん」

「ずるいのはどっちですかこんな往来で抱きついて！　さすがにだめです。手を繋ぐだけで我慢してください。私だって我慢しているんですから」

　道はそろそろ街中に入ろうとしている。そこまで人通りが多いわけじゃないけれど、女の子に抱きつかれたまま歩くのは、いくら『兄妹』とはいえ、変な誤解を招かないとも限らない。

　反発するかと思ったが、初葉は「はーい」と大人しく体を離はなした。代わりに手を繋ぎ直して、三人並んで歩く格好に戻る。

　……これはこれで変に目立ちそうな気がするが。妹達が楽しそうだったので、圭太は『まあいいか』と思うことにした。

「ところで……結局どこに行くんだ？」

「このまま通りを抜けて山のほうへ行くと、滝たきがあるらしいですよ。そこに行ってみましょうか」

「こっちの路地裏巡めぐりっていうのも面おも白しろそう。昔ながらの町並みをごたんのーくださいって」

　圭太と手を繋いだまま、二人は器用に、片手だけでしおりをめくっていく。

　両手が塞ふさがってる圭太は何もできず、二人があーだこーだと言うのに耳を傾かたむけていた時。




「──おにーちゃんのばかぁ!!」




　……どこからか、そんな涙なみだ声ごえが聞こえてきて。圭太達は、ぴたり、とその場で足を止める。

「え？　ち、違ちがうよ？　アタシじゃないよ？」

「いや、わかってるけど……」

　話していると、今度は「えーん、えーん……！」と泣き声まで聞こえ始める。

「あっちのほうから聞こえるな」

「行ってみましょう。何かあったのかもしれませんし」

　声を頼たよりに、圭太達は細い路地へと入っていく。

　角を曲がると、泣き声の主はすぐに見つかった。道路の真ん中に、小さな女の子が座り込んで泣いている。その傍かたわらには、女の子と同い年くらいの男の子。わんわんと大泣きする女の子を前に、困ったような、怒おこったような、それでいて、今にも泣き出してしまいそうな顔で、むっと唇くちびるを引き結んでいる。

「あれれ……どしたのー。なんで泣いてるのー？　どこか痛い？」

　しゃがみ込んだ初葉が、泣いている女の子にそっと声を掛かける。初葉がよしよしと女の子を宥なだめる傍らで、仁奈は男の子のほうに話しかけていた。

「こちらの子は、お友達ですか？　どうして泣いているのか知っています？　何か、怖こわい目に遭あったりしましたか？」

　仁奈は優やさしく話しかけているけれど、男の子はむすっと口をへの字に曲げたまま、何も言おうとしない。「ええと……」と、仁奈が困ったように口ごもった。

　だから代わりに、今度は圭太が話しかける。

「……そっちの子、君の妹なのか？」

　尋たずねると、男の子はビクッと肩を震ふるわせた。それから、ぶんぶん、と首を横に振ふる。

「違う。妹なんかじゃないもん」

「そうなのか？　さっき、『おにーちゃん』って声が聞こえたけど」

「違う。だって、おれたち、双ふた子ごだもん。おんなじ歳としなんだから、『おにーちゃん』じゃない。……だから、おれ、悪くないもん」

　そう言って、男の子はより一層唇を真一文字に結ぶ。

（なるほど、妹と喧けん嘩かしちゃったのか）

　俯うつむいて黙り込む男の子が何を考えているか、圭太はなんとなくわかるような気がした。同じお兄ちゃん同士だ。守らなきゃいけない妹を泣かせてしまったときの心苦しさは、圭太にだって、覚えがある。

　しかし、同じお兄ちゃんだからこそ、『妹なんかじゃない』という、さっきの言葉は聞き逃のがせない。

「そっか。お兄ちゃんじゃないのか。じゃあ、この子が泣いてても、どうにもできないな。困ったなぁ」

「…………」

「しょうがない。それじゃこの子が可哀かわい想そうだから、俺が代わりにお兄ちゃんになってあげよう」

「……え」

　驚いたように、男の子が顔を上げる。

　しかし圭太は男の子に背を向け、女の子の隣に屈かがみ込んだ。

「ふぇ……お兄ちゃん、誰だれ……？」

「こんにちは。お兄ちゃんの名前は圭太っていうんだ。よろしく。……君の名前を聞いてもいい？」

「……祐ゆう希き」

「祐希ちゃんか。いい名前だね。……それで、祐希ちゃんはなんで泣いてたの？」

「あ、あるくの……あし、つかれて……もおやだ、って言ったら、おにいちゃん怒った……」

「そっか。たくさん歩いて疲つかれちゃったんだな。でももう大だい丈じよう夫ぶだぞー。お兄ちゃん達が、おんぶして家まで送ってってあげるから」

「……いいの？」

「もちろん。俺は『お兄ちゃん』だから、妹が泣いていたら、絶対に助けるって決めてるんだ」

　ニコッと笑う圭太を、祐希ちゃんは潤うるんだ目でじっと見つめる。

「怖がんなくていいよ。アタシ達のお兄ちゃん、すっごく優しいんだから」

「そうですよ。私も子供の頃ころは、よくおんぶしてもらいました」

　安心させるように、初葉と仁奈も祐希ちゃんに笑いかける。

　三人の顔を順番に見上げて、祐希ちゃんは目に溜たまっていた涙を拭ぬぐった。

「いいの？　ホントに、祐希のことおんぶしてくれる？」

「おう、お兄ちゃんに任せろ！　じゃあ、背中に──」

「わ、わー!!　祐希に近寄るな!!　祐希はおれの妹だぞ!!」

　ゲシッ、と尻しりを蹴けり上げられて、圭太は危あやうく顔から転びそうになる。たまらず地面に手をつくと、その背中にさらに蹴りやらパンチやらが降り注いだ。

「知らない人についてっちゃだめだって、おねーちゃんが言ってたぞ!!　『へんしつしゃ』に、ユーカイされるって!!　あっちいけ、へんしつしゃ!!　おれの妹を、いじめるな!!」

「いてててっ。わかった、悪かった！　降参、降参だって！」

　ボコボコゲシゲシと全力で殴なぐられ蹴られ、圭太は顔を顰しかめる。子供の力とはいえ、地味に痛い。

「わ、わー！　落ち着いて！　大丈夫だよ、アタシ達は変質者なんかじゃないから」

「そ、そうです！　誤解です、誤解！　落ち着いて話し合いましょう！　話せばわかります！」

　初葉と仁奈がなんとか止めようとしてくれるが、男の子は妹を助けようと必死で、全く攻こう撃げきの手を緩める気配がない。

　狙ねらいがうまくいったのはいいが、思いのほか大事になってしまった。こんなところを誰かに見られたら、とんだ誤解をされかねない。とにかく、早くこの子を落ち着かせないと──。




「祐希！　太たい希き！　二人とも、そこで何してるの!?」




　不意に響ひびく、凜りんとした声こわ音ね。ジタバタと暴れる男の子の動きが、その瞬しゆん間かんにピタリと止まる。同時に、ぐすぐすと泣いていた女の子が、ぱっと顔を上げた。

「おねーちゃん！」

　言うが早いか、だっと走り出した女の子。その向かう先にいたのは、長い黒くろ髪かみをお下げに結ゆった、中学生くらいの少女だった。

「もう、二人とも！　黙だまってどこかに行っちゃだめってあんなに言ったのに!!　また約束破って!!」

　きり、と吊つり目気味の瞳ひとみを細め、少女は女の子を𠮟しかりつける。

　……が、駆かけ寄ってきたその子──おそらくは妹──が泣いているのに気付くと、途と端たんにおろおろと狼ろう狽ばいし始めた。

「え……？　ど、どうしたの祐希？　なんで泣いてるの？　何かあったの……？」

　抱きついてくる妹の背を撫なでつつ、彼女は周囲を見回す。戸と惑まどったようなその目と、圭太のばっちり目が合ってしまった。

　次の瞬間、キッと顔を上げた男の子──太希くんが、辺りに響き渡わたるような大声で叫さけんだ。

「ねーちゃん！　ねーちゃん、この人へんしつしゃだよ！」

「「「誤解です！！！」」」




　　　　◆◆◆




「そうだったんですね……。すみません。弟達が、ご迷めい惑わくをおかけして」

　そう言って、ぺこりと頭を下げた少女は、『松まつ原ばら珠たま希き』と名乗った。さっきの子達は二人とも彼女の弟妹きようだいで、それぞれ、『太希』、『祐希』と言うらしい。買い物の途と中ちゆう、二人がいつの間にかどこかへ行ってしまったので、慌あわてて捜さがしていたということだった。

「ほら！　二人ともお兄さん達に謝りなさい。特に太希！」

「ごめんね、お兄ちゃん。お姉ちゃんも……」

「……ごめんなさい」

　姉に促うながされて、ぺこりとお辞じ儀ぎする祐希ちゃん。ワンテンポ遅おくれて、太希くんも渋しぶ々しぶという様子で頭を下げる。

　圭太は膝ひざを屈めて、太希くんの顔をひょいと覗のぞき込んだ。怒られると思ったのか、太希くんは『びくー！』と身を竦すくませる。

「な、なんだよっ」

「さっきのパンチ、すげー痛かったぜ。強いな、『お兄ちゃん』」

　散々ぶたれて薄うすく痣あざになったところを指し、ニッ、と笑ってみせた。太希くんが目を丸くする。

「妹のこと、ちゃんと大切にするんだぞ。もしまた、『お兄ちゃんじゃない』なんて言ったら、俺みたいなヤツがやってきて、妹のこと連れていっちゃうかもしれないからな」

「……うん！　おれ、もう祐希のこと泣かせない！　約束する！」

「よし、いい返事だ」

　ぐりぐり、と頭を撫でてやって、立ち上がる。

　小声で話していたから、今のやりとりは祐希ちゃんにも、珠希にも聞こえなかったはずだ。もちろん初葉達にも。

　……でもなんだろう。両りよう隣どなりにいる『妹』達の眼まな差ざしが、なんだかとってもこそばゆい。

「……な、なんだよ」

「うーうん。べーつに？　なんでもないよ、お兄ちゃん。ね、仁奈姉？」

「はい、お兄様。なんでもありませんよ、なんでも」

　明らかになんでもなくない顔で、ニコニコと微笑ほほえむ妹達。どうにもこそばゆくて、圭太はちょっと肩かたを窄すぼめる。

「……皆みなさんは、ご兄妹きようだいなんですか？」

「へ？　あ、ええと、まあ……」

「そうですか……その、仲がいいんですね」

「えへへー。まあねー。自じ慢まんのお兄ちゃんだよ！」

　初葉が嬉うれしそうに、ぎゅっと圭太の腕うでに抱だきついてくる。

　チラチラと、珠希は圭太達の顔を見比べていた。『似てない兄妹だな……』と思われているのではと、圭太はヒヤヒヤしてしまう。

「おねーちゃん……早く帰ろう？　祐希、疲れた……」

「あ！　ご、ごめんね祐希」

「それじゃあ、俺達もこれで」

　あまり長話をしても迷惑だろうと（あと、これ以上ぼろが出る前にと）、圭太は初葉達を連れて歩き出そうとする。

　が。

「あ、待ってください！」

　パシ、と、手を掴つかまれて、その感かん触しよくにドキリとする。

　慌てる圭太をよそに、珠希は圭太の手をきゅっと握にぎってきた。

「うち、この近くなんです。良かったら、怪け我がの手当てだけでもさせてください」




　　　　◆◆◆




　どうしても、と珠希に請こわれ、圭太達は彼女の祖父母の家に向かうことになった。聞けば、珠希達はこの町の生まれではなく、夏休みの間だけ、母の実家である祖父母の家に泊とまりに来ているのだという。

　双ふた子ごの案内で辿たどり着いたのは、庭に面した縁えん側がわがどこか懐なつかしい、古びた造りの一いつ軒けん家や。

　てっきり家に入るのかと思ったら、珠希は圭太達を連れて庭のほうへ回った。「どうぞ」と勧すすめられたのは縁側で、珠希はそのまま靴くつを脱ぬいで家の中へ。太希達もバタバタと後に続く。

「おねーちゃん、買ってきたおやつ食べてもいいー？」

「その前に手を洗って。あと、靴もちゃんと揃そろえなさい」

「「はーい」」

　𠮟られた双子は不満そうに口を尖とがらせるも、言われた通りに靴を並べ直した。普ふ段だんから、何かと面めん倒どうを見ているんだなということが伝わってくる。姉というより、母親代わりのようだった。

「少し待っていてください。いま、救急箱を持ってきますから。それと、お茶もお出ししますね」

「いや、そこまではさすがに……」

「いいえ！　弟達がお世話になりましたから。お礼はさせてください！」

　たいしたことはしていないと思うのだが、珠希は譲ゆずりそうもなかった。礼れい儀ぎ正しい……というよりは、生き真ま面じ目めというか、ちょっと肩かた肘ひじ張り過ぎている感じもする。

「……あ、でも！　お急ぎなんだったら、無理にとは……！」

「そういうわけじゃないけど」

　圭太が言うと、珠希は「良かった！」と顔を輝かがやかせた。「なら、どうかゆっくりしていってください」、と笑顔で言われ、初葉達と顔を見合わせる。

「……どうする？」

「いいんじゃない？　こういうのも『ゴエン』だよ、『ゴエン』」

「その発音だと『ご縁』じゃなくて『五円』ですよ初葉……。でも、私もいいと思いますよ。あまり固辞するのも失礼ですし」

　妹二人がそう言うのなら、お兄ちゃんである圭太に異存はない。

　というわけで、圭太達は並んで縁側に腰こしを下ろし、珠希が戻もどってくるのを待つ。

（なんか、夏休みって感じがするな……）

　ふと空を見上げると、大きな入道雲が浮うかんでいるのが見えた。抜ぬけるような青と白のコントラストが眩まぶしい。白い布きれがヒラヒラと舞まっているのがまるで旗のようで──布きれ？

「わっぷ……!?」

　あれ、と思った次の瞬間、どこからか落ちてきたその布きれが、圭太の顔にペシ、と墜つい落らく。

「なんだこれ……？　ハンカチか何か──ゴフッ!?」

　手に取って広げてみて、圭太は盛せい大だいに噎むせる。圭太の顔に被かぶさってきたそれは布きれではなく、可愛かわいらしいレースのパンツだった。

　なんだこれは。デザイン的に祐希のものじゃなさそうだけれど珠希のだろうか。それともお家うちの人の？　いやそれ以前に、そもそも何な故ぜパンツが空から降ってくるのか。

「ちょっ!?　お、お兄ちゃん何それ!?」

「い、いけませんお兄様！　人様の下着をそのようにジロジロと！　も、もしそこまで欲求不満なのであれば、言っていただければ私が……!!」

「違ちがう違う!!　誤解だって！　落ちてきたから何かと思って！」

　騒さわいでいると、家の奥からバタバタと足音が聞こえてきた。慌てたようなその音は、瞬またたく間にこちらへと近付いてくる。

「す、すみません!!　洗せん濯たく物を取り込もうとしたら、落としてしまって……!!」




　その声に。圭太は聞き覚えがある気がして。

　けれど、脳が情報を処理し終える前に、両隣にいた妹達が声を揃えて言う。




「「──妹せの尾お先せん輩ぱい!?」」

「えっ、あれ？　兄さんに、初葉さん達も……！　え、どうしてここにいるんですか!?」




　　　　◆◆◆




「でも、ホントびっくりしたよ。まさか瑞みず希きちゃんの妹さん達だったなんて。松原さん……えっと、妹さんがそう名乗ってたから」

「松原は祖父の名字なんです。この辺りだと、そう名乗ったほうが通りがいいので」

「ああ、なるほど……」

　縁側から客間に通されて、圭太達は改めて瑞希にことの経けい緯いを説明する。

「でもでも、ホント偶ぐう然ぜん！　まさか妹尾先輩もこっち来てるなんて！　これなら、時間見つけて一いつ緒しよに遊んだりもできるじゃん！」

　やった、と嬉しそうな初葉の言葉に、ふと、出発前の主任の言葉が脳のう裏りを過よぎる。

『それなら心配はいらないさ。色々とフォローは考えている』

　あのフォローというのは、ひょっとしてこのことだったのだろうか。結局行き先は同じだから、向こうで合流すればいいと。

（でも、それなら最初から俺達や瑞希ちゃんにそう言えばいいんじゃ……？）

　やっぱり、偶然だったのだろうか。玲の意図がわからず、圭太が首を捻ひねっていると。

「そう……ですね。時間があったら、ご一緒したいです」

　瑞希の遠えん慮りよがちな声が、耳に届く。

　窺うかがうようなその目が向いたのは、同席している妹達だ。

　圭太もまた、釣つられるようにそちらに視線を向ける。




　……が。




「……お姉ちゃん。せっかく誘さそってくれてるんだから、お断りしたら失礼でしょ。お祖ば母あちゃん達には私から話しておくし、行ってきたらいいじゃない。太希達の面倒は私だけでも見られるし、こっちは大だい丈じよう夫ぶだから」

　口を開いたのは、珠希だった。

　言葉は瑞希を気き遣づかっている風だけれど、その声こわ音ねは、妹が姉に言うものにしては少し硬かたい。どちらかと言うと、珠希のほうが瑞希に対して、言い聞かせているような感じだ。

　瑞希がやってきた途と端たん、珠希は急に態度を変えてしまったのだ。さっきまでの、年下の子が背せ伸のびしている感が消えて、妙みように落ち着いたというか、なんだか急に大人びたというか。どちらかといえば、さっきの態度のほうが気安い感じがしたから、圭太はその落差にちょっと戸と惑まどう。

「そんな……珠希に任せてばっかりじゃ悪いよ。私も手伝うから……」

「大丈夫だってば。それとも……私には、任せられないってこと？」

「そ、そんなつもりじゃないよ？　でも、その……嫌いやな思いさせたんだったら、ごめんね」

「……そういうわけじゃないけど」

　妹であるはずの珠希に対し、瑞希の物言いは随ずい分ぶんと弱腰だった。それもまた、『姉』らしい感じがしない。

　なんだか、イメージしていた『妹尾家』とはちょっと雰ふん囲い気きが違った。長女である瑞希が優やさしく妹達を甘やかしてあげている、そんな図を想像していたのだが。

「……あ、そだ！　ねえねえ、妹尾先輩。それに珠希ちゃんも。アタシ達、どっかこの辺で遊べる場所ないかなーって探してたとこだったんだ。地元の人しか知らない穴場スポットとか、そういうのあったら教えてほしいなって」

　微び妙みような空気を察したのか、ことさら明るい声で初葉が言う。ぱっと手を挙げたのは、おやつを頬ほお張ばっていた太希と祐希だ。

「あ、それならね！　川遊び！」

「気持ちいーよ！　海より涼すずしいし！」

「へえ、そんなところがあるのか。瑞希ちゃん、知ってる？」

「え？　あ……はい。私も、何回か行ったことがありますから」

「おにーちゃん達、川遊びするのー？」

「じゃあ、おれ達が案内してあげる！」

　立ち上がった双子が、ててて、と圭太達のところへやってくる。

　だが、二人はすぐに、珠希によって引き戻されてしまった。

「だーめ。そろそろお昼ひる寝ねの時間でしょ」

「「ええー……」」

「えー、じゃないの。ほら、行くよ」

　双子の手を取って立ち上がると、珠希は圭太達に軽く会え釈しやくする。

「話の途と中ちゆうにすみません。この子達を寝かしつけないといけないので、私はここで失礼します」

「あ。珠希、じゃあ私も──」

[image: ]

「いいから。呼んだのは私だけど、真島さん達はお姉ちゃんの友達でしょ？　だったら、私よりお姉ちゃんが残ったほうが話もしやすいし、絶対いいじゃない」

「い、いや！　俺達は大丈夫だから、気にしないで──」

「そういうわけにはいきませんよ。お客様なんですから」

　……まあ、確かに。瑞希と珠希、どちらのほうが話しやすいかと言われれば気心の知れている瑞希だし、珠希の言うことは間違っていないのだが。言われている瑞希がすごく気を遣つかっている空気が伝わってきて、圭太はどうしても戸惑ってしまう。

「せっかくだし、お姉ちゃんもそのまま遊んできなよ。川に行くなら、帰りも道案内する人がいたほうがいいし。……私も、そうしてもらったほうがいいから」

「う、うん……。あの、ごめんね？」

「……別に、謝るようなことじゃないでしょ。姉妹しまいなんだし」

「うっ……ごめん……」

　項うな垂だれてしまう瑞希を、珠希がちらっと見やる。どことなく、不満そうな表情。

「……とにかく、こっちは大丈夫だから。お姉ちゃんは、余計な心配しないで」

　そう言うと、珠希は双ふた子ごの手を引いて部屋を出て行く。

「ご、ごめんなさい。変なところを見せてしまって……」

「い、いや。気にしてないから……」

「そ、そうそう！　全然変なとこなんかないし」

「こちらこそ、押しかけてしまってすみません」

　ペコペコ、と、互たがいに頭を下げ合う圭太達。

「あの！　怒おこってるように見えたかもしれませんけど、悪い子じゃないんです！　しっかり者で、太希達の面めん倒どうもよく見てくれますし……！」

「うん。それは、もちろんわかるよ」

　圭太が言うと、瑞希はホッとした表情を見せた。

　やはり、仲が悪いとか、そういうわけではないのだろう。それだけに、姉妹らしからぬぎこちない空気が、余計に気になるが。

　こちらの内心を察したのか、瑞希は気まずそうな顔で言う。

「……私が悪いんです。その……私、アルバイトのことを、珠希に話していなくて」

「えっ、そうだったの？」

「はい……。でも、その、夏休みが始まる前に、主任さんから家に連れん絡らくがあって」

　その時応対に出たのが珠希で、アルバイトのことが知られてしまったのだと言う。事情を知った珠希は、『そういうことはきちんと伝えておいてほしかった』と怒り、以来、硬い態度が続いているのだという話だった。

「そうだったんだ……それは、なんだかごめん。いや、俺が謝るのも変な話だけど……」

「いえ。説明していなかった私がいけないんです。その……なんて言ったらいいのかわからなくて」

　まあ、そうだろうな、と思う。

「で、でもさ？　先輩に悪気があったわけじゃないんだし……許してくれてもいいのにーって、アタシ思うけどなぁ」

「ありがとうございます、片瀬さん。……でも、ホントに、あの子は悪くないんですよ」

　初葉のフォローにも、瑞希は浮うかない顔だった。自じ嘲ちようめいた笑えみが、その口元に浮かぶ。

「その……皆みなさんも知ってるとおり、私、ドジなもので……。普段から、あの子には迷めい惑わく掛かけてしまっているんです。それを、黙だまって勝手なことされたら、怒るのも仕方ないですよ……」

　瑞希はひたすら肩かたを縮こまらせている。

　姉妹なのにそこまで遠慮しなくても……と思うのだが、圭太も、『妹』である初葉達に普段から迷惑ばかり掛けているとなったら、やはり気き兼がねするかもしれない。瑞希の『姉』としての立場は、思ったより、複雑なもののようだった。

「えっと、川への行き方ですよね！　ちょっと待っていてください。いま地図を描かいてきますから──」

「あ……待って」

　立ち上がりかける瑞希の手を、とっさに掴つかむ。

「もし良かったらさ。瑞希ちゃんが案内してよ。地図より、そっちのほうがわかりやすいし」

「え……でも……」

「うんうん！　地図もらっても、アタシ達じゃ、この辺よくわかんないし」

「私からもお願いします。もちろん、ご迷惑でなければですが」

「それは……もちろん、迷惑なんてことはないですけど……」

「じゃあ、一緒に行こうよ。せっかく会えたんだし」

　引き留めるために掴んだ瑞希の手。握にぎる指に少し力を込こめて、言う。

　瑞希と珠希の仲を、今すぐどうこうはできないが。落ち込んだ顔をしている瑞希を少しでも元気づけてあげるくらいなら、きっと可能だから。

　瑞希は迷うような顔をしていたが、圭太が手を離はなさずにいると、しばらくして頷うなずいてくれた。どこかホッとしたような顔で。

「それじゃあ……一緒に行っても、いいですか？」

「うん。もちろん」




　……とはいえ。その前に。




「ええと、それでその……さっきのパンツなんだけど……」

「はっ!?　ご、ごめんなさいっ！　私ったら、兄さん達がいるのにびっくりして、すっかり忘れて！」

　渡わたす機会を失い、どうすることもできずにポケットにしまっていたパンツを、そろそろと差し出す。

　ほんのり温かいその感かん触しよくを、圭太はしばらく、忘れられそうになかった。




　　　　◆◆◆




「──うっわぁ……！　すっごーい！」

　瑞希の案内でやってきた山中。初葉の歓かん声せいが、広々とした川辺にこだまする。

「すごい、きれー！　あ、魚泳いでる！」

「足あし下もとに気をつけてくださいね。滑すべりやすいですから」

「だいじょぶだいじょぶ！　──わっ！　つめたっ……！」

　ひょいひょい、とサンダルを脱ぬぎ捨てて、初葉は我先にと川へ入っていく。

「お兄ちゃん達も早く！　水、冷たくて気持ちいいよ！」

「服濡ぬらさないように気をつけろよ？　着き替がえられるところも近くにないし」

「わかってるってば──わ、きゃ!?」

　言ったそばから、初葉は足を滑らせて、川の中で尻しり餅もちをついてしまった。

「あー……やっちゃった」

「だから言ったのに……怪け我がしてないか？」

「うん。それはヘーキ」

　とりあえず、座り込んだままの初葉を助け起こしてやる。

「わー、中までぐしょぐしょ……」

　濡れたショートパンツを引っ張りながら、初葉がぼやく。一いつ瞬しゆん、『中……』とあらぬ想像が過よぎりかけ、ぶんぶん、と首を振ふった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　一回帰って、着替えてきたほうが……」

「ううん、だいじょぶ。脱いじゃえばいいし」

「……は？」

　圭太がぱちくり、と瞬まばたきをする目の前で、初葉はぐいっとショートパンツを下ろした。

「わー!?」

　慌あわてて顔を背そむけ、ぎゅっと目を閉じる。

「お、おい初葉！　いくら他ほかに人がいないからって、こんなところで脱ぐなよ!?」

「え～？　いいじゃん、別に。兄妹きようだいなんだし。そんなにいっしょーけんめー顔背けなくても。どーせだし上も脱いじゃおっと」

　すすす、と、初葉が前に回ってくる気配。圭太はさらにきつく目を瞑つぶるが、その頬ほおに、柔やわらかな手がそっと触ふれてくる。

「……見てもいいよ？　お兄ちゃんなら」

　目を開けて、と促うながすように、するり、と細い指がまぶたを撫なでる。

　今、目の前に、裸はだかの初葉が……いや、もしかしたら下着姿かもしれないけれど、とにかく、服を着ていない状態の初葉がいるわけで。いくら妹とはいえ、圭太は顔が熱くなるのを抑おさえられない。

「そ、そういうことを言うんじゃない！　たとえお兄ちゃんでもだめ！　っていうか、服！　服着なさい！」

「あはは。お兄ちゃんってば、真っ赤になっちゃって可愛かわいい～。アタシ、そんなに赤くなっちゃうようなカッコなんかしてないのに」

「あ、赤くなるに決まってるだろ！　あんないきなり脱がれたら──うわっ!?」

　不意に、トン、と肩を押された。目を瞑っていた圭太はあっさりバランスを崩くずし、思いっきり川の中に尻餅をつく。

「つめたっ……!?　いきなり何す──へ？」

　反射的に目を開けてしまって、視界に飛び込んできた光景にぽかんと瞬き。

「……水着？」

「そ。朝出かける前に、服の下に着といたんだ」

　にんまりと笑って、初葉が水着の肩かた紐ひもを軽く引っ張る。

「……裸だと思った？」

「うぐっ!?」

「もー。そんなわけないじゃん。いっくらなんでも、こんな外で裸になったりしないってば」

「この……お前なぁ」

　自分の顔が真っ赤になるのを自覚しながら、圭太はやり場のない思いを持て余す。『あんなの誰だれだって勘かん違ちがいするだろ！』とか、つまりそういうのを。

　だが。

「もう。ほーんと、お兄ちゃんはしょうがないんだから。……おにーちゃんのえっち」

　からかうのとはまた違う、はにかむような笑顔でそんなことを言われてしまうと、怒る気持ちはつい霧む散さんしてしまう。

　だってこんな、嬉うれしくてたまらないみたいな顔を妹にされたら、そんなの、甘んじて受け入れるしかないじゃないか。

　……とお兄ちゃんである圭太は思うのだったが。そうは問屋が卸おろさないお方がここにもう一人。

「『おにーちゃんのえっち』じゃありませんよ!!　いくら下に水着を着ているからって、こんなところで服を脱ぎ始めるなんて非常識にもほどがあります！　私はあなたをそんな不ふ埒らちな妹に育てた覚えはありません!!」

「いたたたたたっ！　いひゃいいひゃい、ほひぇんひゃひゃいひひゃふぇえ」

　仁奈にほっぺを思い切り引き伸のばされ、初葉が涙なみだ目めで何か訴うつたえる。

　しかし、初葉もやられっぱなしではなかった。じたばた暴れて仁奈の手を振りほどくと、んべ、と舌を出してみせる。

「そんなこと言って、仁奈姉だって水着着てきてるくせに。出掛ける前、部屋で着替えてたの、知ってるんだから」

「い、いえ……！　これは、万が一の海水面の上じよう昇しように備えて防災のために着用しているだけで、決して水遊びがしたかったとか、そういうことでは──」

「もんどーむよー！　仁奈姉もさっさと脱いで、一いつ緒しよに遊ぼ！」

「わ、ちょっ……!?　な、何するんですか!?　きゃー!!」

　ぺら、と初葉にワンピースを捲まくり上げられ、仁奈が悲鳴を上げる。

　その下から現れたのは、いつだったか、圭太と二人で一緒に買いに行った水着。あのときのことをちょっと思い出してしまって、圭太は慌てて顔を背ける。

「あー、もう!!　いい加減にしてください!!　なんなんですかさっきから!!　この!!　この、お返しです!!　このっ!!」

「ひゃっ！　つめたっ、あははは！　冷たいってば仁奈姉ー！」

　キャーキャーとはしゃいだ声を上げながら、初葉と仁奈は子供のように、お互たがいに水を引っかけ合う。

「あはは。二人とも、楽しそうですね」

「うん。案内してくれた瑞希ちゃんのおかげだよ。どうもありがとう」

「い、いえ。私は何も……」

「そんなことないって。せっかくだし、俺達も遊ぼう。さすがに水を掛けられるのは困るけどさ」

　言いながら、瑞希に向かって手を差し出す。

「あの……兄さん？　その手は……」

「え？　あ、いや、ほら。濡れてて滑るし、転ぶと危ないと思って……」

　とはいえ、よく考えたら、ちょっとキザだったかもしれない。急に恥はずかしくなり、圭太は手を引っ込める。

　──その直前、瑞希の手が、圭太の手を優やさしく握ってきた。

「じゃあ……お願いしてもいいですか？」

　瑞希自身、ちょっと照れくさそうに。にこりと微笑ほほえみかけられて、心臓の鼓こ動どうが少しだけ速くなる。

「大丈夫？　転びそうになったら、しがみついてもいいからね？」

「さ、さすがに大丈夫ですよ！　こうやって兄さんに手を繋つないでもらってますし──ひゃあ!?」

　突とつ然ぜん、瑞希が『びくー！』と肩かたを震ふるわせた。何が起こったのかわからず、圭太は目を白黒。

「え、何!?　どうしたの!?」

「い、いえ──ひゃ！　や、んっ！」

　ぎゅっと圭太に抱だきつき、瑞希がビクビクと身を震わせる。

　はぁはぁ、と零こぼれる息は荒あらく、耐たえるように伏ふせた目の端はしにはうっすら涙が滲にじんでいた。そんな顔で「あっ」とか「やぁ……」とか声を零すものだから、絵え面づらがだいぶ際きわどい。

（いや何この状じよう況きよう!?）

「み、みみみ、瑞希ちゃん!?　ホントに何!?　どうしたの!?」

「あのっ……あ、足……！　足に、何か……！」

「足？」

　震える瑞希を支えつつ、その足下を覗のぞき込む。よく見たら、瑞希の足の周りに、小さな影かげがいくつも動いているのが見えた。

「な、なんだこれ。魚か……？」

　どうやら、この小魚たちが、瑞希の足の皮ひ膚ふを啄ついばんでいるらしい。確かそういう魚を使ったエステがあったような……と、圭太はぼんやり記き憶おくをたどる。

「く、くすぐったいんです……！　兄さん、これ、とってくださいぃ……んひゃっ!?」

「わ、わかった！　ちょっと待ってて！」

　涙目の瑞希に懇こん願がんされ、圭太は慌てて魚を追い払はらおうとした。が、小さな魚はうまいこと圭太の足をすり抜ぬけて、再び瑞希の足へと寄り集まってくる。

「は、んっ……あ、もっ……もうだめですぅ……！」

　へたん、と、とうとう瑞希の体から力が抜けた。支えようとしたが間に合わなくて、圭太は瑞希を抱き留めたまま、二人で川の底にへたり込んでしまう。

　バシャン！　と、大きく飛沫しぶきが散る。その衝しよう撃げきに驚おどろいて、小魚たちはようやく、散り散りにどこかへ泳いでいった。

「瑞希ちゃん、もういなくなったよ！　大丈夫!?」

「は、はひ……大丈夫れひゅ……」

　くてっと圭太に体を預け、瑞希ははふはふと息をつく。

　くすぐったいのを我が慢まんしていたせいか、その頬はうっすらと赤く染まり、額には汗あせまで浮ういていた。

　しかも、派手に水の中へ倒たおれ込んだせいで、瑞希も圭太もすっかりずぶ濡れになってしまっている。瑞希は初葉達と違い、水着を着てはいないので、濡れた服の上から、下着がうっすら透すけて見えてしまっていた。

「二人とも、なんか大きい音したけど大丈夫？」

「お怪我はありませんか？」

「あ、ああ。怪我はないんだけど、ちょっと服が──」

　バシャバシャ、と水を蹴ける音が聞こえて、圭太は我に返る。

『クシュン！』と、可愛らしいくしゃみの音が、その声に重なった。








幕間　～妹達のお風ふ呂ろタイム～









　夕方になって。さすがに寒くなってきたから、アタシ達は四人でペンションに戻もどってきた。

　みんなして水掛かけ合ったり、服のまんま泳いだりしたから、もーびしょびしょだもん。これじゃ風か邪ぜ引いちゃうし、早くお風呂入らなきゃ。

　ペンションのお風呂はすっごい広くて、なんかもう銭湯みたい！　これならみんなで一いつ緒しよに入れるし、ラッキ～。

「じゃあお兄ちゃん、後でね」

「おう。ちゃんと温まってから出るんだぞ」

　もう、お兄ちゃんってば子供じゃないんだから。

　……でも、ホントは、お兄ちゃんに子供扱あつかいされるの、そんなに嫌きらいじゃない。『アタシ、お兄ちゃんの妹なんだー』って感じ、するから。

「わぁー！　ひっろーい！　あったかいし、気持ちいいね～」

「初はつ葉は。わかってるとは思いますけど、泳いだりなんてしてはいけませんよ」

「わかってるってば。もう、仁に奈な姉まで……」

　むすっと頬ほおを膨ふくらませるアタシを、妹せの尾お先せん輩ぱいがニコニコしながら見てる。

　……そういえば、仁奈姉とは前のお泊とまりの時に色々話したけど、妹尾先輩とこんな風に一緒にいるの、初めてかも。

　せっかくだし。今はお兄ちゃんもいないし。聞いてみよっかな？




「……ねーえ。二人はさ、お兄ちゃんのどんなところが好きなの？」




　アタシがそう言ったら、仁奈姉は「ぶぶっ……!?」と半分くらいお湯に沈しずんだ。

「きゅ、急になんですか」

「えー。だって聞きたいんだもん。他ほかの人に、お兄ちゃんがどんな風に見えてるのかなーって。アタシはねぇ～、やっぱり優しいとこ！　でもお兄ちゃんってただ優しいわけじゃなくって、アタシ達のために何かしてくれても、そーゆーのはっきり言わないじゃん？　そーゆーところがね、なんかもう、この辺が『ぎゅ～』っとするんだよね～」

　うっ……恥はずかしくって早口になっちゃった。顔が赤くなってるの、絶対二人にもバレてるよね……。

「……ホント好き。大好き」

「……はいはい。知っていますよ、あなたの気持ちは」

「はい、次は仁奈姉の番！」

「どうしてそうなるんですか!?」

「だって、アタシだけ言うの不公平じゃん。人のを聞いたんだから自分も話してよ～」

「初葉が勝手に話し始めたんでしょう!?　い、言いませんからね私は！　大体、こういうものはペラペラと人に話すものではないんです！　大切に胸に秘ひめて、ここぞという時に打ち明け──」

「なーんだ。仁奈姉のお兄ちゃんへの気持ちってそのてーどなんだー。これなら勝負とかするまでもないかなー」

「そんなわけないでしょう私がこの世で一番お兄様をお慕したいしているに決まっているじゃないですか!!」

　バシャン!!　と、仁奈姉が勢いよく立ち上がった。

「いいでしょう！　そこまで言うのなら聞かせてあげます！　私の想おもいの深さを思い知り、自分みたいなポッと出の妹では到とう底てい敵かなわないと潔いさぎよく身を引けばいいんです！」
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「ポッと出じゃないもん!!」

　すぐにコーギしたけど、仁奈姉は全然聞いてくれなくて、勝手に話し始めちゃう。

「私とお兄様の出会いは小学一年生の四月九日。天気は曇くもりのち晴れ。最高気温十八度の春らしい穏おだやかな日のことでした」

「す、すごく詳くわしく覚えているんですね……」

「もちろんです。お兄様との大切な思い出ですから」

　むっ。さすが仁奈姉。で、でも、こういうのは勝ち負けじゃないし！

「あの日、引っ越こしてきたお兄様は、ご両親と一緒に私の家に挨あい拶さつに来て……。私が母の後ろに隠かくれて様子を窺うかがっていたら、お兄様はこちらを覗き込んでにっこりと笑ったんです。……一ひと目め惚ぼれでした」

「えっ!?　そ、それは……妹として、ってことだよね？　仁奈姉？」

「そうですよ。妹として、兄妹きようだいとしての一目惚れです。決していかがわしい意味ではありませんとも」

「……お二人は、本当に兄さんのことが好きなんですね」

「兄さんは幸せですね」って、妹尾先輩が言う。

「……そう言う、妹尾先輩は？　お兄ちゃんのこと好きじゃないの？」

「え？　ええと……私は、『妹』というより後輩なので……。あ、いえ！　兄さんのことが好きではないとか、そういうことではないのですが！」

　あわあわ、って、妹尾先輩は顔を赤くしてる。

「……兄さんといると、なんだか安心するんです。その……昔、好きだった人に似ていて」

「「詳しく」」

　思わず、アタシは妹尾先輩に詰つめ寄った。仁奈姉も一緒に。だってだって、そんなの気になりすぎるし!!

「え!?　待って待って！　好きな人って……！　それってつまり、妹尾先輩もお兄ちゃんのこと──！」

「あ、いえ。好きな人といっても、子供の頃ころの話で。どちらかというと、お兄ちゃんみたいに懐なついていただけで、今思うと、そういう意味での好きではなかったと思うんですが」

　あ……なんだ。じゃあ、アタシ達と一緒なんだ。

『妹』として、『お兄ちゃん』が好き。うん、それなら大だい丈じよう夫ぶ。アタシ達と妹尾先輩は、ライバルとかそういうんじゃない。仁奈姉とおんなじ、『妹仲間』だもん。

「……その男の子は、すごく優やさしい子で。私、昔っからドジが多くて、そのせいで、あんまり友達もできなかったんですけど……その子は、私のことを仲間はずれにはしないでくれて。私が失敗しても、うまくできるようになるまで、ずっと付き合ってくれたんです。それが、すごく嬉うれしくて……大好きでした」

「へぇー……」

　なんだか、本当にお兄ちゃんみたい……。

　そういえば、昔のお兄ちゃんも、歩くの遅おそいアタシのこと、いっつも待っててくれたっけ。

　懐かしそうに話す妹尾先輩の声を聞きながら、アタシも、お兄ちゃんとの思い出を思い返す。

「あ、で、でも、兄さんには、言わないでくださいね？　なんだか照れくさいので……」

「わかってるよー。これはほら、女子会だから！　ってゆーか、妹会？　いっくらお兄ちゃんでも、いま話したことは絶対の秘密ね？」

「そうですね。では念のため指切りをしておきましょうか。約束を破った妹は針千本ということで」

「に、仁奈姉、目がマジだよ……」







　──という話を。圭けい太たは隣となりの男湯で、ぜーんぶ聞いていたのだった。

　初葉達は気付いていないようだったが……どうやらこの風呂、壁かべの上部に少し隙すき間まがあるらしい。おかげで、聞いてはいけない妹会のおしゃべりが丸聞こえだった。

　気付かれる前に先に出るべきか、と思ったものの、これだけ音が筒つつ抜ぬけだと、立ち上がった拍ひよう子しに、水音が向こうに聞こえてしまうかもしれない。そう考えると迂う闊かつに身動きもできず、圭太は湯船の中で石像と化す。

（い……いやいや！　俺はほら、お兄ちゃんだから……好きってそういうんじゃないから……。お兄ちゃんは妹に好きとか言われてドキドキとかしないから……）

　のぼせそうなくらい熱いお湯に浸つかりながら、必死に己おのれに言い聞かせる。




　だって、自分は『お兄ちゃん』なのだ。

　そこが揺ゆらいでしまったら、三人と過ごした今までの時間まで、否定されてしまうような気がして。




　いつしか話は圭太の話題から、夏休みの予定へと移っていて。楽しく話をする妹達の声は、それからしばらく、絶えることがなかった。








第三章　新ジャンル『年上の妹』









（ちょ、ちょっと、長湯しすぎたな……）

　いい機会だからと、煩ぼん悩のうが消えるまでお風ふ呂ろで精神統一とかしてみたのだが、さすがにやり過ぎた気がする。

　ふらふらになりながらリビングに戻もどると、どこからか、「すぅすぅ」と寝ね息いきが。見てみれば、初はつ葉はと仁に奈なが、ソファで仲良く眠ねむりこけていた。

（姉妹み……）

　互たがいにもたれかかって眠るその姿に、じっと尊さを噛かみ締しめる。

　思わず拝んでしまいそうになったところで、二階から瑞みず希きが降りてきた。

「あ、兄さん！　お風呂、どうもありがとうございました。助かりました」

「いや、俺の家ってわけじゃないし、お礼なら主任とかに……。あ。それより、濡ぬれた服とか大だい丈じよう夫ぶだった？」

「はい。洗面所に乾かん燥そう機がありましたから、今、それで乾かわかしているところです。着き替がえは、初葉さんが貸してくれたので」

　話しながら、瑞希は持ってきた毛布を広げて、初葉達に掛かけてやる。

「二人とも、ぐっすりですね」

「徹てつ夜やだったらしいからなぁ……」

　正直、遅おそかれ早かれこうなる予感はしていた。むしろ今までよくもったほうだと思う。

　このままリビングで話していては起こしてしまうので、圭けい太たは瑞希を連れて、一いつ旦たん自分の部屋に移動する。

「洋服が乾いたら、送っていくよ。あんまり遅くなると、お家うちの人も心配するだろうし」

「い、いえ！　道は覚えていますし、そこまでご迷めい惑わくは……！」

「迷惑なんかじゃないって。俺がそうしたくて言ってるんだから、送らせてよ。瑞希ちゃんが困るって言うなら、無理にとは言わないけど」

「いえ、そんな……！　すみません。ありがとうございます。……ふふ」

　ふと、瑞希がおかしそうに笑えみを零こぼした。

「え、何？　俺、変なこと言った……？」

「いえ、違ちがうんです。今の言い方が、私が昔、よく妹に言っていたことと同じで、懐なつかしくて……」

　幼い頃ころの姉妹の思い出を、瑞希は話してくれた。仕事の忙いそがしい両親に代わって、妹を学童まで迎むかえに行っていたこと。『一人で大丈夫だから』と言い張る彼女に、『自分が迎えに行きたいの』と〝お願い〟して、毎日一いつ緒しよに帰っていたんだと。

「兄さんは、本当にお兄さんみたい……。妹がいないなんて嘘うそみたいです」

「そ、そうかな……？」

『もしも俺に妹がいたら』と、毎日妄もう想そうという名のシミュレーションを続けていたのが報むくわれたのかもしれない。部屋で一人、存在しないエア妹に語りかけていたあの日々は無む駄だではなかったのだ。

「……兄さんで良かった」

「え？」

「兄さんみたいな『お兄ちゃん』ができるってわかったら、妹達も、きっと喜びます。『かっこよくて頼たよりになる、大人のお兄ちゃんがほしい』って、いつも言ってましたから」

　にっこりと微笑ほほえまれて、なんだかドギマギしてしまう。瑞希は両親の再さい婚こんのことを言っているだけなのに、全然違う意味に聞こえてしまって。

「や、でも、ほら！　仮にそうなっても、長女は瑞希ちゃんなわけだし！　お兄ちゃんって言っても、そんなたいしたもんじゃないっていうか……」

「……あの！　それなんですけど、兄さん！」

　急に、瑞希がガバッと身を乗り出してきた。ベッドの上、にじり寄るように距きよ離りを詰つめられ、心臓が飛び出しそうになる。

「えっ、な、何、瑞希ちゃん……」

「あの……私、兄さんに、お願いしたいことがあるんです」

　うるうると、妙みように切羽詰まった目でそんなことを言われて、胸のドキドキがいや増す。

「お、お願いって……？」

「……もし、このまま再婚の話がまとまれば。私達は姉弟きようだいになって、私がお姉さん、兄さんが弟……ですよね？」

「そ、そうなるよね」

「はい。でも私……それじゃあ、いやなんです。私は、兄さんの『お姉ちゃん』なんかじゃなくて……もっと、違う関係になりたくて……」

「ち、違う関係……!?」

『兄さん……』と、熱っぽく吐と息いきを零こぼしながら、瑞希の手が圭太の手に重なる。

「だから、お願いです。兄さん……私を、兄さんの……」

「お、俺の……？」

「兄さんの──『妹』にしてください！」

　言うが早いか、瑞希はベッドの上に正座。深々ーっと頭を下げる。

　ぺったりと額をくっつけ、体を丸める姿はまるで饅まん頭じゆうのよう。

　しばらく呆ぼう然ぜんとその後頭部を見下ろして、圭太は恐おそる恐る聞き返した。

「え？　い、妹って……？」

「ですから！　私が最年長ではなくて、兄さんが私達みんなのお兄ちゃんということに！」

「いやどういうこと!?」

　確かに瑞希からはずっと『兄さん』と呼ばれてきたし、今じゃもう、それに疑問も覚えなくなって久しいが。よく考えなくても、瑞希は圭太より年上なのだ。瑞希がどんなに圭太を『兄さん』と呼んだところで、それは覆くつがえらない。

「落ち着こうよ、瑞希ちゃん。どうして急にそんな話になったのかわからないけど、それはさすがに無理があるというか……」

「そんなことありません！　年下だからお兄ちゃんになれないなんて、そんな決まりはないはずです！」

「いや、決まりとかそういう問題じゃない気が……」

「大丈夫です！　兄さんだったらきっとできるって、私、信じています！　私もお手伝いしますから！」

「いやいやいや。いやいや」

　謎なぞの信しん頼らいを寄せてくる瑞希に、何度も首を振ふり返す。このままでは本当に、お兄ちゃんの概がい念ねんが崩ほう壊かいしかねない。

「そもそも、なんで急にそんな話に……？」

「それは……えっと……」

　問いかけると、瑞希はわかりやすく口ごもった。

「……あの。初めてバイトに行った日に、私、言いましたよね？　妹が、お兄ちゃんをほしがってるって」

「ああ……うん」

「元々、言い出したのは祐ゆう希きなんです。友達の家で、その子のお兄ちゃんに遊んでもらったらしくて」

　瑞希の話によれば、祐希はそれがたいそう嬉うれしかったそうだ。おんぶや肩かた車ぐるまのような、普ふ段だん、瑞希達ではしてやれないことをしてもらって、自分にもこんなお兄ちゃんがほしいと思ったらしい。

「でも、祐希ちゃんには太たい希きくんがいるのに」

「そうなんですけど、祐希の中では、それとこれは別みたいで。さすがに太希じゃ、肩車はできませんし」

「あー……まあ、それは確かに」

「太希も、男の子は自分一人だから、やっぱり『お兄ちゃん』に憧あこがれがあるみたいで。祐希が『大きいお兄ちゃんがほしい！』って言い出したら、自分もって駄だ々だをこねて。結局、珠たま希きが説得して、それ以来わがままは言わなくなりましたけど」

　でも瑞希は、その妹達のわがままを、なんとか叶かなえてあげたかったのだろう。

　それで一念発ほつ起きし、自らお兄ちゃんになろうとした──というのは、既すでに聞いた話である。

「も、もちろん、私も私なりに、立派なお兄ちゃんになれるよう、頑がん張ばろうと思うんですが！　今の私はまだ未熟なので、兄さんを差し置いて最年長になるなんておこがましいと思うんです。だからやはり、一番上は兄さんがいいかと！」

「いや、そんなことは……。そんなこと言ったら俺だって、お兄ちゃんとしては全然未熟だし、そもそも年下だし……」

「そこをなんとか──あ！　そ、そうです！　それなら私も、初葉さん達のように、兄さんのことを、レンタルします！」

「……へ？」




　　　　◆◆◆




「なるほど、話はわかった。そういうことなら、瑞希ちゃんとも『兄妹きようだい契けい約やく』を結ぶとしよう。はい、これが契約書だ」

「はい！　よろしくお願いします！」

「持ち歩いてるんですかそれ……」

　ササッ、と契約書を出してくる玲れいを横目に、ぼそりとツッコむ。

「っていうか、あっさりＯＫしてますけど、いいんですか？　俺より瑞希ちゃんのほうが年上なのに……」

「いいに決まっているじゃないか。『レンタルお兄ちゃん』に年ねん齢れいの制限はない。人は誰だれでも、お兄ちゃんさえいれば妹になることができる。逆もまた然しかりだ」

「あ、改めて、よろしくお願いします、兄さん！」

　契約書にサインした瑞希が、三つ指ついてぺこりとお辞じ儀ぎ。

（なんか、妙なことになったな……）

　いや、瑞希と兄妹契約するというだけなら、なんの問題もないのだ。元々、瑞希のことは妹みたいに思っていたし。後こう輩はいとしてではなく、名実ともに『兄さん』と呼んでもらえるなら、むしろ望むところである。

　しかし、それはあくまで『レンタル』の上での話で。本当にガチな話で『兄』になってくれ、と言われても困ってしまう。だって、いくら瑞希が妹っぽくても、現実には彼女のほうが年上なのに……。

「兄さん……？」

　黙だまりこくっていると、瑞希がそろそろと顔を上げた。その表情は、不安そうに曇くもっている。

「あの……やっぱり、私じゃ、『妹』にはなれないでしょうか……？」

「そんなことはないよ!!　ないけど！　ないんだけども……！」

『でもだって年齢がさ……』と、圭太は常識と妹愛の狭間はざまで揺ゆれ動く。

（……いや待て。そんな弱よわ腰ごしでいいのか真ま島じま圭太。理想のお兄ちゃんになるって、決意したじゃないか……！）

　そうだ。年下だからお兄ちゃんになれないなんて誰が決めたのだ。真実の妹愛の前には年の差なんて関係ない。

「わかった！　俺、瑞希ちゃんの『お兄ちゃん』になるよ！」

　ぎゅっと、瑞希の小さな手を握にぎり締めた。ぱあ、と、瑞希の顔に笑みが戻もどる。

「ありがとうございます、兄さん！　珠希達も、きっと喜びます！」

「いや、それは、どうかなぁ……」

　そこに関しては、やっぱりどうしても首を捻ひねらざるを得ない。

「話はまとまったようだな。それじゃあ、私はもう行くよ」

「はい！　急にお呼びしてしまってすみませんでした」

「いや、気にしないでくれ。『妹様』が増えるのは、こちらとしても喜ばしいことだからな」

「しっかりやれよ、真島くん」と去り際ぎわに残して、玲が部屋を出て行く。

「あの、兄さん？　もし良かったら、早さつ速そく兄さんを、『レンタル』させてもらってもいいですか……？　私、兄さんと一緒に、してみたいことがあって」

「それは構わないけど……してみたいことって？」

「はい、これです！」

　神妙な顔で頷うなずくと、瑞希はスマホの画面を見せる。表示されていたのは、有名なホラーゲームの実じつ況きよう動画だった。

「それは？」

「同じクラスの人に、こういう動画を見るのが好きな人がいて。ホラーゲームのお勧すすめを教えてもらったんです。良かったら、今から一いつ緒しよに見ませんか？」

「いいけど、なんで急に？」

「太希達がこの前、お化け屋や敷しきに行ってみたいと言っていて。でも、母は忙いそがしいですし、珠希はこういうの、昔から苦手だから、私が付き添そおうと思って……せっかくですから、当日に備えて、兄さんと予行演習をしようかと！」

　ちょうど、部屋のテレビの脇わきには、スマホを接続するためのコードが置いてあった。『早速見ましょう！』と、瑞希はいそいそと携けい帯たいをセッティング。

「……ところで。瑞希ちゃんは、怖こわいのとか平気なの？」

「…………モ、モチロン、ヘ、ヘイキデシュ！　マカセテ、クダヒャイ！」

　どこからどう見ても平気じゃない真っ青な顔で、瑞希はぷるぷると身を震ふるわせる。

「だめそうならやめといたほうが……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです!!　初心者向けにあまり怖くないのを選んでもらったので！……あ、始まりましたよ！」

　しっかり自分がホラー初心者であることを自白しつつ、瑞希が画面に目を向ける。

　ゲーム自体は有名なので、圭太でも内容は知っている。おかしな世界に迷い込んでしまった主人公が、無事元の世界に帰るため、襲おそい来る化け物を撃げき退たいしつつ世界の謎を解いていくというストーリーだ。

　実況動画だから自分でプレイしているわけではない……とはいえ、暗くら闇やみから突とつ然ぜん化け物が現れるシーンは、見ているだけの圭太でも、思わず体が震えるくらいには怖い。ついつい、画面を見る目が薄うす目めになってしまう。

（い、いや！　俺はお兄ちゃんなんだ。妹の前で怖がっててどうする……）

　一方、その『妹』はというと。

「っ……！　～～っ……!!」

「……瑞希ちゃん？　やっぱり、見るのやめようか……？」

「い、いえ！　大丈夫です！」

　……と言いつつ、瑞希は全く大丈夫じゃなさそうだった。怖くて画面を直視できないのか、両手で顔を覆おおい、指の隙すき間まからやっと覗のぞき見ているという状態。むしろ、何な故ぜそこまでして見ようとするのか。

（……いや、当たり前か。瑞希ちゃんだって、『お姉ちゃん』なんだもんな）




『太希達がこの前、お化け屋敷に行ってみたいと言っていて』




　弟達の望みを叶えてやりたい。そのために、まずは自分が怖がりを克こく服ふくしようと、わざわざ友達にお勧めを聞いて。

　だけど、結局一人では、見る勇気が出ず、今日まで来ていたのだとしたら。

「……瑞希ちゃん、あのさ」

　隣となりでビクビク震えている瑞希に、そっと声を掛かける。

　驚おどろかせないよう細心の注意を払はらった……つもりだったのだけれど。いきなり声がしてびっくりしたのか、瑞希は「きゃあああ!?」と悲鳴を上げた。そのままソファから転げ落ちる。

「び、びっ、びっくりさせないでください!!　本当にお化けが出たかと思ったじゃないですか!!」

「ご、ごめん……そんなにびっくりすると思わなくて」

　涙なみだ目めでへたり込む瑞希を、そっと立ち上がらせる。

「で、でも……急にどうしたんですか？　あ、お手洗いですか？」

「いや……それが。情けないんだけど、俺、見てたら怖くなっちゃってさ……手を繋つないでもいいかな？」

「え？」

　きょとんとする瑞希に、『だめならいいんだけど……』と、重ねて言う。

　多分、普ふ通つうに「無理しなくていいよ」と言っても、瑞希は『大丈夫です！』と言うだけだろう。

　それに、圭太自身も、同じ『お兄ちゃん』として、妹達のために頑張っている瑞希を、応おう援えんしたい気持ちがある。

「……って、お兄ちゃんの俺がそんなこと言うのも、情けないかもしれないけど」

「そ、そんなことありませんよ！　誰にでも、怖いものはあると思いますから！　どうしても怖いなら、無理にとは──」

「いや、途と中ちゆうでやめるとそれはそれで怖いから。きりがいいところまでは見ちゃいたいんだ。瑞希ちゃんが手を握ってくれてたら、多分、大丈夫だから」

　圭太が言うと、瑞希は『わかりました！』と気合い十分に頷いた。

『いやそこまで気負わなくても……』と思ったところで、瑞希のほうから、ぎゅっと手を握り締しめてくる。

「……これで、怖くありませんか？」

　そっと両手で、包み込むように圭太の手を握って。瑞希がじっと見つめてくる。安心させようとするように。

「あ……う、うん。ありがとう、瑞希ちゃん」

「いえ、いいんです。ほ、ほら……？　今は、『兄妹』ですから」

　はにかむように微笑ほほえまれ、圭太もなんだか照れくさくなる。

　そうして、しっかりと手を繋いだまま、二人は改めて動画を見始める。




　……のだが。




「ひょわああああ!?」

「み、瑞希ちゃん？　あの、ちょ、ちょっと手が痛いんだけど……」

「あああっ、あー！　ひゃー！　きゃー!!　[image: あ゛]ー!!」

「だだだだっ！　痛い痛い痛いっ！　瑞希ちゃんストップ！　動画止めて動画!!」

　怖さよりもまず指の骨の限界を感じて、圭太は必死に懇こん願がんしたのだった──。










「すみません。付き合ってもらって……」

「いいんだよ。『兄妹』なんだから、遠えん慮りよしなくて」

　服も無事に乾かわいて、圭太と瑞希は再びリビングに集まる。初葉と仁奈は未いまだに寝ねていた。あまり寝過ぎても生活リズムが狂くるってしまうし、そろそろ起こさないと。

　とはいえ、その前に。

「遅おそくなっちゃったし、送っていくよ」

「いえ！　大丈夫ですよ。この辺りの道はよく知ってますから」

「……でも。外、もう結構暗いよ」

　圭太が窓の外を指さすと、瑞希はちらっとそっちを見て固まってしまった。……そういえば、あのゲームの舞ぶ台たいもこんな森の中だったと、圭太は思ったり思わなかったり。

　それからしばらくして。

「…………あの」

「うん」

「やっぱり……お願いしてもいい、ですか……？」

　恐おそる恐る、という風に、瑞希が尋たずねてくる。

　その顔があんまり真しん剣けんだったものだから、圭太はつい、噴ふき出してしまった。




　　　　◆◆◆




　──そして、翌日。




「おお……！」

　玲に連れられて、圭太達は『海の家』の舞台となる浜はま辺べへやってきていた。

　潮の匂においに波の音。日差しを遮さえぎるものは何もなく、じりじりとした熱気は肌はだを炙あぶるようだ。

　まさしく、『夏!!　海!!』という感じの光景だった。久しぶりに訪おとずれるリアルの砂浜を前に、インドア派の圭太はなんだか圧あつ倒とうされてしまう。

「わあー！　アタシ、海来るの久しぶり！　早く泳ぎたいね、仁奈姉」

「楽しそうなのはいいですが、あまりはしゃぎすぎないでくださいね。今日は日差しも強いですし、適度に休息をとって、水分補給もしっかりと──」

「わかってるってば！」

　きゃいきゃい、とはしゃぎ回る初葉を、仁奈が窘たしなめる。

「こらこら。はしゃぐのはいいが、その前に仕事だ。よろしく頼たのむぞ」

「はーい！」

　元気に手を挙げる初葉。その横にいる仁奈に、圭太は声を掛ける。

「仁奈、本当に良かったのか？　なにも、お前までバイトすることないのに」

「いいんです、お兄様。二人が働いているときに、私だけ休んでいるというのも落ち着きませんから」

　本来、海の家でのバイトは圭太と初葉の二人でするはずだったのだが、出発前に仁奈のほうから、『自分も何か仕事をさせてほしい』と玲に頼んだらしい。

「真ま面じ目めなのは、仁奈のいいところだけどさ。無理はするなよ？　今日は暑いし」

「わかっています。もう、お兄様に心配をかけるようなことはしませんから。辛つらいと思ったら、ちゃんと休みます。……それに。お兄様は誤解をされているみたいですけど、私は何も、真面目だからお手伝いを申し出たわけじゃありませんよ？」

「へ？」

　きょとんとする圭太を見上げて、仁奈はくすり、と微笑んだ。そして、内緒話でもするように、耳元に口を近付けてくる。

「……いくらバイトでも。初葉だけお兄様と一いつ緒しよにいるなんてずるいですから。私だって、お兄様のことが大好きな『妹』なんですから、忘れないでくださいね？」

　ふふ、と、からかうような笑みを浮うかべる仁奈。まるでいたずらっ子のような、それでいてどこか大人びたその笑顔に、圭太はなんだか落ち着かない気持ちになる。

「お兄ちゃん、仁奈姉！　主任さんがそろそろ行こうってー」

「……だ、そうです。行きましょうか、お兄様」

「あ、ああ。そうだな」

　すっと、仁奈が圭太の手を握にぎってきた。そのまま、当たり前のように指を絡からめて握られる。圭太はまたしてもドキリ。




　もちろん、それをもう一人の『妹』が見み逃のがすはずはなく。「あー！」と叫さけびながら走ってきた初葉に、もう片方の手も握られたのは言うまでもない。




　　　　◆◆◆




　圭太達がバイトをする『海の家』は、イベント会場内のフードコートにある。言い渡わたされた主な仕事は、できあがった料理の配はい膳ぜんとテーブルの片付け、それから皿洗いだった。

「はい、お兄ちゃん！　こっちのカレーとラーメンが三番さん！　こっちのドリンクは五番さんね！」

「はいよ」

　渡されたトレーを手に、コート内をあちこちと走り回る。

　しかし、このくらいは、初葉の実家（居酒屋）の手伝いで既すでに慣れたものだ。今ではビールジョッキなんかも二、三個まとめて持てるようになって、結構筋肉がついてきたんじゃないかと密ひそかに思っていたりする。

『意外と接客向いてるのかもなー俺』なんて思いながら空いたテーブルを片付けていると、お皿を運ぼうとしている初葉の姿が目に留まった。

「初葉、手伝うよ。そっち半分貸してくれ」

「え？　大だい丈じよう夫ぶだよ。いつも持ってるし」

「そう言わずにさ。手持ち無ぶ沙さ汰たなんだよ」

　ちょうど客足も落ち着いていて、他ほかにやることもない。

　さっさと初葉の手から皿を奪うばい取ってしまうと、初葉は「あー！」と不満そうな声を出した。が、声こわ音ねとは裏腹に、その顔はいきいきと輝かがやいている。

「……楽しそうだな」

「お店のほうで慣れてるからねー。厨ちゆう房ぼうで料理作ったりも嫌きらいじゃないけど、アタシやっぱり、こうやって動いてるほうが向いてるんだなーって思う」

「偶ぐう然ぜんだな。俺もちょうどそんなこと考えてた」

「え、そうなんだ？　え、えへへ……なんか嬉うれしいね。そういうの」

　ふにゃり、と、初葉の顔が幸せそうに蕩とろける。

「将来お兄ちゃんと二人でお店始めたら、こんななのかなぁ……えへへ」

「いや、さすがに一生の仕事にするかはまだ決められないけど……でも、バイトってことならいつでも呼んでくれていいぞ」

「え!?　ア、アタシ口に出してた!?」

『わー!?』と、初葉が顔を真っ赤にする。バタバタ暴れるものだからお皿が落ちそうになって、圭太はヒヤヒヤした。

「別に、そんなに照れることもないだろ。俺はずっと、初葉の『お兄ちゃん』でいるつもりだし。初葉が独り立ちして自分の店を構えるって言うなら、俺もお兄ちゃんとして協力するよ」

「アタシのお店っていうとちょっと違ちがうんだけど……まあいいや。それは、いつか話せばいいんだし」

　お皿を抱かかえて厨房に戻もどってくると、「片かた瀬せさんちょっとー！」と、初葉が呼ばれる。「行ってくるね」という初葉を見送り、圭太も持ち場へ戻った。

（そういや、仁奈のほうはどうなってるかな）

　仁奈は確か、イベントスタッフの一人として列整理をしているはずだ。ちょうどそろそろ休きゆう憩けい時間だし、様子を見に行ってもいいかもしれない。

　お店の人に休憩の許可をもらい、圭太は一いつ旦たん『海の家』を後にする。

　差し入れにペットボトルの飲み物を買って会場のほうに行くと、仁奈の姿はすぐに見つかった。

「すみません！　通路のスペースが狭せまくなっていますので、一旦列を移動します！　列を移動します！　順番に奥へ詰つめてください！」

　ハキハキとした声は、会場のざわつきの中でもよく聞こえた。列を捌さばく手て際ぎわも様になっていて、さすがは風紀委員という感じだ。

　しかし、この様子だと声も掛かけづらい。差し入れだけでも渡せないかと、圭太はしばらく、忙いそがしく動き回る仁奈の姿を目で追う。

　……だが、しばらく見ていても、仁奈は一向に休む気配も、どころか、ほんの少し立ち止まる様子すらもなく。

　もしかして。仕事に夢中になるあまり、まともに休んでいないのではないか。心配になって、圭太は仁奈のそばに駆かけ寄っていく。

「仁奈」

「ひゃい!?　お、お兄様!?　え、どうしてここに？　仕事はどうされたんですか？」

「休憩時間なんだよ。せっかくだから、仁奈に差し入れでもと思って」

　持ってきたペットボトルを差し出すと、仁奈は「ありがとうございます」と言いつつも、それを受け取ってはくれない。

「すみません。まだしばらく休憩できそうもないので……そちらは後でいただきますね」

「けど、さっきからずっと動きっぱなしじゃないか。ちゃんと水分補給してるか？」

「大丈夫ですよ。アルバイトとはいえ、スタッフが体調を崩くずしては参加者の方に示しがつきませんから。そこはしっかり──いたっ」

　不意に、仁奈が目元を押さえて俯うつむいた。気分でも悪くなったのかと、圭太は慌あわてる。

「どうした仁奈!?　大丈夫か!?」

「だ、大丈夫です。ちょっと目にゴミが入っただけで──」

「よし、ちょっと待ってろ！　すぐに医務室に連れて行くから!!」

「いえ、ですから目にゴミが入っただけ……きゃあ!?」

　何か言おうとする仁奈を抱だき上げて、圭太は大急ぎで医務室へと向かう。いわゆる、お姫ひめ様抱っこの体勢で。初葉の店で鍛きたえた腕わん力りよくが、ここでいきた。

「え、ちょっ……お、お兄様!?　え!?　えっ!?」

「大丈夫だ仁奈！　お兄ちゃんがなんとかしてやるからな！」

「ま、待って、待ってください！　私、わたっ、お姫様、えっ!?　えー!?」

　よく見たら仁奈の顔は真っ赤だった。やはり熱ねつ中ちゆう症しようかもしれない。一刻も早く医者に診みせなくては。

「あ……あああ……お、お兄様の腕うでが私をしっかりと抱いて……！　こんなに情熱的に！　ああ……だ、だめです私……こんなの耐たえられまひぇん……！　ごふっ……!?」

「仁奈っ!?」

　ぶふ、と鼻血を噴ふいて、仁奈はそのまま、意識を失った──。




　　　　◆◆◆




「……本当に大丈夫か、仁奈？」

「ですから、何度も大丈夫だと言っているじゃないですか。お兄様は少し心配しすぎです」

「いや、鼻血噴いてぶっ倒たおれたら誰だれだって心配するだろ……」

　医務室へと運ばれた仁奈は、幸いすぐに目を覚ました。

　最初こそ、熱中症ではと気を揉もんだのだが、医い療りようスタッフの見立てでは、鼻血の原因は『単なる興奮しすぎ』とのこと。『多分、仕事を張り切りすぎたんだな』、と、圭太は結論づける。真面目な彼女らしい話だ。

「やっぱりペンション戻って休んだほうが……」

「嫌いやですよ!!　まだ仕事が残っていますし、私だって、お兄様と海で過ごすのを楽しみにしていたんですから!!　今日は意地でも帰りません!!　帰りませんからね!!」




『それよりお兄様もご自分の仕事に』と言う妹に送り出され、圭太は後ろ髪がみ引かれながらもバイトに戻る。一応、玲に連れん絡らくは取って、仁奈の体調に配はい慮りよしてもらうようお願いしておいた。




　その甲か斐いもあってか、その後は特にトラブルもなく、昼過ぎ。




　今日の分のシフトを終え、自由になった圭太達は、満を持して砂すな浜はまへとやってきていた。水着に着き替がえるべく、一旦それぞれに更こう衣い室へと向かう。

　圭太が着替えを終えて戻ってくると、待ち合わせ場所にはまだ誰の姿もなかった。

（まあ、女子は時間かかるよな。こういうの）

　別に待つのは構わないが、しかし、その間ただボーッとしているのもなんだかもったいない気がする。

　この辺は観光地だし、探せば、浮き輪やボートの貸し出しをしている店もあるだろう。二人が来る前に、何か用意しておいたほうがいいだろうか？　と、考えていたとき。

「「あー!!　昨日の兄ちゃんだー！」」

「げっふ……!?」

　突とつ如じよ、腰こしから下に重い衝しよう撃げき。

　振ふり返ると、昨日出会った妹せの尾お家の双ふた子ごが、圭太の足にしがみついているのが見えた。

「太希くんに、祐希ちゃん……？」

「太希でいいぞ！」

「お兄ちゃん仲間だからな！」、と太希くん。祐希ちゃんといい、なんだか随ずい分ぶんと懐なついてくれたようだ。

「わかった。じゃあ太希と祐希ちゃんな。二人とも、どうしてここに？」

「これ、やってたのー」

　祐希が見せてくれたのは、スマホの画面だった。表示されているのは『タマゴン・ウォーク』というソシャゲ。ＧＰＳと連動していて、スマホを持ってあちこち歩くことで、『タマゴン』というモンスターを育てる育成ゲームだ。

「あー、なるほど……。もしかして、昨日もこれやってて、歩き疲つかれちゃったのか？」

「だってお兄ちゃんがどんどん行っちゃうからー」

「ご、ごめんってば。もうしないよ……」

　しょんぼりと、太希が肩かたを落とす。同じお兄ちゃん仲間のよしみで、圭太は「まあまあ」と取りなしてあげた。

「でもね、今日はお兄ちゃん、優やさしいんだよー。あたしのこと、ちゃんと待っててくれてねー」

「そりゃ、おれ、お兄ちゃんだからな」

　さっきまで俯いていたのに、太希はもう元気を取り戻した様子で胸を張った。

「仲がいいんだな、二人は」

「「うん！」」

　ニコッ、と笑え顔がおになる双子を見ながら、圭太はふと思う。この二人は上手うまくいっているようなのに、どうして瑞希と珠希は──。

「はぁ、はぁ……！　た、太希！　祐希！　良かった……やっと追いついた……！」

「あれ？　瑞希ちゃん？」

　顔を上げると、向こうから瑞希が走ってくるところだった。きっと何度も転んだんだろう、その格好は砂まみれだ。

「も、もう……待ってって……何度も言ったのに……」

「わ！　瑞希ねーちゃん砂だらけ！　また転んだの？」

「もー！　だから走んなくていいよって言ったのにー」

「そっ……そういう、わけにはね……？　いかないから……ぜぇ、はぁ……」

「瑞希ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　初葉達にと、買ってきておいた飲み物を瑞希に手て渡わたす。『はれ……？』と、ようやく瑞希が顔をあげ、こちらを見た。

「え……？　あ、あれ、兄さん……？　どうしてここに……？」

「そりゃ、海だし遊びに。瑞希ちゃん達も？」

「「うん！」」

　まだ息の整わない瑞希に代わり、返事をしてくれたのは太希達。

「そっか。じゃあちょうど良かった。瑞希ちゃん達さえ良かったら、一いつ緒しよに──」

「お兄ちゃーん！　お待たせ！　……あれ、妹尾先せん輩ぱいだ！　ぐーぜん！」

　タイミング良く、初葉達が戻ってきた。二人とも水着に着替えて、すっかり遊ぶ準備万ばん端たんだ。

「太希くん達もやほー」

「「やっほー、おねーちゃん」」

　楽しそうに双子とハイタッチする初葉。相手が子供とはいえ、距きよ離りの詰め方が相変わらずすごい。

「せっかく会えたんだし、良かったらみんなで遊ばない？」

「いーよー」

「じゃー、砂のお城作ろー」

「いいよ！　誰が一番おっきいの作れるか競争しよ！　仁奈姉も、ほら早く！」

「え。私も参加するんですか……？」

「大丈夫だよー」

「作り方教えてあげるからー」

　太希達に手を引っ張られ、仁奈と初葉がその場を離はなれる。

「元気だね、二人とも。それに人懐っこいし。瑞希ちゃんが可愛かわいがるのもわかるよ」

「ありがとうございます。最近は、元気すぎて困ることも多いですけど……」

　困ったように笑いながらも、瑞希の眼まな差ざしは優しい。

「俺達も行こうか。太希くん達も、瑞希ちゃんと一緒のほうが喜ぶよ、きっと」

「え……あ、いえ」

　何な故ぜか、瑞希は慌てたように目を泳がせた。続いて浮うかんだのは、無理矢理作ったような笑み。

「わ、私は、ここにいます。兄さんは、気にせず皆みなさんと遊んできてください」

「え、どうして？　疲れてるとか？」

「…………その」

　瑞希は言葉を濁にごす。言いたくない……というわけではなさそうだった。言うのを、迷っている空気。

　圭太は辛しん抱ぼう強く、瑞希が口を開くのを待った。

　やがてその唇くちびるから、小さな声が零こぼれる。

「……太希も、祐希も、初葉さん達に遊んでもらえて、すごく、楽しそうなので。私が行っても、邪じや魔まになるだけだと思うんです」

『そんなわけないよ』、と、圭太は思う。だって、姉妹しまいなのに。姉と弟なのに。

　だけど、言えなかった。だって、『そんなわけない』ことを、こんな風に、本当に不安そうに口にするからには、相応の事情があるに違ちがいないのだから。




『わ！　瑞希ねーちゃん、また転んだの？』

『だから走んなくていいよって言ったのにー』




『お姉ちゃんは、余計な心配しないで』




　先ほどの双子の言葉。そして、昨日の珠希とのやりとりが、脳のう裏りに浮かぶ。

「……じゃあ、俺と一緒に遊ぶのは？」

「えっ!?」

　驚おどろいた顔をする瑞希の隣となりに、よいしょ、と腰を下ろす。

「え？　え、あの、兄さん……？」

「だってほら。この旅行の間、俺は瑞希ちゃんにレンタルされてるわけだし。お兄ちゃんとして、妹をほったらかして自分だけ遊びにはいけないよ」

「え、ええと、でも、悪いですから……」

　あわわわ、と、瑞希の手が上がったり下がったり。

『うーん』と、圭太は内心首を捻ひねる。

　思えば、初葉も仁奈も、圭太に対して、『妹』でいることを躊躇ためらったことはない。仁奈は学校でこそ『優等生』でいようとしたけれど、それ以外の場では全力で妹していたし。

　その点、瑞希は圭太を『兄さん』と呼びつつも、どこか遠えん慮りよがちだった。元々長女である分、甘えることに慣れていないのかもしれない。

「兄妹きようだいなんだから、悪いも何もないって」

「あの、でも私、不器用なので！　砂のお城とか作れないので！」

「じゃあ、普ふ通つうに海で泳ぐんでもいいし」

「そ、それも無理というか！」

「え、どうして？　どこか怪け我がとか？」

「い、いえ！　そういうのではなくてですね……」

　困ったように口を噤つぐんだまま、瑞希が目を泳がせる。もじもじする仕草は、なんだか恥はずかしそうでもあり。

「……もしかして、泳げない、とか？」

　俯うつむいたまま、瑞希はこっくりと頷うなずいた。

「す、すみません……。みっともないですよね、この歳としにもなって泳げないなんて……」

「いやいや！　みっともないなんてことないよ！　誰だれにだって得意不得意はあるし！　っていうか、泳げない妹とか普通に性せい癖へきだし俺！」

「え？　せい……なんですか？」

「ごめんなんでもない忘れてお願い」

　誰にも聞かれていなくてよかった。水着姿の女の子を前に『性癖』発言とか、警察を呼ばれてもおかしくない。よかった（迫はく真しん）。

「と、とにかく！　高校生で泳げなくたって、全然おかしくはないと思う！　むしろ尊いよ！　希少価値だよ！　だから自信持って！」

「は、はい……？　ありがとうございます……？」

　ガシッと手を握にぎると、瑞希は首を捻りながらもとりあえず頷いてくれた。

「よし！　そういうことなら、今日は二人で泳ぎの特訓するか！」

「え!?　でも……！」

「嫌いや？」

「嫌ではないです！　嫌ではないですけど、私だけが兄さんを独り占じめするのは！」

「それなら大丈夫だよ」

　だって、初葉も仁奈も、さっきからチラチラこっちの様子を窺うかがっているけど、話に入ってこようとはしないし、「こっちにおいでよ」と言いもしない。

　二人も、昨日の瑞希と珠希の様子は見ていたから。圭太に瑞希を励はげましてほしいと思って、太希達の相手をしてくれているのだろう、きっと。

「瑞希ちゃんが嫌じゃないなら、俺は瑞希ちゃんと過ごしたい。それでもだめかな？」

　言うと、瑞希はきゅっと唇を引き結んだ。まるで、笑ってしまうのを我が慢まんしようとするような顔で、表情を隠かくすように俯く。

　しばらくして。

「だめじゃない、です……。私も、兄さんと一緒にいられるのは、嬉うれしいですから」

「よかった。じゃあ、行こうか」

　手を差し出す。普通の兄妹がするように、ごく自然に。やはり当たり前のように、瑞希はその手をそっと握ってくれた。










「……あの、瑞希ちゃん。その浮き輪は……」

「す、すみません。でも私、これがないと何もできないので……」

「そ、そっか……ええとじゃあ、とりあえず、顔を水につけるところから始めようか？」

「よろしくお願いします……」




　　　　◆◆◆




　──夕方。オレンジの夕日が海を照らすのを横目に、圭太達もまた帰り支じ度たくを始める。

「ねー、もっと遊ぼうよー」

「うち来てゲームしよー」

「こ、こら二人とも。わがまま言っちゃだめでしょ？」

　着き替がえを終え、砂すな浜はまに戻もどってきたまではいいのだが。さっきから太希と祐希が「帰りたくない」と駄だ々だをこねて、その場を動こうとしないのだ。

『帰りたくない』、というよりは、圭太達と別れることが嫌らしい。初葉と仁奈の手を借りて作り上げた砂のお城は圭太の目から見ても渾こん身しんの出来で、二人は相当楽しかったのだろう。

「──真島くん。ここにいたのか」

「あ、主任」

　どうしようか、と顔を見合わせていたところに、現れたのは玲だった。圭太達がいつまでも駐ちゆう車しや場に来ないので、様子を見に来たらしい。

「どうしたんだ一体。今日はペンションのほうでバーベキューをすると言っただろう。早く戻らないと始まってしまうぞ」

「そうなんですけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、兄さん！　兄さん達は気にせず、先に帰ってください。この子達は、私が説得して──」

「「やだああああああ!!」

　瑞希の言葉をかき消して、双ふた子ごの絶ぜつ叫きようが砂浜に響ひびく。

　座り込んでいる双子の姿を見て、玲は大体の事情を察したようだった。『ふむ』と、思案するように顎あごに手を当てる。

「……そうだな。いい機会だ。良かったら妹尾さんも、今夜のバーベキューパーティーに参加しないか？　もちろん、妹さん達や、ご家族の方も一いつ緒しよに来てくれて構わない」

「え!?　い、いえ、そんな！　悪いです！」

「そんなことはないさ。社員の中には家族連れで来ている者もいる。太希くん達と歳としの近いお子さんも確かいたはずだ。遊び相手が増えれば喜ぶだろう」

「でも──」

「「バーベキュー!?」」

　遠慮する瑞希を遮さえぎって、双子がだだだっ、と玲の元へ駆かけ寄っていく。

「いいの!?　お肉、食べに行っていいの!?」

「デザートある？　あたし、アイスが食べたい！」

「もちろん、お肉もデザートもたくさんあるぞ。好きなだけ食べていいからな」

「「わーい！」」

　はしゃぐ双子達の頭を、玲がよしよしと撫なでてやる。

　その仕草がなんだか慣れているように見えて、そういえば、玲には子供がいるのだということを思い出した。

「す、すみません……でも、本当にいいんですか？」

「もちろんさ。そうでなければ誘さそわない。……とはいえ、きちんと親おや御ごさんに許可はいただかなくてはな」

「あ、それなら、店のほうに来てください。祖母がいるはずですから」

「お店って……瑞希ちゃんのお家うち、何かやってるの？」

「はい。この浜辺の近くで、喫きつ茶さ店を」

　聞けば、浮き輪の貸し出しなんかもしているらしい。「良かったら来てください」と言われ、笑顔で頷く。

「そうか。そういうことなら早さつ速そくご挨あい拶さつに行こう。真島くん達は先に車に行って待っていてくれ」

　そう言って、玲は瑞希を連れてさっさと行ってしまった。

　言われたとおりに車に乗り込み、待つことしばし。戻ってきた玲は、どういうわけか瑞希の他ほかに珠希も連れており、「良かったなみんな。お許しが出た」と笑う。




　──というわけで。




「はい！　初葉特製お好み焼き、いっちょ上がり！」

「「わぁー！　初葉ねーちゃん、すごーい！」」

「ふっふーん。鉄板料理は得意分野だからね！　はい、他にリクエストある人ー！」

　鉄板の一つを占せん拠きよして、初葉が集まった人達に料理を振ふる舞まう。

　本社の社員の人達も交えてのバーベキューパーティー。最初はめいめいに肉を焼いたり食べたりな感じで進んでいたのだが、『どうせ空いてるなら』と初葉が鉄板の一つで料理を始めた結果、いつの間にか本命のはずの肉がすっかり脇わき役やくと化してしまっている。

　焼かれっぱなしのお肉達を皿に救助しつつ、圭太は辺りを見回す。

　仁奈は初葉の手伝いに駆り出され、ペンションに追加の食材を取りに行っている。瑞希は主任と何やら話し中。太希と祐希の二人は他の子供達と一緒に、初葉の作ったお好み焼きを頬ほお張ばっている。

　そして珠希はというと──。

「こんにちは、珠希ちゃん。いや、もうこんばんはか」

「あ……！　真島さん、はい、こんばんは」

　離はなれた場所にぽつんと立っている彼女に、そっと近付いていく。

　もしかしたら追い払はらわれるかも……とも思っていたのだが、珠希はぺこり、と丁てい寧ねいに頭を下げてくれた。やはり、瑞希の言うとおり、悪い子ではないのだろう。

「お肉、食べられてるかな？　足りなかったら言ってよ。飲み物とかも」

「ええと……はい。いただいてます」
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　ちょっと目を泳がせながら、珠希は曖あい昧まいに頷く。しかし、手に持っている紙皿は綺き麗れいなままで、使われた形けい跡せきがない。

「……そうだ。珠希ちゃん、良かったらこのお肉、食べてくれない？」

「え？」

「初葉が色々作ってくれるから、みんなお肉食べなくてさ。残しちゃうともったいないし、手伝ってくれないかな。箸はしはつけてないから」

「そう、なんですか……そういうことなら」

　差し出したお皿からお肉をとって、珠希はぱくりと一口。

「あ、おいしい！」

「良かった。主任が喜ぶよ。『いいお肉を用意したんだ』って自じ慢まんげだったから」

「すごい、ホントにおいしいです！　ありがとうございます……！」

　目をキラキラさせて、珠希は幸せそうにお肉を口に運ぶ。最初は遠えん慮りよがちだったのが嘘うそのようだ。

　瑞希は『しっかり者の妹』だと言っていたけれど、年相応に子供らしい一面もあるのかもしれない。

「んぐ……あの、お肉、ありがとうございました。おいしかったです」

「お礼は主任に……あ、野の中なかさんに言ってあげるといいよ。ほら、あそこでお姉さんと話してる眼鏡の人。あの人がそうだから」

　姉という言葉が出た途と端たん、ぴくり、と珠希の肩かたが揺ゆれる。

「……そうですね。後で、改めてご挨拶しようと思います」

　瑞希のほうは見ないまま、珠希は急に硬かたくなった声で言う。

「…………あの」

「ん、何？」

「どうして真島さんは、みんなから『お兄ちゃん』と呼ばれているんですか？」

　危あやうく、しいたけが喉のどに詰つまりかけた。

「そ、それはもちろん、俺が『お兄ちゃん』だから……」

「でも、さっき野中さんと話しているのを聞いていましたけど、真島さんは『真島くん』なのに、他の二人は『片瀬さん』と『早はや川かわさん』で、名字が違ちがいますよね？　本当に兄妹きようだいなんですか？」

「それは……まあその、色々と事情がありまして……」

「事情？　事情ってなんですか？　事情があったら、誰だれかれ構わずお兄ちゃんになるんですか？　それっておかしくないですか！」

　じと、と怪け訝げんそうな目で見つめられ、圭太はぐうの音も出ない。

「それに、姉さんのこともそうです。どういう関係なんですか。バイト先の先せん輩ぱいだって言ってましたけど、本当にそれだけですか？」

「それだけって、どういう意味？」

「そ、それは……！　だから、その……そ、そのままの意味です！　他意はありません！」

　不ふ審しんげに圭太を睨にらんでいた珠希が、急に慌あわて始めた。みるみるうちに、その顔が赤く染まっていく。

（あ。これ、ひょっとして……）

「あの、珠希ちゃん。珠希ちゃんは──」

「ねーえ、おにーちゃーん」

「おにーちゃんは、瑞希ねーちゃんの『カレシ』なの？」

　ひょこ、と、割って入ってきた双子が、さらりと爆ばく弾だん発言を投げ込む。同時に、珠希がくわっ、と目を見開いた。

「え!?　い、いや！　そういうわけじゃ……！」

「じゃあどういうわけなんですか!?　はっきりしてくださいよ!!」

「ち、違う！　彼氏とかではありません、決して！」

　今にもつかみかかられそうな剣けん幕まくに押され、ぶんぶんと首を横に振る。「なんだー」と、双子の残念そうな声がハモった。

「なんだー……カレシじゃないんだ……」

「瑞希ねーちゃんのカレシだったら、結けつ婚こんしておにーちゃんになってもらったのに……」

「でも、瑞希ねーちゃん、ドジだから……」

「もてないのかなぁ……」

　はぁ、とため息をつく双子。仮にもお姉ちゃんのはずなのに、随ずい分ぶんと容よう赦しやない物言いだった。

「こらこら。お姉ちゃんのことをそんな風に言っちゃだめだろ。……二人は、瑞希お姉ちゃんのこと、好きじゃないのか？」

「「大好きだよ！」」

　そう言った二人の笑え顔がおには、なんの曇くもりもない。

　しかしその笑顔の後には、『でも……』と、子供に似つかわしくない悩なやましげな表情が続く。

「瑞希ねーちゃん、ドジだから……」

「一緒に遊ぼうって言うと、すぐ転ぶし、怪け我がしそうになるし……心配なんだもん」




　──だから、もっと思う存分わがままを言えるくらい、瑞希にしっかりした『お姉ちゃん』になってほしい。

　それが叶かなわないのなら……転んでも怪我をしたりしない、強くてカッコイイ、お兄ちゃんがほしい。




　そう、双ふた子ごは声を揃そろえて言った。

「「だからにーちゃん、瑞希ねーちゃんと結婚して！　そんでお兄ちゃんなって！」」

「いや、だから俺達は──」

「──太希くーん、祐希ちゃーん！　ホットケーキ焼けたよー」

「「はーい！」」

　初葉に呼ばれて、幼い双子は再び、テーブルのほうへと駆かけ戻もどっていく。

「……姉さんのこと、そんなに気になるんですか」

「え？」

　何やら、背後から異様な圧力。

　恐おそる恐る振り返ると、すっかり半眼になった珠希が、むっすりとこちらを見据えていた。

「……いくらバイトの先輩後輩だからって、肩入れしすぎなんじゃありませんか？　……まさかとは思いますけど、変なこと、考えてないですよね？」

「ち、違うって。瑞希ちゃんは、妹みたいなもので……」

　説明しようとするけれど、珠希は不審な目で睨んでくるばかりで、ちっとも信じてくれる気配がない。




　段々と、瑞希を取り巻く環かん境きようが見えてきたような気がする。

　ちらりと見れば、瑞希は少し離れた場所に立って、ホットケーキを食べる弟達を、じっと見つめていた。




　　　　◆◆◆




　バーベキューも終わりに差し掛かかった頃ころ。後は片付けて部屋に戻るだけと思っていたところに、玲が突とつ然ぜんこんなことを言い出した。『肝きも試だめしをしよう』、と。どうやら、子供達向けに用意しておいた企き画かくらしい。

「それじゃあ、早さつ速そく肝試しを始めるぞー。木の箱の中に番号の書かれたくじが入っているから、一枚ずつ引いていってくれ。同じ番号の人とペアになって、林の中のコースをぐるっと一周してくるんだ。いいな？」

「「はーい!!」」

　元気に手を挙げて、子供達が早速くじに手を伸のばす。

　楽しそうで何よりだと思う反面。圭太はどうしても気になることがあって、ちらりと『コース』とやらのほうを見る。

「……肝試しっていう割に随分明るいですね、主任」

「林の中だからな。足場も悪いし、暗いままでは危ないだろう。念のため、道中にうちのスタッフもいてもらっているから、何かあったらすぐに呼ぶように」

「はあ、それはどうも……ええと、ちなみに脅おどかされたりとかそういうのはあるんですか？」

「いや。驚おどろいて転びでもすると危ないので、そういうのはなしになった」

「……もうやらなくて良くないですか、肝試し」

「いや、そういうわけにはいかない。夏の旅行とくれば必要不可欠なイベントだ。……さ、次は真島くんだぞ」

　くじの入った箱を差し出され、言われるままに一枚手に取る。番号を見てみると、『３』とあった。

　──次の瞬しゆん間かん、そばで見ていた初葉と仁奈が『シュタタタッ』と近寄ってきて、くじの箱に手を突つっ込む。

「いーい、仁奈姉。どっちがお兄ちゃんとペアになっても、恨うらみっこなしだからね」

「わかっています。初葉のほうこそ、後になって駄だ々だをこねないでくださいね」

　じっと互たがいの顔を見み据すえながら、初葉と仁奈は同時にくじを引いた。




　……結果。




「ふむ、最初は片瀬さんと早川さんのペアか。気をつけて行ってくるように」

「「はーい……」」

　二人揃って顔をしわしわにしながら、初葉と仁奈が林へ向かって歩き出す。二人の次は祐希とスタッフのお姉さん。圭太の番号は『３』なので、彼女達の次だ。

　で、肝かん心じんの相手はというと。

「えっと……よ、よろしくお願いしますね、兄さん」

　祐希達のペアが出発するのを横目に、隣となりに立つ瑞希が言う。……うっすら顔を青ざめさせ、明らかに緊きん張ちようした様子で。

「……瑞希ちゃん。怖こわいんなら無理しなくてもいいと思うよ。ペンション戻って、休んでたら？」

「い、いいえ！　ここ、怖いなんてそんな！　大だい丈じよう夫ぶです！　兄さんが一いつ緒しよですから」

「さあ行きましょう！」、と拳こぶしを握にぎる瑞希と、林の中に入っていく。

　とはいえ、木立の中は適度に明かりが設置されてそこそこ明るい。瑞希はおっかなびっくりのようだったけれど、正直、あまり怖いとは感じなかった。

「瑞希ちゃん、良かったら手、繋つなごうか？」

「だ、だいじょうぶでひゅ！」

「そうじゃなくて、俺が繋ぎたいんだって」

　瑞希の返事を待たず、圭太はその手を握った。瑞希は驚いたようにこっちを見たものの、嫌いやがったりはせず、「……ありがとうございます」と握り返してくる。

「……そういえば、珠希ちゃん、肝試しはいいって言ってたけど。やっぱり、怖いの苦手なんだね」

「はい。最近はあまりそういう話はしませんけど、多分、子供の頃から変わってないんだと思います」

「へえ、そうだったんだ」

「そうですよ。昔は一人で寝ねるのも嫌がって、ずっと私と同じ布ふ団とんで寝てたんですから」

　珠希は肝試しに参加しなかったので、終わるまで、ペンションのほうで休んでもらっている。本人は一人で先に帰るつもりだったらしいが、さすがに危ないからと、それは主任に止められていた。

「でも……そういうのを抜ぬきにしても、単純に、こういう風にわいわい騒さわぐのは好きじゃないのかもしれません。しっかりしてて、真ま面じ目めな子ですから」

「うん。それは、ちょっと話しただけでもわかる」

「そうですよ。自じ慢まんの妹なんですから」

　珠希のことを語る瑞希は、とても嬉うれしそうだった。本当に可愛かわいがっているんだと、顔を見ているだけでもよくわかる。




　けれど。




「本当に、立派な、自慢の妹なんです。……私と違ちがって」

　瑞希の足が、ふと止まる。俯うつむいた彼女の表情は、圭太には見えない。

「……すみません。こっちに来てから、私、みっともないところばっかり見せてますよね」

「みっともないって、どうして」

「だって……私は相変わらずドジばかりで、妹達にも気を遣つかわれてばかりで……。これじゃあ、どっちがお姉ちゃんか、わからないじゃないですか」

　顔を上げた瑞希は、笑っていた。あはは、と、困ったように。

「もうバレちゃったと思いますけど……私、本当は全然、いいお姉ちゃんなんかじゃないんです。今までずっと、『兄さん』の前では、しっかり者の、お姉ちゃんの振ふりしてましたけど……全部、嘘うそだったんです。ごめんなさい、見み栄え張ったりして」

　何度失敗しても、しょげかえっても、そのたびに、『頑がん張ばろう』と、明るく前を向いていた瑞希。だけど、今その口から零こぼれるのは、気弱な言葉ばかりだ。

「呆あきれられちゃいましたよね？　ホント、そんな嘘ついたって仕方ないのに、私ってば、子供みたいなことして──」

「呆れたりなんて、しないよ。だって、俺は今、瑞希ちゃんの『お兄ちゃん』なんだから」

「え……」

　何もかも、笑って誤ご魔ま化かそうとしていた瑞希が、目を丸くする。

「瑞希ちゃんが言ったんだよ。この旅行の間、俺のことをレンタルするって」

「それは、あの、でも」

「瑞希ちゃんはさ、もしも妹が、自分の前でちょっとかっこつけちゃって、でもそれがバレて、落ち込んでて。そうなったら、『そんな嘘つくなんて』って、呆れたりする？」

「そんなこと──」

「だよね？　俺も同じ」

　そう言って笑うと、瑞希は言葉を飲み込むように、何度か目をパチパチさせた。やがてその口元に浮うかんだのは、気の抜けたような小さな笑えみ。

「……いつもありがとうございます、兄さん」

「え？」

「初めてお店で会ったときから、ずっと思ってたんです。私が失敗しても、兄さんは、怒おこったり、呆れたりもしないで、『また頑張ろうよ』って励はげましてくれたから……『次はできるよ』って、私のこと、見捨てないでくれたから。私、それがすごく嬉しくて……安心したんです。〝こんな先せん輩ぱいがいるなら、頑張れるかも〟って」

　そう話す瑞希の笑顔が眩まぶしくて、圭太はちょっと目を泳がせる。

「……兄さんが『先輩』じゃなかったら、私、このバイト、続けられなかったかもしれません」

「えっ」

　意外な言葉に、息を詰つまらせる。

　だって、瑞希はいつだって明るくて、何度失敗してもめげずに挑ちよう戦せんして、いつも本当に頑張っていたから。そんなに思い詰めていたなんて、思いもしなかった。

「私、いつもそうなんです。昔っから……家のことを手伝おうとしても、学校で友達と遊んでいても、すぐにドジして、みんなに迷めい惑わくかけてしまって。……本当は、私みたいなドジな子は、余計なことしないほうがいいんじゃないかって、思ったりもするんですけど」

　きゅ、と、俯いた瑞希が、自分で自分の腕うでを掴つかむ。縮こまって、背を丸めるみたいに。

「何もしないほうがいいなんて、そんなことない。一度失敗したことにもう一度挑戦するって、すごいことだよ」

　顔を上げてほしくて、圭太は瑞希の手を握る。驚いたようにこっちを見た瑞希と、正面から目が合う。その瞳ひとみを、真っ直すぐに見つめた。

「俺だって……お兄ちゃんとしては、全然、まだまだだからさ。瑞希ちゃんや初葉達が、俺のこと頼たよってくれて、助けてくれたりもして、なんとかやれてるけど。どうしたらいいかわからなくて、途と方ほうに暮れることも、やっぱりあるし。だから、『いいお兄ちゃんになろう』ってずっと頑張ってる瑞希ちゃんのこと見てると、俺も頑張れそうな気がしてくるんだ」

「兄さん……」

「瑞希ちゃんがいつも信じてくれるから、俺も『お兄ちゃん』として頑張ろうって思える。俺のほうこそ、瑞希ちゃんが『後輩』じゃなかったら、バイト、続けられてなかったかもしれない。……だから、お礼を言うのは俺のほうだよ。いつもありがとう、瑞希ちゃん」

　月並みな言葉かもしれない。だけど全部、圭太の心からの気持ちだ。

　いつも瑞希が励ましてくれる時のように、自分の言葉が、彼女の力になったらいい。そう思って、圭太は笑みを浮かべる。

「お互たがいに、まだ『理想のお兄ちゃん』にはなれてないけど。でも俺達、『先輩』と『後輩』なんだしさ。これからも、一緒に頑張っていこうよ。『お兄ちゃん仲間』として、さ」

　そこで、圭太はようやく気付いた。こちらを見つめる瑞希が、何な故ぜだかひどく驚いた顔をしていることに。




「…………『けー兄ちゃん』？」




「……え」

　ぽつり、と瑞希の口から零れた言葉。なんのことかわからなくて、圭太は聞き返そうとする。

　だが、寸前で思い直した。その言葉に、なんだか、聞き覚えがあるような気がして。




　あれは、いつだっただろうか。子供の頃ころ。まだ両親が離り婚こんする前。遊びにいった親しん戚せきの家で、圭太は『男の子』と知り合いになって──。




　今の今まで思い出すことすらなかった、遠い日の思い出。圭太はその子の顔を思い出そうとして──。




「──きゃああああああ!?」




「うわっ!?　な、なんだ今の!?」

　突とつ然ぜん、辺りに悲鳴が木霊こだまして、圭太はビクッと肩かたを震ふるわせる。

「あ、あわわわ……！　ききき、木に人の顔ががが……！　に、逃にげましょう初葉！　この森は危険です！　きっと呪のろわれているに違いありません!!」

[image: ]

「に、仁奈姉落ち着いて！　ただの木の模様だよ、大丈夫だよ！　待って！　どこに行くの!?　仁奈姉ー!!」

　……どこからか、初葉の慌あわてふためく声が聞こえてくる。

『そういえば仁奈のやつこういうの苦手だったな……』と圭太が思った瞬しゆん間かん、ガサガサ！　と近くの茂しげみが揺ゆれて、錯さく乱らん状態の仁奈が勢いよく飛び出してきた。

　仁奈は勢いのまま、正面の木に激突。そのまま目を回してしまい、圭太と瑞希は慌てて、人を呼びに行くのだった。




　　　　◆◆◆




　肝きも試だめしの後。瑞希達を家まで送っていくという玲に、圭太は同行を申し出た。

　さっき、瑞希とあんな話をしたばかりだったし、できればもう少しそばにいてあげたかったのだ。それに、自分が一いつ緒しよにいることで、どうにか瑞希と珠希の仲を取り持ってあげられれば、という気持ちもあった。

「これもお兄ちゃんの役目なので」と言えば、玲も無理に残れとは言わず、六人でペンションを後にする。

　太希と祐希はすっかり圭太に懐なついてしまって、姉二人をそっちのけで圭太にべったり。

　両手を塞ふさがれた圭太は、双ふた子ごにせがまれるまま二人を持ち上げたり振り回してみたりしながら、夜の道を歩いて行く。時には双子が珠希に𠮟しかられ、瑞希にまあまあと仲ちゆう裁さいされながら。そんな様子を、玲は数歩遅おくれたところから黙だまって見ていた。

　……もし、瑞希の母と自分の父が再婚して、彼女達と家族になったら。こんな風に過ごす日々が当たり前になるんだろうかと、ふと、そんなことを考える。

「「にーちゃん、ありがとー！」」

「ありがとうございます、兄さん。帰り道、気をつけてくださいね」

「うん。それじゃあ、お休み。瑞希ちゃん」

　家の中へと入っていく瑞希達を見送り、ふうと一息。

　見れば、玲は瑞希の祖母と何か話し込んでいる様子だった。あの子達がお世話に、とか、そんなような話がうっすら聞こえる。邪じや魔まをするのもなんなので、圭太は話が終わるまで待っていようと、ポケットのスマホに手を伸のばした。




　……だが。




「……あの」

「え？」

　背後から声を掛かけられて、振り返る。なんの警けい戒かいもなく。

　直後、ぐいっと襟えり元もとを引っ張られて、圭太は危あやうくつんのめりそうになった。

　下手へたをすれば顔から転びそうだったところ。しかし、そうならなかったのは、すぐ目の前に人が立っていて、圭太の襟を強く掴んでいたからだった。

「え……？　た、珠希ちゃん……？」

「しっ。静かにしてください。……姉さんに聞こえます」

　小声で囁ささやいてくる、その顔はびっくりするほど近い。襟を掴んで前まえ屈かがみにさせられているので、格好だけを見ると、まるでキスでもしようとしているみたいだ。

　……と。

「……連れん絡らく先」

「えっ」

「だから！　……その、真島さんの、連絡先を、教えてもらえませんか……？」

　これだけ顔を近づけていてなお、聞こえるか聞こえないかの声量で、珠希が言う。

「え……？　れ、連絡先……？」

「そうです……！　な、何度も言わせないでください、こんなこと……！」

　目の前で、珠希の顔が照れたように赤らんだ。

　圭太の頭の中を、いろんな疑問が駆かけ巡めぐる。『なんで俺の連絡先？』とか、『そんな恥はずかしがるようなこと？』とか、『それよりこの体勢のほうが恥ずかしくない？』だとか。

　しかし、結局一つとして口には出せず。珠希の勢いに押されるようにして、圭太はスマホを取り出す。




　結局、珠希の真意を問いただすことはできないまま。圭太はつつがなく彼女とアプリのＩＤを交こう換かんし、友達欄らんに『妹尾珠希』の名前が追加されることになったのだった。




　　　　◆◆◆




　翌日も、圭太は昨日に引き続き、イベント会場でのアルバイトに励む。

　ただ、昨日と違ちがって、今日の働き先は『海の家』ではなかった。駐ちゆう車しや場の誘ゆう導どうスタッフに欠員が出てしまったそうで、急きゆう遽きよそちらの手伝いに駆り出されたのだ。

（あっつい……）

　炎えん天てん下か。降り注ぐ日差しの下で、教えられた通りに車を先導したり、見回りをしたり。日光で熱せられた路面は陽かげ炎ろうが立ち上るほどに熱く、地球温暖化の脅きよう威いを肌はだ身みで思い知る。

　幸い、臨時の手伝いだったので、圭太のシフトはそれほど長いものではなかった。

　労ねぎらいでもらったスポーツドリンクのペットボトルを片手に、早く涼すずしいところに戻もどろうと小走りで進む。

　が。あまりの暑さに気が急せいていて、途と中ちゆう、歩いていた人にすれ違いざまぶつかってしまった。しかもその人が転んでしまったものだから、圭太は慌てて手を差し出す。

「す、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あー、いえ……ごめんなさい、こちらこそ……。ちょっと、前がよく見えてなくて……」

　圭太に謝りながら、その女性は落としてしまった荷物を拾おうと、辺りを手で探さぐる。

「この袋ふくろですか？」

　そばに落ちていたのは、イベント会場で配られているショッパーだった。中身はイベント限定のグッズで、落ちたときの衝しよう撃げきのせいか、いくつか周囲に散らばってしまっている。圭太は軽く土を払はらい、落ちたグッズを袋に戻す。

「はい。どうぞ」

「あー、すみません……ホント、ごめんなさい、わざわざ……」

　女性が顔を上げて、長い前まえ髪がみの下から顔が覗のぞく。

　瞬間、圭太は思わず叫さけんでいた。

「え!?　深み山やま先──!?」

　言いかけて、反射的に口を押さえる。同時に顔も伏ふせる。

（な、なんで先生がこんなところに!?）

　なんでかわからないが、とにかくこの状じよう況きようはまずい。『なんで真島くんがここにいるの？』と、問いただされたら言い逃のがれられる気がしない。

　ちょうどそのとき、圭太達の背後を、一台の痛車がアニソンを流しながら通り過ぎていった。おかげで志し穂ほに圭太の声は聞こえずに済んだらしい。

「えっと、ごめんなさい……何か言いました？」

「い、いいえ！　何も！　そ、それよりこの袋どうぞ!!」

　半ば押しつけるように、その手にショッパーを渡わたす。

　どういうわけか、志穂は圭太に気がついていないようだった。「ありがとうございます……」と袋を受け取り、よたよたと立ち上がる。

「じ、じゃあ、俺はこれで……」

「はい。あの、すみませんでした、ホントに」

　ぺこりぺこりと頭を下げながら、志穂はふらふらとした足取りで歩き去って行く。

「って、危ない！　そっちは車道──」

　とっさに腕うでを掴つかんで、彼女の体を引き戻す。

　思っていた以上に、その体は細くて軽かった。勢い余った圭太はそのまま志穂を抱だき留める形になり、その体勢にドキリとする。

「えっ……あ、すみません……！　きょ、今日、コンタクト落としちゃって、全然見えてなくて……」

　圭太の腕の中で、志穂があたふたとこっちを見つめる。これだけ至近距きよ離りにいるのに圭太に気付く様子もなく、本人が言ったとおり、本当に見えていないのだと思った。

「…………あの」

　ほんのり、志穂が困ったように頬ほおを染める。ずっと抱きしめたままだったことに気付いて、圭太は慌てて体を離はなした。

「す、すみません！」

「いえ……だ、大丈夫ですから……」

　落ち着かない様子で、志穂が前髪を弄いじる。

　しおらしいような仕草は普ふ通つうに可愛かわいくて、圭太は驚おどろくやら戸と惑まどうやら。学校でのダウナーっぷりとはまるで別人だ。……いや、もしかして本当に別人なのかも。

「ええと……ありがとうございました……気をつけますね……。じゃあ……」

「いやだから、そっちは側そつ溝こうですって！」

　溝みぞに足を突つっ込みそうになっている志穂を、慌てて止める。

「……あの。良かったら、そこまで案内しましょうか？」

「へ!?　い、いい、いえ、そんな、そんないいですから、だいじょぶでひゅ、でしゅ」

　心配になってそう切り出すと、志穂は見るからにキョドった。知らない人に話しかけられてテンパってるオタクのテンプレみたいなリアクションである。まるで自分を見るかのよう、いやホントに。

「俺、イベントのスタッフなんです。駐車場への誘導とかも仕事なので」

「あ、そうなんですね……。んと……それじゃあ、お願いします……。正直、困ってたんです……もーホント全然見えないから怖こわくて……」

「わかりました。じゃあこっちに──」

　早さつ速そく歩き出そうとして、止まる。

　道案内するとしても、志穂は前がほとんど見えていないわけで。そのまま歩かせていたら、またさっきのようにならないとも限らない。

　──なら。

「あの……もしご迷めい惑わくでなければ、手を繋つないでもいいですか？　前が見えないと、危ないと思うので」

「えっ」

　驚いたように目を瞠みはる志穂。続いて、その頬がうっすら赤くなる。

「い、いえ！　変な意味はなくて！　本当に!!」

「あ、は、はい、そうですよね……！　すみません、なんか……。ええと……じゃあ、よろしくお願いします」

　すっと手を差し出されて、一いつ瞬しゆん躊躇ためらう。

　しかし、言い出したのは自分だ。できるだけ平静を保ちつつ、その手をとって歩き出す。

　足あし下もとの覚おぼ束つかない志穂に配はい慮りよしつつ、声を掛けながらゆっくりと歩く。

　後をついてくる志穂は大人しい。きゅっと握にぎり返してくる手つきはどこか縋すがられているようでもあり、年上の女性というより、妹の手を引いているようだ。

「もうすぐ着きますから。歩くの、早かったりしないですか？」

「あ、大丈夫です。お構いなく……。え、えっと、上手うまいですね！　手を引くのっ」

「そ、そうですね！　バイトでいつもやってるので……」
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「へ、へえ！　そうなんですか、バイトで……え？　バイトで？」

　緊きん張ちように上うわ擦ずっていた志穂の声が、急に我に返った。一瞬遅おくれて、圭太も失言に気付く。

「あ、いや！　バ、バイトっていうか、普段『妹』の面めん倒どうを見ているので、それで！」

「ああ……なんでしたっけ、『レンタルお兄ちゃん』？　妹体験っていうんですか、そういうサービスもやってるんですよね」

「なんでそれをっ!?」

「会場でチラシをもらったので。女性限定で配ってるとか」

　神聖なるイベ会場でなんてものを配っているのか。そして、なんて相手にそれを渡しているのか。

　もしこれで、うっかり志穂が興味なんて持ってしまった日には……。

「今っていろんな宣伝の仕方があるんですねえ。私はあんまり、そういうリアルイベント系は興味ないんですけど、すごいなって思います」

「よしっ!!」

「え、なんですか急に!?」

「いえいえ！　こっちの話なんで、こっちの！」

　思わず、道の真ん中でガッツポーズしてしまった。露ろ骨こつに不ふ審しんそうな志穂を強ごう引いんに誤ご魔ま化かして、圭太は先を急ぐ。

（そうだよなー。『あなたも妹になれます！』なんて言われて、面おも白しろそうとか思う人そうそういないって）

　一時はどうなることかと思ったけれど、これで一安心だ。後はこのまま、志穂を駐車場に案内するだけ──。

「……ところであなたの声、なんだか聞き覚えが」

「いいい、いや気のせいじゃないですかね!?　実は今日風か邪ぜ気味で喉のどがおかしくって！　ゴホッ、ゲホッ!!」

「え!?　この時期にですか……？」

「いやほら！　夏風邪っていうか!?　冷れい房ぼうが強すぎたのかなぁゲホゴホ!!」

　ゴホゴホ無む駄だに咳せき込みながら、やっとの思いで駐車場にたどり着く。

　志穂の車はすぐに見つかった。車に荷物を積むのを手伝うと、志穂は「ありがとうございます」と何度も頭を下げた。

「ホント、すみませんでした。わざわざ案内してもらっちゃって……」

「いえ、仕事ですから。……っていうか、今気付いたんですけど、コンタクトないのに、帰りどうするんですか？　運転できないんじゃ……」

「あ、それは大丈夫です。車に眼鏡あるので」

「ああ、なるほど……」

　そういうことなら、彼女が視力を取り戻す前に退散しなければならない。

　ちらっと目に入った車内には、これまたたくさんのぬいぐるみやアクキーといった、オタクグッズの数々。こうしてイベントに来ている時点で、ある程度察しはついていたけれど。

（深山先生って、オタクだったのか……）

　しかもＳＧＯユーザー。世間は狭せまいな、とぼんやり思う。

「あの……ま、まだ、何か？」

「あ、いえ！　それじゃ、俺はこれで失礼します！　帰り、気をつけてくださいね！」

　顔を見られるわけにはいかないので、圭太は足早に駐ちゆう車しや場を後にする。

（でも……驚いたな。先生とこんなとこで会うなんて）

　もしかしたら、これからもイベントで鉢はち合あわせることがあるかもしれない。念のため、今後はもう少し周りに注意してオタ活しようと、圭太は肝きもに銘めいじるのだった。




　　　　◆◆◆




「っ、ん～～～。仕事終わったぁ～……」

　ぐぐぐ、と、強こわ張ばった肩かたをほぐすように、初葉が大きく腕を伸のばす。




　本日のアルバイトもつつがなく終しゆう了りようし、午後からは自由時間。軽く昼食を済ませ、圭太達は再び、砂すな浜はまへと集合する。

　……とはいえ。

「なんか今日、人少ないねー」

「午後から天気が崩くずれるそうですからね。本格的に風雨が強くなるのは夕方からという予報ですが、私達も、早めに引き上げたほうがいいかもしれません」

　言われてみれば、心持ち日差しが陰かげり始めている。まだ波はそれほど高くないが、泳ぐのは避さけたほうが良さそうだった。

「……あ！　だったらさ、妹尾先せん輩ぱいのおばーちゃんのお店に行ってみない？　こっから近いんでしょ？」

「ああ。いいかもしれないな」

　経営しているのは瑞希の祖父母だというから、行っても瑞希がいるかどうかはわからないが、せっかくの機会だし、遊びにいってみるのはいい案だと思った。

　お店の名前までは聞いていなかったので、スマホの地図でそれらしい場所を調べて、試ためしに行ってみることにする。もしも別のお店だったら、まあそのときはそのときだ。

　やってきたのは、白しろ塗ぬりの壁かべが夏らしい、こぢんまりとした喫きつ茶さ店。瑞希が言っていた通り、店てん舗ぽの横手には『浮うき輪、ボート、お貸しします』と看板のついた建物がある。今日は開いていないようで、そっちはシャッターが降りているが……。

「お休みかな？」

「いえ。喫茶店のほうは開いているようですよ」

「とりあえず、入ってみよっか？　すみませーん」

　初葉がドアを押し開けると、ドアベルの軽快な音が鳴り響ひびく。

　カウンターとテーブル席がいくつかある、ごく平へい凡ぼんな喫茶店。だが、シックな雰ふん囲い気きとは裏腹に、テーブルの上は空いた食器がそのままになっていて、ひどく雑然としている。

　だが、それよりも先に目に入ったのは、レジの前で困った顔をしている瑞希の姿だった。

「え？　兄さん？」

　圭太達に気付いて、瑞希が驚いた顔をする。

　……が。

「あの……すみません。まだですか」

「あ、す、すみません！　レジの調子が悪くて……ただいま！」

　レジの前には会計を待っているらしいお客さんがいた。控ひかえめに尋たずねられ、瑞希は慌あわてた様子で手元の電でん卓たくをたたき出す。

　が、間ま違ちがわないように緊張しているのもあってか、その動きはスムーズとは言えない。

　──反射的に初葉のほうを見ると、目が合った。「まかせて！」と言うように頷うなずき、初葉が瑞希に駆かけ寄る。圭太も。

「『先輩』、戻もどるの遅おくれてすみません！　すぐ仕事します！」

　さも、それが当たり前であるかのように告げて、圭太はテーブルの食器を片付けにかかった。

「妹尾先輩、レジ打ち任せちゃってごめんなさい！　こっからはいつも通り、アタシがしますから！」

「え、初葉さん？　あの……」

「しー。いいから合わせて」

　初葉は瑞希の手から注文票を受け取り、素す早ばやく電卓を操作。あっという間に会計を終わらせてしまう。

「妹尾先輩、私は奥のお客様にメニューをお渡わたししてきますね。それと、いくつか自転車が置いたままになっていましたから、どこかへ誘ゆう導どうします。近くに駐輪場はありますか？」

「あ、それなら、横の駐車場に停とめてもらえれば！」

「わかりました」

　メニューをいくつか抱かかえて、仁奈が店の奥に。

「瑞希ちゃん。注文ってどうしたらいい？　奥に誰かいる？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです！　祖母がもう戻ってくるはずなので！　そうしたら……」

「──瑞希ちゃん、遅おそくなってごめんなさいね。……あら？」

　ちょうどよく、裏手から瑞希の祖母が顔を覗のぞかせる。

「あなたは……この間の、瑞希ちゃんのお友達の」

「あの、お祖ば母あちゃん。兄さ──真島くん達が、お店を手伝ってくれて」

「あら、そうなの？　それは助かるわぁ。なんだか今日は急に忙いそがしくなってねぇ。今は珠希ちゃんもお買い物に出てるし、ちょうどいいわぁ」

『それじゃあお願いね』と、瑞希のお祖母さんはあっさり圭太達が手伝うことを許してくれた。

　かくして、圭太は配はい膳ぜんと皿洗い。初葉は厨ちゆう房ぼうのヘルプ。仁奈は表の列整理と車などの誘導と、それぞれに受け持ちを決めて手伝いを始めた。

　最中、手が空いた合間に瑞希に話を聞いたところ。普段、夏場の営業は隣となりの貸しボートがメインで、喫茶店がこんなに混むのは珍めずらしいという。

　いつもはほとんどお客さんも来ないので、祖母は一いつ旦たん家に戻って太希達の昼食作り。その間、珠希と瑞希でお店を見ていたのだが、今日は急な買い物で珠希が店を空けてしまい。レジが壊れるというアクシデントもあって、人手が足りなくなっていたんだとか。

　結局、時季外れの混雑は閉店時間まで続き、圭太達はその間ずっと、お店の臨時アルバイトとして、慌ただしく働いて回った──。




　　　　◆◆◆




「……今日は、ありがとうございました。助かりました、兄さん」

「いや、たいしたことはしてないから」

　店じまいの最中。圭太が表のメニューボードを片していると、店のほうから瑞希が出てきた。

「……でも、気を遣つかってくれたんですよね」

「え……？　な、なんのこと？」

　全すべて見み透すかしたような目で微笑ほほえまれ、気き恥はずかしくなって目を逸そらす。

「いきなり自分達が割って入ったら、お客さんに不ふ審しんに思われるから。『バイトの人だ』って思ってもらうために、わざわざあんな言い方したんですよね」

　確かにその通りなのだけれど。こう正面切ってお礼を言われると、やはり恥ずかしい。

「……瑞希ちゃーん。ちょっといいかしら」

「ごめんなさい、呼ばれてるので行かないと……！　なーにー、お祖母ちゃーん」

　ぺこりとお辞じ儀ぎして、瑞希が店に戻っていく。

　こっちの片付けもそろそろ終わりだ。自分も中に戻ろうとしたところで、今度は初葉がひょこっと顔を覗かせた。

「あ、お兄ちゃんいたいた」

「ん、どうした」

「んー、どうもしないけど。お店の中にいないからどしたのかなーって」

　そのままこっちへやってくる初葉を見て、圭太はその場に留とどまる。

　何か、二人で話したいことでもあるんだろうか。そう思ったところで。

「……お兄ちゃんってさ。『お兄ちゃん』のバイト始めてから、頼たのもしくなったよね」

「なんだよ。まるで、その前は頼たよりなかったみたいに」

「そういうつもりじゃないけど。でも、だって、入学したばっかの頃ころのお兄ちゃんはさ。自分から人の輪の中入ってったり、誰だれかにお節せつ介かい焼いたり、そーいうの、しなそうだったじゃん。変わったなーって、今日思ったよ」

「変わったって……そんな大おお袈げ裟さな」




　けれど……言われてみれば、確かに、その通りかもしれない。




　だって、あの頃の圭太は、『お兄ちゃん』なんかじゃなかった。

　ただ、『自分にも妹がいたら』と夢を見るだけの、妹キャラ好きなオタクで。

　ただのオタクは、他人にお節介焼こうなんて思わないし、誰かが困っていたとしても、自分から進んで助けにいくなんて真ま似ねはしない……できない。

　たまたま採用されたバイトで、『レンタルお兄ちゃん』なんてものを始めなければ。きっと自分はいつまでも、他人から距きよ離りを保って、自分だけの狭い世界に閉じこもるばかりだっただろう。




　今の自分が『頑がん張ばろう』と思えるのは、初葉がいて、仁奈がいて、瑞希がいるから。妹達が『お兄ちゃん』である自分を頼りにしてくれるから、だから圭太もまた、『お兄ちゃん』として、なりたい自分を目指すことができている。




　圭太の横顔を見つめて、初葉はニコッと、幸せそうな笑みを浮かべた。

「ううん。変わったっていうか、戻ったのかな？　どんなお兄ちゃんだって、アタシにとっては大事な『お兄ちゃん』だけど、やっぱり、今の優やさしいお兄ちゃんが、アタシは一番好き」

「戻ったって……なんだよそれ。昔の俺のことなんて、初葉は知らないだろ」

「えー、そんなことないよ～。お兄ちゃん昔から優しかっ──わー！！！」

「急になんだよ!?」

　いきなりすぐそばで大声を出され、耳を押さえる。

「ち、違う違う！　今のなし、なし!!」

「今の？　俺が変わったって話か？」

「ちがっ、ああでも、えとっ……そ、そう！　お兄ちゃんは昔から優しかったって、仁奈姉が言ってて！　それで!!」

「ああ、なるほど」

「そ、そうそう！　それよりさ、もう中に戻ろ？　ちょっと風強くなってきたし」

　初葉に手を引かれ、圭太はようやくお店に戻る。

　途と端たん、

「「圭太にーちゃーん、初葉ねーちゃーん。やっほー！」」

　いつの間に来ていたのか、太希と祐希が、圭太達に向かってブンブンと手を振ふる。

『おー』、と手を振り返そうとして、その格好のまま固まる。




　双ふた子ごの傍かたわらには、見知らぬ女性が立っていた。

　会ったことはない。だけど知っている。父から見せられた、再さい婚こん相手の写真。




　つまり、この人は──。




「……あら？」




　瑞希と話をしていた彼女が、双子の声に気付いてこちらを見る。




　自分の『母』になるかもしれない人との、思いがけない初対面だった。




　　　　◆◆◆




「その……この場合、なんて自己紹しよう介かいしたらいいのかしらね。ええと、とにかく初めまして。瑞希の母の、妹尾真ま希きです」

「こ、こちらこそ、初めまして。真島圭太といいます。その、瑞希さんには、アルバイト先でお世話になっていて……」

　喫きつ茶さ店のテーブル席。向かいに座る『瑞希の母』に、圭太は深々と頭を下げる。

　正面に座る瑞希の母は、優しそうな人だった。よく言えばおっとり、悪く言えば気弱という感じ。今も、初対面の圭太相手にちょっと緊きん張ちようしている様子なのが伝わってくる。

　四人がけのテーブル席には、通路側に圭太と真希。圭太の隣には瑞希が、真希の横には珠希が腰こしを下ろしている。太希と祐希は話の邪じや魔まにならないようにと、お祖母さんに連れられてバックヤードに引っ込んでいた。

　初葉と仁奈は、先に車のほうに戻もどっている。ついでに、玲に『圭太は少し遅おくれる』と伝えてくれるそうだ。

「で、でも、偶ぐう然ぜんね。まさか、こんなところで会うなんて……。ええと、私のことは、もう？」

「は、はい。聞いています、父から」

「そ、そう……それなら、改めて説明はしなくてもいいかしら」

　気を落ち着かせるように、真希はグラスの水を一口。

「えっと……お、お父さんとはね？　知人の紹介で知り合って……お互たがい子供がいるし、それで話も合って。お父さんはあまり乗り気ではなかったようなんですけど、私のほうからお誘さそいして何度か会ううちにそういう話もするようになって……」

「は、はあ……」

　何な故ぜか馴なれ初そめを説明し始める真希に、とりあえず頷うなずきを返す。

　いや、圭太もできるなら、もう少し気の利きいたリアクションをしたかったが。いきなり父親の恋れん愛あい話を聞かされても、こう、なんというか。

「あ、ご、ごめんなさい！　いきなりこんな話されても困っちゃうわね！　ごめんなさいね、私、そそっかしくて……」

　圭太の微び妙みような表情に気付いたのか、真希はあわあわと手を彷徨さまよわせた。その拍ひよう子しにうっかりグラスを倒たおしてしまい、「あっ、あっ……」とまたしても慌あわてた声を上げる。

「お、お母さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ご、ごめんね瑞希ちゃん。えっと、何か拭ふくもの……」

「もう、いいから。二人とも座ってて。慌てるとまた何か倒すでしょ」

　腰を浮うかせる瑞希達を制し、珠希がささっと零こぼれた水を拭く。どうやら瑞希のドジっ子は、母親譲ゆずりのようだった。

「ありがとう、珠希ちゃん。真島くんもごめんなさい、初対面なのに、変なところばかり見せて……」

「いえ、気にしないでください」

『瑞希ちゃんで慣れているので』、とは言わなかったが。圭太の笑顔を見て、真希もホッとしたように笑った。

　でもその笑顔には、また別の意味もあったようで。

「……今日は、いきなりで驚おどろいたけど。でも、会えて良かった。一度、きちんとお話ししたいと思っていたから」

「あ……はい。それは、俺も」

　微笑んだ真希は、「これからよろしくね」と口にした。それは、母として娘むすめの友人にかける言葉だったのか、それとも。

「「ねーねー、にーちゃん」」

　その時、いつの間にかバックヤードから戻ってきていた双子が、ひょこっと、テーブルの横から顔を覗のぞかせる。ちらっとドアのほうを見ると、瑞希の祖母が申し訳なさそうな顔で佇たたずんでいた。どうやら、二人とも祖母の制止を聞かず、勝手に出てきてしまったようだ。

「太希、祐希！　お祖母ちゃんと一いつ緒しよにいなさいって言われたでしょ？」

「だってー」

「気になるんだもん」

　𠮟しかる珠希に構わず、双子は背せ伸のびするように、圭太達の顔を見上げてくる。

「にーちゃんとかーちゃんって知り合いなのー？」

「なんで四人でお話ししてるのー？」

「そ、それはね、太希に祐希？　色々と大人の事情があって……いずれ二人にも説明するけど」

「「ねー！　なんでー、ねーねー！」」

　バタバタ、と駄だ々だをこね出す双子を前に、真希は困ったような顔で圭太を見た。『話してもいいですよ』という意味を込こめて、軽く頷く。

「その……まだ決まったわけじゃないんだけど。圭太お兄ちゃんのお父さんと、お母さん、もしかしたら結婚をするかもしれなくて……」

「「？」」

　よくわからなかったのか、揃そろってきょとん顔をする太希達。見かねたように、珠希が説明を付け足す。

「つまり、真島さんが私達のお兄さんになるかもしれないってことよ」

「「兄ちゃん!?」」

　ぱああ、と、二人は目を輝かがやかせた。テーブルに乗っかる勢いで身を乗り出し、圭太のほうへ詰つめ寄ってくる。

「ホント!?　兄ちゃん、お兄ちゃんになってくれるの!?」

「いつ!?　いつお兄ちゃんになるの!?　ねえねえ！」

「こ、こら、テーブルの上に乗っちゃいけませんっ」

　母親に引っ張り下ろされるも、太希達は興奮冷めやらない様子で、ソファの上でぴょんぴょんと跳はねている。

「ねー、いつー？　ねえねえー」

「だからね、まだきちんと決まったわけじゃないのよ？　もしかしたら、っていうお話でね？」

「えー、やだー、お兄ちゃんほしいよー！」

「お兄ちゃんなってよー！」

「わかった、わかった。……俺の親父おやじが二人の『お父さん』になるかはわかんないけど。俺で良ければ、いつでも『お兄ちゃん』にはなれるからさ。遊びたいときは、いつでも呼んでくれればいいよ」

「「ほんとー!?」」

『やったー！』と、双子の歓かん声せいが店内に響ひびく。

「そんな、いいのよ真島くん？　気を遣つかわなくても……」

「いえ、貸し出されるのは慣れてるので」

　真希は冗じよう談だんだと思ったようで、「圭太くんは面おも白しろいことを言うのねぇ」と微笑ほほえんだ。本当に『お兄ちゃん』のレンタルをしている店があると知ったら、一体どう思われるんだろうか。










「……それじゃあ、俺はこれで」

「はい、気をつけてくださいね」

「「じゃーねー！　にーちゃーん！」」

　ブンブン、と元気に手を振る双子に見送られ、喫茶店を後にする。

『いま終わりました』と玲に連れん絡らくを入れると、『近くの店で夕食を取っている』と返事が来た。初葉達も一緒らしい。

　場所を教えてもらって、圭太も合流しようとする。

　だが。

（……あれ？）

　再び震ふるえた携けい帯たい。また玲からかと思ったが、メッセージの送り主は、意外なことに珠希だった。

（そういえば連絡先交こう換かんしてたっけ……）

　なんだろう、と思いつつ、アプリを開く。




『急にすみません。この後、少し、お時間ありますか。お話ししたいことがあるんです』




　　　　◆◆◆




〝喫茶店に戻ってきてほしい〟と言われ、圭太は来た道を引き返す。

　初葉達を待たせてしまうのは申し訳ないが、それ以上に、珠希からの連絡というのが気に掛かかったのだ。

　一体何を言われるのか……と思いつつ、なんとなく、わかる気もしていて。

　指示された店の裏手に回ると、珠希は既すでに着いていた。圭太に気がつくと、ぺこり、と、いつかのように丁てい寧ねいに頭を下げてくる。

「急に呼び出したりしてすみません。来てくれてありがとうございます」

「それはいいんだけど……珠希ちゃんのほうこそ、一緒に帰らなくて良かったの？」

「大丈夫です。忘れ物をしたから取りに行ってくるって、母達には言ってありますから」

　顔を上げた珠希は、「早さつ速そくですけど」と話を切り出す。

「実は、真島さんに、お願いしたいことがあって……お姉ちゃんに、アルバイトをやめるよう、説得してもらえませんか？」

「え……？」

　呼び出された時点で、瑞希の話なのではないか、とは予想していた。

　けれど、口にされた内容は予想外のもので、圭太は目を瞠みはる。

（まさか、バイト内容が『レンタルお兄ちゃん』だってバレたのでは!?）

『お姉ちゃんに変なバイトさせないでください！』とキレられるのかと、圭太は冷や汗あせを掻かく。

　が、珠希の表情を見るに、そういうわけでもなさそうで。

「なんのバイトをしているのかは、お姉ちゃん、教えてくれないんですけど……でも、お姉ちゃんのことだから、『長女らしくお母さんを助けよう』とか、そういうことだと思うんです。私がアルバイトできる歳としになったら、多分、同じことをすると思うし。……でも」

　顔を伏ふせたまま、珠希は話し続ける。

「お姉ちゃんには、アルバイトなんて、絶対向いてないです。家事だって、しょっちゅうドジして怪け我がしそうになるのに……」

「そ、そんなことはないよ。瑞希ちゃん、あれで店の妹様──お客さんからはすごく人気で！　ドジなところが可愛かわいいって……」

「やっぱりドジしてるんじゃないですか」

　フォローしようとしたのだが、どうやら失敗したらしい。珠希の表情はますます頑かたくなになる。

「けど、瑞希ちゃん、本当に頑がん張ばってるんだよ。転んだりすることも、最初に比べたら減ったし……心配なのはもちろん、わかるんだけど、俺もできる限りフォローするから、珠希ちゃんも応おう援えんしてあげてほし──」

「……無理に、頑張ることなんてないんです」

「……え？」

　絞しぼり出すような声に遮さえぎられて、圭太は困こん惑わくする。

　なんだか、珠希の反応が、思っていたのと違ちがう。

　てっきり彼女は、失敗ばかりの姉が心配で、歯がゆいのだと思っていた。『もっとしっかりしてほしい』、そう願っているのだと。

　だけど、今、珠希の顔に浮かんでいるのは、そういうもどかしさとは違う。

　ひどく、寂さびしそうな表情。

　しかし、その表情の意味を尋たずねる前に、珠希は再び話を始めてしまう。

「とにかく、お姉ちゃんには、バイトなんて向いてません。それは、真島さんだってわかってるでしょう？　だから、真島さんに説得してほしいんです。バイト先の『先せん輩ぱい』の言うことなら、きっとお姉ちゃんも納なつ得とくします。後輩が減るのが寂しいっていうなら、私が代わりになりますから！」

「どういうこと!?」

　戸と惑まどう圭太に構わず、珠希は圭太の手をぎゅっと握にぎり締しめてくる。

「ま、真島さんは、女の子に『お兄ちゃん』って呼ばれるのが好きなんですよね？　だ、だったら、これからは私が、お姉ちゃんの代わりに、『兄さん』って呼んであげますから……！　だから、交換条件として、お姉ちゃんのことを説得してください！」

「いや、違っ……！　なんだか色々と誤解してない!?」

　とっさに手を振ふりほどこうとするが、珠希の握る力は強く、なかなか離はなしてくれない。

「と、とりあえず一いつ旦たん手を離して！　それから話をしようよ、ね!?」

「嫌いやです！　お姉ちゃんを説得するって約束してくれるまで、この手は離しません！」

「……珠希？　裏にいるの？　一体何して──え、兄さん……？」

　騒さわぐ二人を止めたのは、思いがけず聞こえた瑞希の声。

　途と端たん、珠希は慌あわてたように、圭太の手を離す。

「珠希？　忘れ物を取りに行ったんじゃないの？　兄さんも、どうしてここに？」

「いや、ちょっと……」

　なんと説明していいかわからなくて、圭太はちらっと珠希を見る。

　だが、珠希はふいっと、圭太からも瑞希からも顔を背そむけてしまった。

「……別に、なんでもない。真島さんと、偶ぐう然ぜん会ったから、ちょっと話をしてただけ。お姉ちゃんこそ、『車で待ってて』って言ったのに」

「あ……ご、ごめんね？　遅おそいから、気になっちゃって……もう暗いし、雨も降りそうだったし」

「折りたたみ持ってきてるから、平気。……そんなこと言うお姉ちゃんこそ、傘かさ、持ってないじゃない。ホントに降ってきたらどうするつもりだったの」

「え……あ！　そ、そうだよね。私ったらうっかりしちゃって……」

「……前から、思ってたけど。そうやって心配して迎むかえに来るって、つまり、私のこと信用してないってことでしょ」

「え……？」

「だって、『珠希は傘を持ってないかも』って、そう思ったから来たんでしょ。私はしっかりしてるからちゃんと持ってきてるって、そういう風には思ってくれなかったんでしょ。……私、そんなに頼たよりにならない？　そんなに信用できない？　だから……アルバイトのことも一人で勝手に決めちゃったの？」

「そんな……！　そんなつもりじゃないよ。ただ、私は、珠希の『お姉ちゃん』だから……」

　瑞希が口にしたその言葉に、珠希が一いつ瞬しゆん、表情を険しくした。

　何かを言いかけて、けれど彼女は、ぐっとそれを飲み込む。そして、くるりと瑞希に背を向けた。

「……私、ちょっと一人になりたいから。バスで帰るって、お母さん達には言っておいて」

「えっ……。ま、待って！　もう暗いし、一人でなんて危ないよ。その……私の顔を見たくないってことなら、私がバスで帰るから……」

「っ……！　大だい丈じよう夫ぶだって言ってるでしょ！　私は、お姉ちゃんみたいにドジしたりしないから!!」

　叩たたき付けるように叫さけんで、珠希は走り出してしまった。瑞希のことを振り返ろうともせず。

「珠希……!?」

　駆かけ出す珠希を、瑞希はとっさに追いかけようとしたらしい。

　だがその矢先、置いてあったバケツに足を引っかけて転んでしまう。

「瑞希ちゃん!?　大丈夫？」

「わ、私のことはいいですから！　珠希のこと、お願いします！」

　頭にハマったバケツをとろうとしながら、瑞希が言う。

　ちょっと心配だったが、圭太はひとまず、言われたとおりに珠希を追いかけることにした。もうすぐ夜になるし、天気も崩くずれ始めている。このまま放っておくのは不安だった。

「珠希ちゃん！」

　小さくなる彼女の背中を追って、圭太は一目散に走り出した。




　　　　◆◆◆




「珠希ちゃん！　ちょっと、待ってよ！　ねえって！」

「ついてこないでください!!」

　必死に追いかけるけれど、珠希は一向に足を止めてくれない。

　既に道は道路を離れ、すっかり森の中へと入り込んでいた。ろくに整備もされていない獣けもの道みちを、躓つまずきそうになりながら懸けん命めいに走る。

「もう、しつこいです！　私なら大丈夫ですから、放っておいてください！」

「そういうわけにはいかないよ！　とにかく、危ないから、ちょっと待ってって！」

「誰だれにでもいい顔をするナンパ男に言われたくありません！　私と姉さんに構わないでください！」

「ご、誤解だよ!?」

「何が誤解なんですか！　聞いたら、祐希にまで手を出そうとしてたって言うじゃないですか！　変態!!　ロリコン!!　私のお姉ちゃんに近付かないで!!」

　立ち止まった珠希が、すさまじい形相でこちらを振り返る。追いつくチャンスだったが、その眼光の鋭するどさにたじろいで、圭太もその場で足を止めてしまった。

　……しばらく無言で見つめ合い。珠希は再びずんずんと歩き出した。慌てて、圭太も後を追う。

「っ……珠希ちゃん、ってば！　う、わ……!?」

　とうとう、張り出していた木の根に足を取られ、圭太は派手に転てん倒とうした。とっさに手はついたけれど、膝ひざやら肘ひじやらあちこち打ち付けて、じんじんと痛い。

「いてて……」

「だ、大丈夫ですか!?」

　バタバタ、と駆け寄ってくる足音。顔を上げると、珠希が駆け戻もどってくるところだった。その顔が思った以上に慌てていたので、圭太はつい笑ってしまう。

「え？　な、なんですか。なんで笑うんですか！」

「いや、やっぱり姉妹しまいなんだなーって……ありがとう、珠希ちゃん」

　かあ、と、珠希の顔が耳まで赤く染まる。

「か、からかわないでください。……それより、怪我とかしてませんか？」

「うん。大丈夫そう……あー、でも、ちょっと足捻ひねったかも……」

　右の足首。力を入れると、若じやつ干かん痛い。

　捻ねん挫ざとかではなさそうだが、珠希は「え!?」と大おお袈げ裟さなくらいに顔を青ざめさせた。

「た、大変！　救急車！　ああ、でもだめ！　私の携けい帯たい、太希達に渡わたしちゃってた！」

「いや、大丈夫だよ。ちょっと捻っただけだから……」

　とはいえ、しばらくは歩かないほうが良さそうだ。

　よっこいしょ、と手近な幹にもたれて、地面に座り込む。

「だ、大丈夫ですか……？」

　珠希はまだ、可哀かわい想そうなくらいオロオロしてしまっている。怪我をさせたのは自分のせいだと、そんな風に思ってしまっているのかもしれない。

　だから、圭太はあえてふざけてみせた。

「平気だって。なんてったって、俺はお兄ちゃんだからさ。このくらいなんとも──」

　そう言って、笑おうとして。けれど、圭太の言葉は途と中ちゆうで止まる。




『けい兄ちゃん、大丈夫……？』

『へーきだって！　俺はおにいちゃんだからな！』




（……今の）

　……そうだ。あのときも、圭太は心配する『彼』を安心させようとして、そう言って笑ってみせたのだ。




「……真島さん？」

　ハッと、我に返る。真っ先に目に入ったのは、珠希の心配そうな顔だった。

「本当に大丈夫ですか？　もしかして、頭とか打ったんじゃ……」

「いや、大丈夫。ちょっと、ボーッとしてたんだ。怪け我が自体はなんでもないよ」

「……そう、ですか。でも、ちょっとでも変だなと思ったら、すぐに言ってください」

　そう言うと、珠希は圭太の隣となりに座り込んだ。

「珠希ちゃん？」

「歩けるようになるまで、私もここにいます。……もし無理そうなら、人を呼んでこないといけないですし」

「いや、でも、それは逆に悪いというか……」

「じゃあ聞きますけど、ここに一人で置いていかれて、帰り道、わかるんですか？」

「うっ」

　言われてみればその通りだった。珠希を追いかけてここまで来たはいいが、果たしてどこをどう走ってきたのか、思い出そうとしてもさっぱりわからない。

「ごめん……置いていかないでください……」

「わかってます。……大丈夫です。一いつ緒しよにいますから」

『……私のせいですし』、と、ぽつりと零こぼされた言葉は、聞かなかったことにした。

「……っていうか、珠希ちゃんは帰り道、覚えてるんだ？」

「ええ、まあ。……よく来るので」

　てっきり、圭太や瑞希から逃にげたくて、闇やみ雲くもに走っているのかと思っていた。

　それもあって、森で迷ったら大変だと必死に追いかけたのだが……どうやら違ちがったらしい。いや、どのみち追いかけはしただろうから、いいのだけれども。

「……秘密基地」

　それは、本当に小さな囁ささやき声で。かろうじて聞き取れた圭太は、「え？」と聞き返す。

「秘密基地が、あるんです。ずっと昔に、お姉ちゃんと二人で見つけた……私と、姉さん以外は、行き方も知らない、本当に本当の秘密の場所です。でも今は、姉さんも場所を忘れて、誰も来ないから……だから、一人になりたいときはいつも、そこに行くようにしていて」

「そうなんだ」

　顔を隠かくすように、珠希は膝を抱かかえ込む。それ以上は聞かれたくないというように。

　だけど圭太は口を開いた。どうしても、確かめなければいけないことがあったから。

「珠希ちゃんは、瑞希ちゃんのことが、やっぱり心配？」

「……どうして、そんなこと聞くんですか」

「そりゃ、気になるからさ。……太希くん達が言ってたんだ。瑞希ちゃんのことは大好きだけど、ドジが多くて心配だって。『もっとしっかりしてほしい』って……珠希ちゃんもそう思うから、瑞希ちゃんにあれこれ言っちゃうのかな」

「……違います」

「え？」

「私はただ……長女だからって、無理に頑がん張ばらなくてもいいって……そう、姉さんにわかってほしいだけです」




　──私がいるんだから。




　ぎゅっと膝を抱えて、珠希は言葉を零す。




「……お姉ちゃんには、私がついてるんだから。『長女』だからって、なんでも自分がやらなきゃって、そんなこと思わなくていい。できないことはできないって、素す直なおに認めて、頼たよってくれたらいいんです。私は、太希達と違って、お姉ちゃんに『しっかりしてほしい』なんて、そんなこと、少しも思ってないんだから……」

　それは、圭太に話しているというより、独り言に近かった。ずっと胸にわだかまっていたことが、一度口を開いた拍ひよう子しに溢あふれ出してしまったような。




　──そうか。彼女は、姉を頼りなく思っていたのではなくて、ただ……。




「……だったら、素直にそう言ったらいいのに」

「言ってますよ、何度も。……でも、聞いてくれなくて」

　珠希の話は、それからも止まらなかった。本当は、ずっと誰かに話したかったのかもしれない。




　珠希の話によれば……まだ二人が幼い頃ころ。瑞希は忙いそがしい両親の代わりに、いつも珠希の面めん倒どうを見てくれていたそうだ。優やさしくて、なんでもできてなんでも知っている、自じ慢まんのお姉ちゃんだったのだと。




　けれど、成長した彼女はやがて知る。自分の姉が、自分が思っているほど完かん璧ぺきではない……いやむしろ、人よりずっとそそっかしい人物であるという事実を。




『これからは今までの分まで、私がお姉ちゃんを助けなくっちゃ！』




　幼いなりに、彼女はそう決意を固め、姉から独り立ちすることを決めたという。自分のことは自分で行い、姉に任せっきりにはしない。むしろ自分こそが、ドジをしがちな姉の面倒を見るのだと──。




　そうすれば、姉は喜んでくれると思っていた。『珠希ちゃんはすごいね』って褒ほめてくれて、自分のことをもっと頼りにしてくれると。




　……しかし、現実は違ったらしい。




　珠希が『しっかり者』と呼ばれるようになればなるほど、瑞希は珠希に対して、申し訳なさそうな顔ばかりするようになった。




『いつも迷めい惑わく掛かけてごめんね』

『ドジなお姉ちゃんでごめんね』




　珠希が瑞希の失敗をフォローするたび、彼女の代わりに弟妹きようだいの面倒を見るたび、瑞希はそう言って珠希に謝る。『気にしなくていいよ』、『大だい丈じよう夫ぶだよ』、と何度言っても、気まずそうな表情が晴れることはなかった。




　そのくせ……珠希が何かしようとすると、瑞希は決まって言うのだ。『私も手伝うよ』、『珠希にだけ任せられないよ』と、そう言って頑張ろうとする……無理をしようとする。




　悲しかった。自分はそんなに頼りにならないのだろうかと。




　悲しさはやがて、わかってもらえない苛いら立だちに変わり、珠希はいつしか、瑞希の前であまり笑わなくなった。姉を大好きな気持ちは変わらないのに、積もり積もった不満が胸の内でとぐろを巻いて、瑞希の顔を見るたび、それを思い出してしまう。




　だからまた苛立って、瑞希はそんな珠希に対しますます萎い縮しゆくし……そんな悪あく循じゆん環かんが、もうずっと、何年も続いていて。今ではもう、珠希自身でも、姉に対してどんな風に接すればいいか、わからないのだという。




「……勝手な妹だって、軽けい蔑べつしましたよね……。わかってます、自分でも……けど、もう、どうしたらいいか──」

「軽蔑なんてしてないよ。……むしろ俺、その気持ち、少しわかる」

「え？」

　きっと否定されると思っていたのだろう。圭太は瑞希の友達だから、瑞希の味方をするはずだと。

　もちろん、圭太は瑞希の味方だ。それは絶対に。

　ただ……考えてみれば。自分がお兄ちゃんとして『レンタル』されていた時も、瑞希はずっとそうだったのだ。

　自分から『兄さんになってください』と言いながら、ずっと、どこかで圭太に対して遠えん慮りよし続けていた瑞希。




　それはつまり、本心から『妹』になってくれていた……なれていたわけではないということ。

　圭太のことを『兄さん』だと、本心から思ってくれていたわけではないということだ。




　瑞希はきっとわかっていない。そうやって遠慮して自分の気持ちを飲み込むことが、される側にとってどれだけ寂さびしいか。




　なら、それを瑞希に伝えるためにはどうすればいいのだろうか。




「……あの。急に黙だまらないでください。気になるじゃないですか。わかるって、なんの話なんですか、一体」

　珠希は半信半疑という顔で、圭太をじっと見つめている。

　ちょっと不満げな顔は、拗すねているようにも見えた。その顔が、なんだか可愛かわいくて。ほとんど無意識に、圭太はその頭に手を伸のばす。

　……と。

「……あ。珠希ちゃん。髪かみのリボン、なんだかほどけそうだよ」

「え……!?」

　何な故ぜか、珠希は妙みように慌あわてた顔をした。

　リボンを直そうと、彼女が手を伸ばしたその瞬しゆん間かん。一ひと際きわ大きな風が木立の間を吹ふき抜ぬけ、圭太は思わず目を瞑つぶる。

「あ……！」

　閉じた瞼まぶたの向こうで、珠希の焦あせった声がした。立ち上がる気配。反射的に目を開くと、珠希が森の奥へと走って行くのが見える。

「珠希ちゃん!?　急にどうしたの!?」

「リボンが、木に引っかかって……っ」

　ほどけてしまった髪を揺ゆらして、彼女は木立の奥へ入っていく。




　──けれど、だめだ。そっちは行っちゃいけない。




　圭太は知っているのだ。だって前にも、同じことがあったから。




「珠希ちゃん!!」

　気がついたら叫さけんでいた。その剣けん幕まくに驚おどろいたのか、珠希がこちらを振り返る。




　だが、それは一歩遅おそかった。




「きゃっ……!?」

　生おい茂しげった下草でわからなかったが、珠希の足あし下もとは切り立った斜しや面めんになっていた。気付かずに近付いていた珠希は足を滑すべらせ、そのまま落ちそうになる。

「珠希ちゃん！」

　落下しようとするその体へ、圭太は必死に手を伸ばした──。








第四章　『お兄ちゃん』の条件









「──おにーちゃーん！　珠たま希きちゃーん!!」

「二人ともー！　聞こえたら、返事をしてくださいー！」

　呼びかける声が森の中に木霊こだまし、やがて消えていく。

「どうしよ……お兄ちゃん達見つからないよ、仁に奈な姉……」

「……ひとまず、野の中なかさんに連れん絡らくしましょう。携けい帯たいも繋つながりませんし、いくらなんでもおかしいです」

　いつまでも戻もどってこない圭けい太た達を訝いぶかしみ、捜さがし始めてからもう三十分。

　ひとまず店に向かった初はつ葉は達は、そこでちょうど、慌てている瑞みず希きと出くわしたのだ。聞けば、圭太は珠希を追いかけて、山のほうに向かったとのこと。

　すぐに戻ってくるかと思い、店の近くで待っていたが、一向にその気配はなく。さすがに心配になって、初葉達も、こうして様子を見に来たのだった。

　山に向かう道中であっさり出会えればと思っていたが、そう上手うまくはいかなかった。既すでに日も落ちて、辺りは暗くなり始めている。空を覆おおう雲も分厚くなり、いつ雨が降り出してもおかしくない。考えたくはないが、もし二人が道に迷っているとしたら一大事だ。

「とにかく、一いつ旦たん戻りましょう。野中さんにも連絡しないといけませんし」

「で、でも……！」

「……気持ちはわかりますが、後は大人に任せましょう。私達まで迷ってしまっては、後でお兄様が見つかったとき、余計な心配を掛かけてしまいます」

「…………、うん……」

　項うな垂だれる初葉の頭に、そっと手を乗せる。別に甘やかすつもりなんてないのだけれど……初葉がこういう顔をしていると、なんだかつい、こうしたくなってしまうのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。お兄様は、私達を悲しませるようなことなんてしない人ですから」

「仁奈姉……うん」

「はい。わかったら、早く戻りましょう。妹せの尾お先せん輩ぱいも──……あれ？」

　きょろきょろと、辺りを見回す。




　いつの間にか、一いつ緒しよに来ていたはずの瑞希の姿が、どこにも見えなくなっていた。




　　　　◆◆◆




「し……死ぬほどビビった……」

　──斜しや面めんの下。珠希と一緒に地面にへたり込みながら、圭太は「はぁぁ～……」と息を吐はき出す。




　落ちかけていた珠希の腕うでを掴つかんで、自分のほうに引き寄せたまでは良かった。

　……が、上半身を引いた反動で、圭太は足を前に滑らせて尻しり餅もち。そのまま滑り台よろしく、珠希と一緒に斜面を滑り降りてきたというわけだった。




「ご、ごめんなさい！　本当に、私のせいで……!!」

「あはは。いいっていいって。ちょっとズボン破けたけど、そのくらいだし」

　服はかなり汚よごれたが、それ以外には怪け我がもない。それほど高い崖がけではなかったのと、途と中ちゆう、木や岩といった障害物にぶつからず、足から真っ直すぐ落ちたのが幸いだったのだろう。

　……とはいえ。斜面の角度はかなり急で、ここから登って上に戻るのは無理そうだった。珠希も同じことを考えていたのか、上を見上げて途方に暮れた顔をする。

「登れない……ですよね」

「うーん……どこか迂う回かいできる道を探すしかないね。……そういえば、リボンは大丈夫だった？」

「あ、はい」

　珠希が、手に持っていたリボンを見せてくれる。よく見ると、彼女の年の割に、子供っぽいデザインのリボンだ。

「これ……子供の頃ころに、姉さんがくれて」

「そっか。だったら、なくさずに済んで良かったね」

「はい……でも、そのせいで真ま島じまさんに迷めい惑わくを」

「だから、それは大丈夫だって」

　実のところ、言うほど大丈夫でもなかった。座っているから珠希は気付いていないだろうけれど、ズボンの尻しりのところがだいぶ盛せい大だいに破けているのだ。多分これは絶対にパンモロしている。マジでどうしようこれ。

　おまけに、悪いことは重なるものらしく。ぽつり、と頭に水すい滴てきが落ちてきたと思ったら、瞬またたく間に雨が降り始める。

（マジかー!?）

　パンモロしている身に雨はきつい。早くも、モロ状態のそれに雨水が染しみ込み始める気配があった。立ち上がりたいけど、珠希が隣となりにいてはそれもできない。詰つんでいる。ホントどうしよう。

「大変、雨が……！　真島さん、立てますか？　どこか、雨宿りのできるところを探さないと……！」

「いいいい、いや！　た、立ち上がるのはちょっと……！」

「え!?　まさか、どこか怪我を!?」

「いや、そ、そういうわけじゃないんだけどね!?」

　心配そうな珠希の視線に心が痛むも、まさか本当のことも言えない。かっこ悪すぎる。

「と、とにかく俺のことはいいから！　珠希ちゃんだけでもどこかで雨宿りを！」

「そんな！　そんなことできません！　だったら私も一緒に濡ぬれて……そうだ！　私のこの服を傘かさの代わりにしてください！　いま脱ぬぎますから！」

「わー！　待って待って待ってー！」

　勇ましく服を脱ごうとする珠希を、大おお慌あわてで止める。

「そ、そこまでしなくていいんだよ！　本当に怪我とかじゃないから！　ただちょっと、立ち上がりたくない事情があるだけで!!」

「嘘うそ言わないでください！　そんなわけのわからない事情なんかでっちあげて！　私に気を遣つかわせないためなんでしょう？」

　違ちがう。本当に違うのだ。ただパンツが、モロなだけで。

「とにかく、私に遠えん慮りよなんてしなくていいですから！　もしもの時は二人で温め合って夜を越こしましょう！　大丈夫です！　真島さんなら……いいえ、お兄さんが相手なら私、平気です！」

「あー!!　待って!!　珠希ちゃんやめて！　脱がないでー！！！」

　誰だれか助けて。服に手を掛ける珠希を必死に押しとどめながら、圭太は心の底から祈いのった。




　……そしてその祈りは、どうやら神様に届いたらしく。




「──珠希!!　兄さん!!」




『え？』と、珠希と圭太は顔を見合わせる。

「瑞希ちゃん！」

「お姉ちゃん……!?」

　ガサ、と付近の茂しげみが揺ゆれたかと思うと、その向こうから瑞希が顔を覗のぞかせる。

「珠希！　兄さんも……良かった、見付かって」

「瑞希ちゃん……え!?　待って、どうやってここに！」

「どうやってって……えっと、そこの道からぐるっと回って」

　自分の来た方向を指さして、瑞希。話を聞けば、崖の上まで簡単に戻れる迂回路があったらしいのだ。『なんだ……』と、圭太は拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「でも……よくここにいるってわかったね」

「それは……ええと、たまたま近くを歩いていたら、声が聞こえたので……」

「たまたまって……」

　そんな偶ぐう然ぜん、あるものだろうか。いくら多少土地勘かんはあると言ったって、こんな山の中だ。闇やみ雲くもに探して見付けられるものじゃない。

（……ひょっとして、珠希ちゃんが言ってた『秘密基地』のこと、瑞希ちゃん、覚えてたんじゃ？）

　瑞希はとびきり記き憶おく力がいいという。今までここに来なかったのは、忘れていたのではなくて、一人になりたい珠希に気を遣って、覚えていない振ふりをしていたのではないか。

　もしそうだとしたら。いつものように帰りを待つのではなく、瑞希がこうして圭太達を──いや、珠希を追いかけてきたのは。

「珠希……！　もう、心配させないで……こんな時間に山に入ったら、危ないってわかってるでしょう？」

　𠮟しかるような口調は、いつもの瑞希らしくなく、厳しさを含ふくんでいた。それだけ心配していたのだろう。びくっ、と、珠希が身を竦すくめたのがわかる。

　だが珠希は、ふい、と姉から顔を背そむけてしまった。

「そんなこと、お姉ちゃんに言われなくたってわかってる」

「珠希、そんな言い方──」

「っ、大体、お姉ちゃんは大おお袈げ裟さなの！　ここはよく知っている場所だし、いざとなれば、自分でなんとかできるもの！　それを、一人で捜しに来たりして、お姉ちゃんのほうこそ危ないじゃない！　ただでさえ、いつもドジばっかりで、人に心配掛けてるくせに！　そんなお姉ちゃんに偉えらそうなこと言われたくない！」

「っ……」

　ビクッと、頬ほおでも叩たたかれたかのように、瑞希が顔色をなくす。

「ご、ごめん……。そう、だよね……私、人のこと言えないくせに、自分を棚たなに上げて、怒おこったりして……」

　あっという間に、瑞希はいつものように俯うつむいてしまった。せっかく、珠希の顔を正面から見られていたのに。

　珠希もまた、自分が口にしてしまった言葉に、自分で傷付いた顔をしている。けれど、瑞希は下を向くばかりで、妹の表情に気付く気配はない。




　とっさに、圭太は思った。これではだめだと。




　だって、今の言葉が珠希の本心なわけない。「迷惑を掛けてごめんなさい」と、圭太にはそう言って、落ち込んだ顔すら見せていたのだ。自分が人に心配を掛けてしまったこと、彼女はちゃんと理解して、反省している。

　それでも、瑞希に対してそれを言えなかったのは、きっと、『頼たよりないと思われたくない』という、彼女なりの見み栄えだった。

　自分は一人でも大丈夫なんだと……だから、もっと頼りにしてほしい、と、その一心で。

　そしてその強がりを、瑞希は言葉通りに受け取ってしまった。受け取って、そして、『遠慮』をしてしまった。そこでもし瑞希が引き下がらなければ、あるいは、珠希だって本当のことが言えたかもしれないのに。




　それじゃあ、だめだ。




　けれど、ただ圭太が『ちゃんと話し合おうよ』、なんて言ったところで、きっと意味がない。

　普ふ段だん、言えずにいることを言うためには、それなりの勢いが必要だ。たとえば、怒って感情的になったり、相手を心配するあまり我を忘れたり。




　もう一度。二人の感情を揺さぶるには、一体どうしたらいい？




　考えて──だけど、ヒントは最初から、目の前にあったんだと気がついた。




「──そうそう。大袈裟なんだよ瑞希ちゃんはさ。ねえ、珠希ちゃん？」

「え……？」

　ぽん、と肩かたを叩くと、珠希は戸と惑まどったような顔をした。いきなり話しかけられたのと、圭太の態度が急に変わったせいだろう。

　それは瑞希も同じらしい。ぱちくりと目を瞬しばたたかせて、圭太の顔をじっと見ている。

「……兄さん？」

「確かに、崖から落ちたときはヒヤッとしたけど、たいした怪け我がもなかったんだし、別に道に迷ってたわけでもないし。実際、瑞希ちゃんだってあっさり追いついてこられたんだから。それを、まるで遭そう難なんでもしたみたいに」

「それは……そう、かもしれません、けど」

「そうそう。だからさ、瑞希ちゃんはもう先に帰ってていいよ。珠希ちゃんは俺が責任持って家まで送ってくから」

「え、あ……で、でも、だったら、私も──」

「いいって、いいって。俺も珠希ちゃんともう少し二人で話したかったし。瑞希ちゃんがいなくても大丈夫だから」

「そ、そういうわけには……」

「えー、もしかして、俺や珠希ちゃんのこと信用できない？　珠希ちゃんがすごくしっかりした子なのは、瑞希ちゃんだって知ってるでしょ？　『大だい丈じよう夫ぶ』だって言ってるのに、何がそんなに心配なの？」

　瑞希は、目をまん丸にして、圭太のことを見ている。

　だけど、その唇くちびるが小さく動いたのを、圭太は見み逃のがさない。

「…………い、ですか」

「え？　なんて？」

　聞こえていないふりをして、圭太は尋たずね返す。すう、と、瑞希が息を吸い込んだ。

「……決まってるじゃ、ないですか」

「決まってるって、何が？」

「っ……心配するに、決まってるじゃないですか!!　信用してるとか、してないとか、そういう問題じゃないです!!　何言ってるんですか、兄さん!!　そんなっ……そんなこと言うなんて、いつもの兄さんらしくないです!!」

　そこらじゅうに響ひびくような声で、瑞希が叫さけぶ。

「そりゃあ、私はドジで！　普段、お姉ちゃんらしいことなんてなんにもできてませんけど!!　でも！　たとえお姉ちゃんらしくなくたって、人のこと言えなくたって、心配なものは心配なんです!!　だって珠希は私の妹なんだから!!　妹のこと心配して、何が悪いって言うんですか!!」

　ハアハア、と荒あらい息を吐はき、それでもまだ、瑞希の勢いは止まらない。

「珠希も!!」

「は、はい!!」

　キッ、と鋭するどく見み据すえられて、珠希は『びくー！』と背筋を伸のばした。

「珠希は、『自分は大丈夫』って思ってるのかもしれないけど、女の子が暗い中出歩くなんて危ないに決まってるじゃない！　しかもこんな森の中!!」

「そ、それは……！　た、確かに、今日はちょっと失敗したけど、いつもはこんな風にはならな──」

「ううん！　今日だけじゃない！　いつも何かあるたびに遅おそくまで『秘密基地』にこもって！　そりゃあ珠希は私なんかよりずっとしっかりしてるし、ドジばっかりの私が言っても説得力ないって、今まで黙だまってたけど、ずっと心配してたんだからね!?」

「あ、え……。え……？」

　𠮟りつけられて、珠希は呆ぼう然ぜんと目を丸くする。こんな風に怒られたのは、きっと初めてなのだろう。落ち込むというよりも、その表情には驚おどろきが強い。

　……いや。もしかしたらその驚きは、怒られたことに対してだけじゃなく──。

「……知ってたの？　私が、いつも、ここに来てること……」

「当たり前でしょ！　ここは私が珠希に教えた場所なんだから！　あんなに毎日、二人で一いつ緒しよに遊んだのに、忘れるわけないじゃない！」

「そ、そんな……だったら、最初っから、迎むかえに来てくれれば良かったのに！　私、ここにいればお姉ちゃんが来てくれるかもって……そうしたら仲直りできるって思って、ずっと待ってたのに!!」

　瑞希の感情の高ぶりに釣つられるように、珠希もまた、声を張り上げる。今度は、瑞希が目を丸くする番だ。

「そ、それは……珠希は、一人になりたいんだと思ったから……私が行っても、余計に怒らせちゃうと思って……」

「そんなこと一言も言ってない!!　お姉ちゃんの馬ば鹿か！　どうしていっつも、自分一人で勝手に決めちゃうの!?　どうして私には何も相談してくれないの!?　『妹』だって……そんな風に言うなら、もっと私のこと信用してよ……！　お姉ちゃんが、いつも一人で無理するから、だから、私が頼りないせいなのかなって、ずっと私、寂さびしくて……！」

「そんなことないっ……！　珠希には、ずっと、助けてもらってたよ？」

「だったらなんで、黙ってアルバイトなんて始めちゃったの!?　無理に頑がん張ばらなくていいって、私はずっと言ってるのに！」

「無理くらいするに決まってるじゃない！　だって私は、『お姉ちゃん』なんだから……！」
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　思わず、という様子で、瑞希が珠希に駆け寄った。そのまま、ぎゅっと手を握にぎり締しめる。

「そりゃあ、私は……いつもドジばっかりだけど……！　全然、お姉ちゃんらしくなんかないけど……！　でも、小さかった珠希が、『お姉ちゃん』って呼んで、頼ってくれるのが、すごく嬉うれしかったから……『私は珠希のお姉ちゃんなんだ』って、それがずっと、自じ慢まんで……っ」

　声に含まれていた怒ど気きはいつしか嗚お咽えつに変わって、ぐすっと鼻を啜すする音が聞こえる。

「だからっ……『無理しなくていい』なんて、そんな寂しいこと言わないでよっ……。今はまだ、全然だめだけど、いつかまた、珠希が自慢できるようなお姉ちゃんになれるよう、頑張るから……！」

「な、何それ……っ。だめ、なんて、お姉ちゃんのことそんな風に思ったことない……私はずっと昔から、お姉ちゃんのこと大好きだもん……。ずっと、自慢のお姉ちゃんだもん……！」

　……一度堰せきを切ったら、後はもう溢あふれ出すばかりというように。二人の言葉は止まる気配がなかった。

　木立の隙すき間まから空を見上げると、雨は少しずつ小降りになってきている。この分なら、もう少し、ここにいても平気だろう。

　だから、圭太は口を挟はさむことはせず、少し離はなれたところから、姉妹しまいのやりとりをずっと見守っていた。

　ぐずぐず、と零こぼれる二人分の嗚咽が、やがて小さくなって、くすりと、吹ふっ切れたような笑えみに変わるそのときまで──。










「……兄さん」

「うん。話はもう、いいの？」

「はい……その、すみませんでした。ずっと付き合わせてしまって……」

「そりゃ付き合うよ。俺はまだ、『お兄ちゃん』だから」

　そう言って笑ってみせたら、瑞希は目を丸くした後、ふっと噴ふき出すようにして笑った。珠希はきょとんとした顔をしているけれど、今はこのくらいいいだろう。

「それと……さっきは、怒鳴ったりして、ごめんなさい」

「いや、あれは俺が悪かったから。そりゃあ、『妹』が心配なのは当たり前だよね。それを、無神経なこと言っちゃって──」

「誤ご魔ま化かさなくてもいいんですよ。あれが兄さんの本心じゃないことくらい、普段の兄さんを知っていればわかります」

　当たり前のようにそう言われて、圭太は言葉に詰つまる。

　とぼけようかとも思ったけれど、こちらを見つめる瑞希が優やさしげに微笑ほほえんでいたので、圭太は演技するのをやめた。これ以上誤魔化すと、余計に恥はずかしいことになりそうだったので。

「でも……どうして、あんな嘘うそを？」

「いや、それは……瑞希ちゃんはさ。珠希ちゃんにも、太たい希きくん達にも、ずっと遠えん慮りよしてるみたいだったから。もっと本音で、ぶつかり合ったほうがいいと思って」

「だから、私を怒おこらせようと思って、わざとあんな……？」

「それもあるけど……普通に演技しただけじゃ、瑞希ちゃんにはバレちゃうかと思ってさ。ああ言ったら、また前と同じように、怒ってくれると思ったんだ」

『え……』と、虚きよを突つかれたように、瑞希が言葉をなくす。

「……やっぱり瑞希ちゃんだったんだ。いや、『ミキくん』って言ったほうがいいか」

　瑞希は何も言わない。だけど、こぼれ落ちんばかりに見開かれたその目が、思い違ちがいではないことを教えてくれる。




『……けい兄ちゃん？』




　あの肝きも試だめしの晩、瑞希が零した『呼び名』。

　あのときはすぐに思い出せなかったが、今ならはっきりとわかる。




「ここの『秘密基地』、覚えてるよ。子供の頃ころさ、ここで毎日、一緒に遊んだよね。あの頃は、男の子だと思ってたけど」

「兄さん……覚えて……？」

「いや、すっかり忘れてたんだけど。……でも、さっき思い出したんだ。『前にも、こんなことがあったな』って」




　──幼い頃。母の実家に遊びに来ていた圭太は、ここで幼い兄妹きようだいに出会った。もっとも、そのうちの片方は『兄』ではなくて、本当は『姉』だったのだけれども。

　けれど、当時の圭太はそんなことにはさっぱり気付かず、その子を男の子だと思い込んで、実家に滞たい在ざいしている間、毎日のように、一緒に遊んだのだ。




「あのときもさ、俺が足滑すべらせて崖がけから落っこちて……『大したことない』って意地張る俺を、瑞希ちゃん、怒ってくれたよね。『心配させないでよ』って」

　大人しい子だと思っていたから、その剣けん幕まくにびっくりしたのを覚えている。

　今なら、それが、彼女の優しさだったんだとわかる。けれど、当時の圭太はまだ子供で、つい意固地になって、喧けん嘩かをしてしまったのだ。『いつも転んでばっかりの奴やつにそんなこと言われたくない』、なんて言って。

　そのまま圭太は東京に戻もどって、瑞希とはそれっきり。程ほどなくして両親も離り婚こんし、母の実家を訪おとずれることもなくなったから、いつの間にか、すっかり忘れてしまっていた。

「ごめん。心配してくれたのに、俺、意地張っちゃって。今さらだけど、謝るよ。……それと、ありがとう。怒ってくれて」

「い、いえ！　そ、そんな、私のほうこそ、偉えらそうなことを言って……！」

「あのさ、瑞希ちゃん」

　慌あわて出す瑞希を遮さえぎって、圭太は続ける。

　それはずっと、圭太が彼女に対して思っていて、だけど、言葉にできなかったこと。『私はお姉ちゃんらしくないから』と、瑞希が口にするたび、胸にわだかまっていたもやもやの正体。

「瑞希ちゃんは、『自分はお姉ちゃんらしくない』って、ずっと気にしてたけど……俺、思うんだ。『お姉ちゃんらしい』とか、『お兄ちゃんに相応ふさわしい』とか、そんなのたいした問題じゃないって。だって……珠希ちゃんが、瑞希ちゃんの『妹』だって事実は、何があっても変わったりしないんだから」




　当人が望もうと望むまいと。『妹』がいる限り、『お姉ちゃん』でなくなることは絶対できない。頼たよりになるとか、らしくないとか、そんなのとは関係なしに、『お兄ちゃんである』という事実は消えないのだ。




　だから、瑞希だって、気き後おくれする必要なんて、ない。

　……第一、圭太自身だって。




「……瑞希ちゃん、いつも言ってくれるよね。『俺はいいお兄ちゃんだ』って」

「は、はい。それは、もちろん──」

「けどさ。俺だって、このバイト始めるまでは……『お兄ちゃん』なんかじゃなかった。初葉にも言われたよ。入学したばっかの頃の俺は、今とは違ってたって」




　考えてみたら、当たり前の話だ。だって、あの頃の圭太には、『妹』なんていなかったから。




　それでも、今の圭太が曲がりなりにも『お兄ちゃん』として頑張れているのは、初葉や仁奈や瑞希が、『お兄ちゃん』と、そう呼んで、頼ってくれるから──信じてくれるからだ。




「それでも、瑞希ちゃんが、今の俺を見て、『理想のお兄ちゃんだ』って思ってくれるんなら……瑞希ちゃんだって、同じようになれるってことだよ。瑞希ちゃんには最初から、お姉ちゃんのことが大好きな妹や弟がいるんだから」

　だって……『お兄ちゃん』と、そう呼んでくれる人がいる限り、人は誰だれだって、いつからだって、お兄ちゃんになれるのだから。




「それでもまだ、瑞希ちゃんが『お姉ちゃん』になる自信がないっていうなら、俺が手伝うよ」

「え……？」

　不思議そうにする瑞希に、そっと顔を近付ける。後ろの珠希に聞こえないように。

「──今から、俺が瑞希ちゃんを『レンタル』する。だから、俺のためにも……これからも、みんなの『お姉ちゃん』でいてよ。『瑞希姉さん』」

　瑞希の目が、こぼれ落ちそうに見開かれる。

　それを見届けて、圭太はそっと二人から離れた。ここまできたら、後はもう、自分にできるのは見守ることだけだ。

　瑞希が振り向くと、珠希は困ったように顔を伏ふせる。

　だけど、瑞希は目を逸そらさなかった。真っ直すぐに妹を見つめ、歩み寄っていく。

「……あのね、珠希。珠希が、私のこと心配して、無理しないでって言ってくれるのは、すごく嬉しいけど……でも、やっぱり私、珠希にも太希達にも、『お姉ちゃん』って、頼りにしてほしいから。だから、これからも、一いつ杯ぱい無理したい」

　俯うつむく珠希の顔を覗のぞき込むように、瑞希はちょっと身を屈かがめた。そして、小さく笑みを浮うかべる。

「今はまだ、失敗することのほうが多いかもしれないけど……でも、これからもっと頑張って。いつか、珠希が安心して頼ってもいいと思えるような、立派な『お兄ちゃん』になるから。……それまでもう少し、待っててくれる？」

「……そこは、『お姉ちゃん』じゃないの？」

「ううん、『お兄ちゃん』がいい。だって私は……やっぱり、兄さんみたいになりたいって、思うから」

　珠希のもっともなツッコミを、瑞希は笑顔で流した。『お姉ちゃんに何吹き込んだんですか？』みたいな目で見られ、圭太は苦く笑しようする。

「……わかった。お姉ちゃんがそう思ってるなら、止めない」

「珠希……ありがと──」

「でも、一人で『無理』するのはだめ。……これからは、私も、お姉ちゃんが『お姉ちゃん』としてやりたいこと、手伝うから。もっと信しん頼らいして、頼ってくれるんだったら……少しくらいの無理は、許してあげてもいいよ」

　ホッとする瑞希を遮るように、珠希が「ふん」と胸を反らす。妹らしからぬその態度に、瑞希は「えぇ……」と苦笑し……しかし、もう、おどおどと俯くことはない。珠希の顔を見つめて、困ったように笑っている。




　雨はいつの間にか上がっている。足あし下もとは少しぬかるんでいるが、帰る分には支障なさそうだ。

　瑞希と珠希の関係も、そんな風に、上手うまくまとまっていくといい。

　並んで歩く二人を見ながら、そんなことを思った。




　　　　◆◆◆




「お兄ちゃーん!!　無事で良かったぁぁぁ……!!」

「お兄様!?　ご無事ですかお兄様！　ああ、お顔に泥どろが!!」

　瑞希に連れられ、喫きつ茶さ店まで戻ってくると、そこには初葉達や瑞希の家族を始め、玲れいの姿もあった。『二人を見つけたから待っていてほしい』と瑞希から連れん絡らくがあり、みんなで待機していたのだという。

「珠希ちゃん！　良かった無事で……！　もう……心配させないで。あなた達に何かあったら、お母さんどうしたらいいか……」

「ごめんなさい、お母さん……でも、なんでもなかったから……」

「そういう問題じゃないの！　もう、珠希ちゃんはしばらく一人で出で掛かけちゃだめ！　瑞希お姉ちゃんと一いつ緒しよじゃないとお母さん許しませんから！」

「ええー!?　そ、そんなの困る……！　もう子供じゃないのに……！　お、お姉ちゃんも、なんとか言ってよ！」

「ううん、言わない。私も心配だからそうしたいし。……珠希には、今までのこと、たくさん謝らなくちゃいけないなと思ってるけど、それと今回のことは別だからね？　心配掛けたこと、私だって本当は怒おこってるんだよ？」

「うっ……ご、ごめんなさい……」

　ニコニコ笑え顔がおの瑞希に𠮟しかられて、珠希は悄しよう然ぜんと俯いた。顔は笑ってるのに、何な故ぜだろう。さっき怒っていた時よりずっと怖こわい。

（でも、仲直りできたみたいで良かった）

　姉妹しまいの様子を見守っていた圭太は、ふと気付く。自然とやりとりする瑞希達の様子を、真ま希きが驚おどろいたような顔で見ているのに。

　母親だから、二人の仲が上手くいっていないのには気付いていただろう。仲直りできて安心したのだと思うが……。それだけにしては、反応が妙みようなような……？

「──真島くん」

「ひえっ!?　え、しゅ、主任……？」

　重く険しい声が耳に届いて、ぎくりと身を竦すくめる。
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　圭太を見み据すえる玲は腕うでを組んで仁に王おう立ち。その瞳ひとみはいつになく険しい。

（うわぁ……めっちゃくちゃ怒ってらっしゃる……）

　いや、考えてみたら当然なのだ。『出掛けるときは連絡するように』とあれだけ口を酸すっぱくして言われていたのに、結局この騒さわぎである。初葉達にも心配を掛け、『お兄ちゃん』失格だと言われても仕方ない。どころか解かい雇こなんてことも……。

「す、すみませんでした！　勝手なことして、迷めい惑わく掛けて！　本当に反省してます！　だからその、解雇だけは──!!」

　必死になって頭を下げた矢先。

　ぎゅ、と強い力で抱だき締しめられて、圭太はそれまでとは違ちがう意味で身を硬かたくした。

「……どれだけ心配したと思ってるんだ、全く」

「え……？　あの、主任……？」

　戸と惑まどう圭太には答えず、玲は抱き締める力を強くする。

　……不思議だった。大人の女性に抱き締められているのに、今はドキドキよりも、安あん堵どと懐なつかしさを感じる。

　子供の頃。母にこうして抱き締めてもらったことがあったなと。ふと、そんなことを思い出した。

「……あの。すみませんでした、本当に」

　玲の肩かたに顔を埋うずめたまま、もう一度詫わびる。今度は『迷惑を掛けた』こと、ではなくて、『心配を掛けた』ことを。

「……全くだ。次はないぞ、真島くん。またこんな無茶をするようなら、減給も考えるからな」

　体を離はなした玲は、すっかり普ふ段だんの調子を取り戻していた。

　いや。微び妙みように圭太と目を合わせないところを見ると、少し照れていたりするのかもしれない。誤ご魔ま化かすように、玲が「ゴホン」と咳せき払ばらいを一つ。

「……ところで。どうして真島くんは、瑞希ちゃんのパーカーを腰こしに巻いているんだ？」

「ええと……色々と事情がありまして」




　　　　◆◆◆




　……その後。

　玲によって病院に強制連行された圭太は、診しん察さつと怪け我がの手当てを受けた後、待合室の電話を借りて、父に連絡を取ることにした。

『こうなった以上は親おや御ごさんにお詫びを』という玲を遮って、先に自分から話したいと言い出したのは圭太自身だ。

　結局たいした怪我はなかったし、大おお事ごとにしたくなかったというのもある。

　けれど、一番の理由は──。

『……圭太か？　どうした？』

「急に電話してごめん。ちょっと話があるんだけど、いま大だい丈じよう夫ぶか？」

『ああ、構わないが……どうかしたのか。今はアルバイト先の人達と旅行中だろう』

「や、それなんだけど」

『足を滑すべらせて崖がけから落ちた』と話したら、父は電話の向こうで絶句していた。まあ、当然の反応だが。

「先言っとくけど、怪我はなかったから、そこは心配いらない。わざわざ電話すんのも、と思ったんだけど、一緒に来てるバイト先の主任に……ええと、野中さんって言うんだけどさ。その人に、『連絡はきちんとしろ』って言われて……」

『……野中？』

　不意に、父が口を挟はさんできた。その声には、驚いたような響ひびきがある。「崖から落ちた」と告げたときと同じか、下手へたしたらそれ以上に。

『………………』

「……親父おやじ？　聞こえてるか？」

『あ、ああ。大丈夫だ、聞いている。ああ、うん……とにかく、大丈夫なんだな？』

「ああ」

『……そうか』

　それならいい、と、父が言う。

　しばしの沈ちん黙もく。圭太はちょっと躊躇ためらった後、「あのさ」、と言葉を続ける。

「俺、こっちで、妹尾真希さんに会ったよ。親父の再さい婚こん相手」

『ゴン！』という重い音が、携けい帯たいから聞こえてくる。どうやら携帯を落としたらしい。

『は？　い、いやそれは、どういう……？』

「いや。俺も驚いたんだけどさ、実は──」

　真希の娘むすめである瑞希は、圭太のバイト先の後こう輩はいだったこと。旅行の行き先がたまたま彼女の祖父母の家の近くで、帰省していた妹尾一家に偶ぐう然ぜん会ったこと。一通り話し終えると、父は『そうか……』と放心したように呟つぶやいた。

「まだ、ちょっと話しただけだけどさ。いい人そうだな」

　良かったじゃん、と言う圭太の言葉を、父は黙だまって聞いている。

「正直、騙だまされてたらどうしよう、なんて心配したりもしたけどさ。安心した。あの人だったら、俺も反対する理由ないし──」

『……娘さんには？』

「へ？」

『あちらの娘さん達には、もう会ったのか？』

「え、うん。会ったけど……」

『お前の、『妹』になるかもしれない子達だ。どうだ？　仲良くやれそうか？　お前が難しそうだと思うなら、今回の話はお断りしようと思う』

「まあ、大丈夫だとは思うけど……でも、この際俺のことはいいって。親父が結婚したいかどうかだろ」

『………………』

　何故か、父はそこで押し黙ってしまう。

『……お前が』

「え？」

『お前が喜んでくれないなら、意味がない……いや、意味がないというのは言い過ぎだが……。その、別に、父さんに対して気を遣つかう必要はないんだ。嫌いやならはっきり嫌と言ってくれていいんだぞ……？』

　おずおずとそう問いかけられて、圭太はようやく腑ふに落ちる。

　要は、圭太が『遠えん慮りよ』していると思っているのだ。親に気を遣って我が慢まんしているんじゃないかと。

　相変わらずの気弱さを『全く……』と思う反面、少し、反省もする。

　珠希と瑞希の関係を見ていて気付いたことだが。思えば圭太もまた、父に対して、多少なりとも遠慮しているところがあったのだと思う。自分がどう思っているか、嬉うれしいことも不満なことも、あまり、父に対して口にしなくなっていた。いつの間にか。

「……あのさ。この前、最近どうかって聞いたろ？」

『は？　あ、ああ……そうだな』

　唐とう突とつに話し出した圭太を訝いぶかしみながらも、父は口を挟まない。例によって流されやすい性格のせいか、あるいは、圭太のことを思いやってくれているのか……まあ、後者なのだと思っておこう。

「言ってなかったんだけど。実は、『妹』ができたんだ」

『…………は？』

「いや、実際にはクラスメイトなんだけど……。色々あって、俺のこと『お兄ちゃん』って呼んでくれるようになって。だから俺も、その子が頼たよってくれるまではって、『お兄ちゃん』やってるんだ」

　よく飲み込めなかったのか、父は黙りこくっている。……まあ、当然か。

「えーと、つまりさ！　離り婚こんのこととか、妹がいないのとかも含ふくめて、俺は、今の状じよう況きように不満なんかないし……むしろ、十分楽しくやってる。大丈夫だよ、俺は」

　だから親父も、自分のことをもっと考えていい。

　そこまではさすがに恥はずかしくて言えなかったが、言いたいことは、ちゃんと伝わったらしい。最終的に、父は、笑ってくれたようだった。

『そうか』

「うん」




　明日には、もう東京に戻もどる。

　そうしたら、今度改めて、父とゆっくり話す時間を作ってみようと思った。




　そのときには──『妹』達のことも伝えられたらいい。圭太を、お兄ちゃんにしてくれた子達のことを。








幕間　～父と母～









　──圭けい太たと電話で話をした、その翌日。

　圭太の父は、都内にあるレストランで遅おそめの昼食をとっていた。

　一人ではない。テーブルの向かいには、見合い相手である妹せの尾お真ま希きが座っている。昨日までは子供達の様子を見に実家へ行っていたそうだが、仕事の関係で、今朝早くこっちへ戻もどってきたという。

「……すみません。戻ったばかりでお疲つかれのところ、付き合っていただいて」

「いえ。元々今日はお会いする約束でしたし、気になさらないでください」

　食後のコーヒーを飲みながら、ぽつぽつと言葉を交かわす。お互たがいに、人と話すのが得意ではなく、知り合った当初は会うたびに緊きん張ちようしたものだが、最近は随ずい分ぶん打ち解けてきたと思う。

「そういえば、実家に戻っていた時、向こうで、真ま島じまさんの息子むすこさんに偶ぐう然ぜんお会いしたんです」

「ああ、聞いています。息子から。偶然ですね」

「ええ、本当に」

　ころころと笑いながら、真希はコーヒーのカップを置いた。その背筋がすっと伸のびる。

「……真島さん」

「はい」

「先日のプロポーズのお話なんですけど……ごめんなさい。私からお話ししておいて勝手な話ですが、やっぱり、考え直させていただきたいんです」

「……そうですか」

　……そんな話になる予感はしていた。今日、やってきた彼女の目を見たときから。『考え直す』と遠回しに言ってはいるが、この口ぶりから考えるに……彼女にはもう、自分と結婚する気はないのだと思った。

「ごめんなさい。本当に」

「いえ。むしろ、謝らなければいけないのは私のほうです。私があなたとの結婚を考えていたのは、結局息子のためで……あなた自身のことを蔑ないがしろにしていました」

「でも、それは、お互い様ですから。やっぱり私も、真島さんに謝らないと」

　視線を合わせ、お互いに苦く笑しようする。

　元々、圭太の父がお見合いに前向きだったのは、圭太にきちんと、『母親』がいる生活をさせてあげたかったからだ。

　そして……はっきり確かめたわけではないが、真希もまたそのつもりであることも、薄うす々うす察していた。元々、見合いの話がまとまりかけていたのも、『子供には両親が必要』という考えが、互いに一いつ致ちしていたからだ。

　自分を『夫』として見てはくれなくとも、圭太の『母』になってくれるなら──そう思って気付かないふりをしていたが、昨日、圭太の話を聞いていて、気付いた。

　あの子はあの子なりに、自分の人生にきちんと向き合って生きている。

　なら、自分もまた、自分の人生に対して真しん摯しであるべきだ。圭太がそれを望んだわけでもないのに、『息子のため』なんて押しつけがましい理由で、結婚なんて大事な話を決めてしまうわけにはいかない。もっと早くに、気がつくべきだったことだが。

「……前に、少しお話ししましたよね。うちは子供が多くて……上の子達に負担を掛かけてしまっているって」

「はい」

「でも……昨日、久しぶりに長女と、ゆっくり話す機会があって。𠮟しかられました。『お母さんが相手の人を好きならいいけれど、そうじゃないなら、私からお姉ちゃんの立場を取り上げないで』って」

　怒おこられたという割に、真希は嬉うれしそうだ。親として気持ちはわかるから、圭太の父は黙だまって話を聞く。

「……でもね真島さん。子供達のことを抜ぬきにしても、私はあなたのこと、素す敵てきな男性だと思っていましたよ？　再婚してもいいぐらいには」

　危あやうく、コーヒーを噴ふき出しかけた。

「い、いえ、あの、ええと、それは……」

「でも、プロポーズはお受けできません。……あなたが私じゃない誰だれかを見ているのが、一いつ緒しよにいるとわかるから」

　何もかも見通した顔で、真希はにこりと微笑ほほえんだ。圭太の父は何も返せず、とっくに空になったカップに口をつける。

「今まで、ありがとうございました。これからは、『娘の友達の親おや御ごさん』として、どうぞよろしくお願いしますね。真島さん」










　……会計を済ませて、一人レストランを後にする。

　真希は一足先に仕事に戻ってしまった。たったいまプロポーズを断ったばかりとは思えないような、のほほんとした笑顔のまま。

『あなたが私じゃない誰かを見ているのが、一緒にいるとわかるから』

　言葉が出なかったのは、彼女の指し摘てきが全くその通りだったからだ。まさか、そんなにわかりやすく顔に出ているなんて、思ってもみなかったけれど。

　……そのとき。ポケットに入れていたスマートフォンが、ブルブルと震ふるえる。

　待ち受けに表示された名前を見て、わずかに目を見開き──やや遅おくれて、そっと携帯を耳に当てた。




「……はい。ご無ぶ沙さ汰たしてます、お義姉ねえさん」

『ええ。あなたも、お変わりないようで、何よりです』




　電話の相手──野の中なか玲れいは、昔と変わらない落ち着いた声で、そう答えた。








第五章　後半戦開始









（……ん？）

　心地ここちの良い振しん動どうに、ふと目を覚ます。




　東京へと戻もどる車の中。妙みように肩かたが重いなと思ったら、初はつ葉はと仁に奈なが圭けい太たにもたれてすやすやと寝ね息いきを立てている。




「んぅ……お兄ちゃん……えへへ……」

「お兄様……んふふ……すや……」

（……どんな夢見てるんだ？）




　よだれを垂らしながら自分の名を呼ぶ妹達を、やれやれと見守っていると。




「起きたのか、真ま島じまくん。ちょうど良かった。もうすぐパーキングエリアに着く。そこで少し休きゆう憩けいしていこう」

　運転席から、玲れいが声を掛かけてくる。少し小声なのは、初葉達を起こさないよう気を遣つかってか。

「……そういえば。どうだった、今回の旅行は？」

「そりゃ、楽しかったですよ。遠出するのとか久しぶりだったし」

「そうではなくて。そろそろまた、『理想の妹』のアイデアを出してほしいと言っているんだが」

『ああ、なんだ』と、圭太は笑った。声が聞こえていたのか、玲が不思議そうにする。

「ほう。なんだか今回はやけに余よ裕ゆうだな。てっきり忘れていて慌あわて出すかと」

「そりゃ余裕ですよ。今回のは自信あるんで。俺だけじゃなくて、瑞みず希きちゃんとも一いつ緒しよに考えたアイデアですから」

　見送りに来てくれた瑞希の顔を思い出しながら、圭太は告げる。

「『理想の妹』に繋つながる、今回のテーマは……ずばり、『勇気の源』です」




　妹がいるから、人はお兄ちゃんになれる。一人ではできなかったことも、諦あきらめてしまうようなことも、妹のためだったら、お兄ちゃんは何度だって立ち上がれるし頑がん張ばれるのだ。




『お兄ちゃん』を『お兄ちゃん』にしてくれる存在。それこそが、妹なんだと。




「どうですか？」

　勢い込む圭太に、バックミラーに映る玲の顔が、にやりと笑む。

「ふむ、悪くないな──採用だ」










　……圭太と玲が、車内でそんな会話を繰くり広げていた頃ころ。




（……結局、兄さんに聞けなかったな。『あのとき』のこと）

　縁えん側がわで取り込んだ洗せん濯たく物を畳たたみながら、瑞希はぼんやりと、遠い昔のことを思い返していた。




　確かに、瑞希は小さい頃、あの秘密基地で男の子に出会った。それは正しい。




　けれど、あのときの男の子は、一人ではなかったのだ。

　彼の隣となりにはもう一人、小さな女の子がいた。彼を──圭太のことを『お兄ちゃん』と呼ぶ、幼い少女が。




（でも、兄さん、あの子の話、しなかったし……どうしてなんだろう）




　崖がけから落ちた話をしたとき、圭太は触ふれなかったけれど……そもそも、圭太が足を滑すべらせることになったのは、ふざけて崖に近付いた『妹』を助けようとしたからだった。

　圭太は『平気だ！』なんて笑っていたけれど、瑞希は、圭太を危ない目に遭あわせたことが許せず、つい彼女に対して怒ってしまい……それがもとで、圭太とも喧けん嘩か別れになった。




　あの男の子が圭太だったことは、もう間ま違ちがいがない。他ほかでもない圭太自身がそう言ったのだから。




　けれど──だったら何な故ぜ、圭太は彼女の存在に少しも触れず、どころか、妹なんて最初からいなかったかのように振ふる舞まっているのか。




　そしてあの『妹』は一体何者で。そしていま、どこで、どうしているのだろうか。




　庭で遊ぶ妹達の声を聞きながら。瑞希はずっと、そのことを考え続けていた──。








エピローグ









（……眠ねむい）

　イベントもハプニングも盛りだくさんだった旅行が終わって、圭けい太たは登校日を迎むかえていた。

　既すでに授業は終わっているが、圭太は日直の仕事があり、一人教室で日誌を書かされている。日直はもう一人いるはずなのだが、忘れて先に帰ってしまったのか、あるいは意図的か。

　……まあ、業務日誌は『レンタルお兄ちゃん』のバイトで散々書き慣れている。ささっとそれらしい文章で空くう欄らんを埋うめて、圭太は日誌を手に職員室へ向かった。

「失礼しまーす」

　職員室は空調が効いていて涼すずしい。先生達はいいなと思いながら、圭太は志し穂ほの机へ。

「先生、日誌持ってきましたよ。……先生？」

「──えっ」

　ガタッ、と、志穂がイスを揺ゆらす。

「あ、ああ……今日の日直、君だっけ。……ありがと、お疲つかれ様」

　なんだか気もそぞろの様子で、志穂が日誌を受け取る。

　朝のＨＲの時から思っていたが、今日の彼女はなんだか様子がおかしかった。どうも、上の空な気がするのだ。

　……とはいえ、志穂は普ふ段だんからあまりやる気のあるほうではないので、圭太の気にしすぎと言われればそうかもしれない。

（……バレてない、よな？）

　あの日、駐ちゆう車しや場で別れた段階では、圭太には気付いていない様子だったが。こうして話をしているうちに……なんてこともありそうで、正直圭太は未いまだに気が気じゃない。

「……どうかしたの？」

「あ、い、いえ！　なんでもないです……失礼します」

　なんにしても、長居しないに越こしたことはない。

　圭太は職員室を出ようとして……その矢先、ポケットに入れていた携けい帯たいが震ふるえた。その音は志穂にも聞こえていたようで、「ん……？」と彼女がこっちを見る。

「真ま島じまくん、一応、校内では電源切るように指導してると思うんだけど」

「うわっ!?　す、すみません……気をつけます」

「そうね、気をつけて。……まあでも、それはそれとして、これは一いつ旦たん没ぼつ収しゆう」

「えー!?」

　ひょい、と携帯を取り上げられ、圭太は悲鳴じみた声を漏もらす。

「そんな、いいじゃないですかっ。もう放課後なんだし……」

「ここが職員室じゃなかったら見み逃のがしてあげても良かったんだけどねー。……まあ、とりあえず形だけ預かるから。五分くらいしたら取りに来て」

　やる気なさそーにそう言って、志穂は何気なく圭太のスマホを見下ろし──そこで、不自然に動きを止めた。

「……え？　どうしたんですか」

　問いかけても、志穂は何も言わない。さすがに気になって、圭太も画面を覗のぞき込む。

　ロック画面には、通知が表示されたままになっていた。ＳＧＯの、フレンド申しん請せいの通知。相手のユーザー名は『ＳＨＯ』と出ている。

　しかし、なんで志穂はこんなに驚おどろいた顔をしているのだろう。

　自分もＳＧＯをやっているから、つい反応してしまったのだろうか……なんて考えたところで、圭太は、志穂の机の上に目がいった。

　他の教材で隠かくすようにして、スマホが置いてあるのが見える。画面に表示されているのは、ＳＧＯのフレンドコード検けん索さく画面と──圭太が、旅行初日に玲れいから渡わたされた、『レンタルお兄ちゃん』の名めい刺し。『バイト中も持ち歩くように』と渡されて、しかし、いつの間にかどこかで落としてしまっていた、あの。

（────────）

　時間の流れが、急にゆっくりになったようだった。目の前の光景が何を意味するのか、とっさに理解できない……いや。理解はできるのだが、信じたくない。

　固まって動けない圭太の前で、志穂が、ゆっくりと顔を上げる。圭太のことを、指さして。




「もしかして……『ケータ』って、君のこと？」




　　　　◆◆◆




　……そして、圭太が人生最大のピンチを迎えていたちょうどその頃ころ。

[image: ]




（あれ……この写真？）

　床ゆかに落ちていた写真を拾って、少女が怪け訝げんそうに呟つぶやく。

　そこは、彼女の母の仕事部屋だった。母が仕事で家を空けている間、軽く掃そう除じをしようとやってきたところ。

　彼女が拾い上げたのは、母が先日の『社員旅行』で撮とってきた写真だった。イベントの打ち上げか何からしく、大人数で食事をとっている場面。しかし写っているのは自分と同じ年頃の少年少女で、社員と呼ぶには少し若い気がする。




　両サイドから可愛かわいらしい女の子に挟はさまれ、困った顔をしている少年。

　それは、彼女が先日、母への届け物をした際に出会った……あの、『不ふ審しん者』の男の子だった。




（なんでＳＧＯ社に用事があるのかと思ってたけど……ひょっとして、お母さんの知り合い？）




　手に持った写真を見つめたまま、少女──野中麻ま衣いは、しばし、その場に立ち尽つくすのだった。

















あとがき






　初めまして。もしくはお久しぶりです。滝たき沢ざわ慧けいです。




　皆みな様さまの応おう援えんのおかげで、『好きいも』三巻目も無事発売の運びとなりました。




　ついこの間二巻が出たばかりの気がするのに、月日が経たつのは早いものですね。

　この調子で四巻、五巻、十巻とどしどし巻数を重ねていきたいものです。今後とも末永くよろしくお願い致いたします！（平へい伏ふく）




　さて、前巻のあとがきでも予告したとおり、今回は瑞みず希きがメインのお話です。

　先せん輩ぱいなのに後輩で妹でドジっ子と最初から属性盛りまくりの瑞希でしたが、三巻ではついに彼女の妹達も登場し、『姉』としての姿も描えがかれるように。しかし、姉妹しまいの仲には何やら複雑な事情があるようで……というのが大体のあらすじとなっています。

　先輩なのに後輩で妹でドジっ子だけどお姉ちゃん。一人で五倍おいしい。




　とはいえ、彼女もまた『妹ヒロイン』の一人であるという事実は揺ゆるぎません。

　せっかくの夏休み回ですしね。初はつ葉はや仁に奈なも含ふくめ、レンタルされてのイチャイチャパートも夏仕様でお送りしておりますので、お楽しみいただければ幸いです。




　他ほかにも新キャラが登場したり、意外な事実が明らかになったりと、色々お話も動いております。今後の展開にも、ぜひご期待ください！




　また今回は文庫の初回限定特典として、帯にヒロイン達とのイチャイチャシーンを描いたボイスドラマがついています！




　今回登場するのは初葉と仁奈の二人。初葉の声は桑くわ原はら由ゆう気きさん、仁奈は鬼き頭とう明あか里りさんがそれぞれ演じてくださっています。

　どちらのヒロインも本当に可愛らしく、声がついたことで、二人の魅み力りよくがより一層増したように思います。お二人とも、本当にありがとうございます！




　もちろんシナリオは書き下ろし。まさにこのボイスドラマだけのイチャイチャシチュエーションとなっております。まだ聞いていないという方は、今すぐ帯裏のＱＲコードをチェック!!




　以下謝辞です。

　担当のＴさん。今回は登場キャラクターが多く、それぞれのキャラ付けをどうするかなど、今まで以上に内容面で相談に乗っていただきました。今後とも本シリーズをよろしくお願い致します。




　イラストの平たいらつくね先生。今回も一巻、二巻に引き続き、素す晴ばらしいイラストの数々、本当にありがとうございます。

　表紙の瑞希、可愛いらしさの中にもどこかお姉さんっぽい包容力もあって、本当に絶ぜつ妙みような表情だと思います……！　どうもありがとうございます！




　ボイスドラマに出演してくださった桑原由気さん、鬼頭明里さん、そして製作にご協力いただいた皆様。

　自分のキャラクターに声がつく、というのは、作家にとって夢のような体験です。その夢をこれ以上ない形で叶かなえていただき、本当にありがとうございました！




　そして何よりも、読んでくださっている読者の方へ。

　いつも、どうもありがとうございます。




　次の四巻も現在鋭えい意い製作中ですので、どうぞよろしくお願い致します！





二〇二〇年　二月某ぼう日じつ　滝沢慧





















好すきすぎるから彼かの女じよ以い上じようの、妹いもうととして愛あいしてください。３
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